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イ
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ー
　
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
（
準
政
府
機
関
の
地
方
支
部
）

　
一
九
六
五
年
設
立
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
（
諮
問
機
関
）
は
、
そ
の
政
策
遂
行
の
た
め
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
で
は
一
〇
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

（
勾
o
鴨
9
）
に
い
わ
ば
支
部
と
し
て
地
方
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
を
設
立
し
た
。
そ
の
一
つ
が
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ

ン
シ
ル
で
あ
る
。
こ
の
地
方
は
、
図
1
に
見
る
よ
う
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
の
東
に
位
置
し
、
五
県
（
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
、
レ
ス
タ
i
、

ダ
ー
ビ
ー
、
リ
ン
カ
ー
ン
、
ノ
ー
サ
ン
プ
ト
ン
）
と
、
そ
の
中
の
四
〇
の
郡
・
市
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
当
初
は
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
央
評
議
会
（
C
C
P
R
）
の
職
員
を
そ
の
ま
ま
動
員
し
て
事
務
局
を
兼
ね
て
い
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ

カ
ウ
ン
シ
ル
が
七
二
年
に
執
行
機
関
化
し
た
の
を
機
に
、
彼
ら
を
正
規
公
務
員
職
員
と
し
た
。
こ
の
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
で
は

職
員
七
名
、
秘
書
七
名
で
活
動
し
て
き
た
。
特
に
職
員
の
専
門
性
は
高
く
、
後
に
述
べ
る
諸
研
究
班
で
は
具
体
的
な
政
策
づ
く
り
の
中
心

3



一橋大学研究年報　人文科学研究　36

と
し
て
そ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
た
。
し
か
し
保
守
党
の
地
方
ス
ポ
ー
ッ
カ

ウ
ン
シ
ル
廃
止
計
画
に
よ
り
、
一
九
九
七
年
か
ら
は
そ
の
機
能
は
大
幅
に
削
減
さ

れ
、
職
員
と
秘
書
が
そ
れ
ぞ
れ
二
名
ず
つ
に
な
っ
た
。
現
在
の
活
動
の
中
心
は
、

傘
下
の
五
県
の
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
。
以
下
は
主
に
一
九
九
六
年
ま

で
の
歴
史
と
活
動
で
あ
る
。

図1イーストミッドランズの位置

。
≦

プ
割
♂

　
〃
’

∂

　
♂

　
　
♂

　
　
’

，
　
　
　
亀

q

　
2
　
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
（
E
M
C
S
R
）

　
以
上
は
行
政
組
織
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
支
部
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に
は
合
議
体
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
こ
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
で
も
次
の
よ
う
な
目
的
・
組
織
で
の
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
（
E
M
C
S
R
）
が
設
け
ら
れ
、
地
方
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。
（
こ
の
準
政
府
機
関
と

評
議
会
の
組
織
と
活
動
の
識
別
が
、
現
実
に
も
未
だ
に
不
十
分
で
あ
る
。
）

　
①
目
的

　
国
と
地
域
と
の
接
点
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
面
か
ら
の
政
策
要
求
を
交
流
さ
せ
、
さ
ら
に
こ
の
地
方
独
目
の
政
策
の
推
進
母
体
と
し

て
、
実
質
的
に
は
次
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
を
担
う
組
織
で
あ
る
。

　
・
自
治
体
や
ス
ポ
ー
ツ
関
連
機
関
の
相
談
、
共
同
、
討
論
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
場

　
・
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
全
国
的
戦
略
や
他
の
関
連
組
織
の
戦
略
を
考
慮
す
る
地
方
レ
ベ
ル
で
の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
の
戦
略
的
な
概
観
の
提
供

4
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・
国
や
地
方
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
戦
略
の
実
行
の
探
求

　
そ
し
て
よ
り
特
別
に
は
、
執
行
委
員
会
を
通
じ
て
の
、

　
．
資
源
の
活
用
方
法
、
勧
告
の
作
成
の
仕
方
、
補
助
金
の
配
分
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
や
他
の
組
織
へ
の
ア
ド

　
　
バ
イ
ス

　
・
短
期
、
長
期
に
渡
る
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
と
保
護

　
．
要
請
に
応
じ
て
、
国
の
政
策
の
発
展
、
共
同
そ
し
て
実
行
で
援
助
す
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
や
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
ヘ
の
ア

　
　
ド
バ
イ
ス
や
情
報
の
提
供
、
等
を
司
る
。

　
②
　
重
点
活
動

　
以
上
の
目
的
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
四
つ
の
重
点
活
動
を
設
定
し
た
。

　
a
　
参
加
促
進
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
参
加
の
住
民
促
進
と
競
技
水
準
の
向
上
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
種
目
連
盟
の
役

割
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
自
治
体
の
役
割
は
決
定
的
で
あ
る
。
重
点
領
域
と
し
て
、
都
市
の
ス
ラ
ム
地
区
、
青
少

年
、
主
婦
、
四
〇
歳
以
上
、
障
害
者
、
新
ス
ポ
ー
ツ
種
目
の
普
及
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
b
　
施
設
建
設
－
地
域
の
要
求
に
対
応
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
提
供
の
た
め
に
パ
ブ
リ
ッ

ク
（
行
政
）
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
目
主
的
組
織
）
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
（
企
業
）
の
、
各
機
関
の
間
で
の
概
念
、
態
度
の
促
進
を
図
る
。
重
複

を
避
け
な
が
ら
、
都
市
部
に
も
農
村
部
に
も
質
量
共
に
施
設
が
必
要
で
あ
る
。
優
先
地
域
と
し
て
、
都
市
の
ス
ラ
ム
地
区
、
計
画
研
究
班

に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
特
別
必
要
地
区
、
屋
内
、
屋
外
施
設
の
不
足
す
る
地
域
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
c
　
助
言
と
情
報
活
動
－
施
設
の
発
展
に
関
し
て
施
設
の
大
き
さ
、
範
囲
、
デ
ザ
イ
ン
、
管
理
に
つ
い
て
助
言
を
提
供
す
る
。
そ
れ
と

共
に
、
有
利
な
財
政
的
方
途
を
探
求
す
る
。

5
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d
　
理
念
・
連
絡
・
連
携
の
強
化
1
す
べ
て
の
機
関
で
の
理
念
、
概
念
、
新
た
な
思
考
の
発
展
を
促
す
。
こ
れ
ら
の
理
念
と
、
ス
ポ
ー

ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
目
標
の
追
求
と
の
関
連
で
有
効
な
機
能
の
確
立
で
あ
る
。

　
③
　
組
織
・
構
成

　
こ
の
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
（
E
M
C
S
R
）
の
構
成
は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
議

長
は
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
。
副
議
長
は
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
・
目
然
保
護
関
連
と
自
治
体
を
代
表
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
名

で
あ
る
。

　
構
成
は
グ
ル
ー
プ
別
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
自
治
体
・
関
連
行
政
諸
団
体
・
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
他
の
関
連
団
体
の
代
表

が
一
堂
に
会
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
利
益
を
反
映
さ
せ
る
機
構
を
保
障
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
E
M
C
S

R
で
の
合
意
は
、
地
方
レ
ベ
ル
で
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
推
進
の
要
で
あ
る
。

　
総
会
－
以
上
の
よ
う
に
正
会
員
九
八
名
、
準
会
員
二
四
名
、
合
計
二
一
二
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
構
成
で
年
二
回
の
総
会
が
開

催
さ
れ
、
先
の
目
的
を
遂
行
す
る
。
後
の
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
歴
史
で
も
触
れ
る
が
、
郡
と
し
て
、
あ
る
い
は
郡
や
地
域
レ
ベ
ル
で
の

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
と
し
て
、
こ
の
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
；
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル

ヘ
代
表
を
送
れ
る
か
ど
う
か
は
、
当
時
と
し
て
は
最
大
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
も
し
も
代
表
を
送
れ
な
け
れ
ば
補
助
金
を
は
じ
め
と
し
て
、

国
と
の
関
連
で
他
団
体
の
後
塵
を
拝
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
の
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
地
方
が
郡
・
市
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
に
も
直
接
に
関
わ
っ
た
の
で
、
県
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
部
門
と
政
策
の
位
置
が
相

対
的
に
は
影
が
薄
く
な
っ
た
。
県
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
県
独
自
の
政
策
と
財
政
を
持
っ
た
が
、
地
方
と
郡
・
市
の
間
に
あ
っ
て
、
実
質
的

に
は
地
方
と
郡
・
市
と
の
橋
渡
し
的
存
在
と
な
っ
た
。

　
総
務
委
員
会
－
日
常
的
な
執
行
は
構
成
三
六
名
か
ら
な
る
総
務
委
員
会
（
O
①
需
邑
℃
霞
8
ω
窃
O
o
ヨ
巨
洋
8
）
で
行
わ
れ
る
。
こ
こ

6
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表1　イーストミッドランズスポーツ・

　　レクリエーションカウンシルのメンバー構成

　議長

　副議長

正会員

グループA一地方自治体

　各県議会から2名

　各地域議会から1名

　各県の地区議会グループの代表1名

グループB一同類の団体

　地方ッーリスト局

　セバーン・トレント上下水道局

　アングリアン上下水道局

　ピークパーク合同計画局

グループC一スポーツ・レクリエーション

　屋内スポーツ

　屋外スポーツ

　屋外レクリエーション

　カントリーサイド保護

　障害者スポーッ

　地主／農夫／森林所有者

グループD一スポーッ大臣の代表

準会員（非投票権）

グループE一イギリス水路局

　　　　　カントリーサイドコミッション

　　　　　イングリッシュツーリスト局

　　　　　森林局

　　　　　自然保護委員会

　　　　　スポーッカウンシル

グループF一政府の関係省

グループG一関連団体と協同会員（例えば，　　　　　　　　　　　　イギ
リス産業連盟，労働組合連合，全国

プレイングフィールド協会，英国体

育講師協会，炭坑社会福祉連盟，イ

ーストミッドランズ芸術協会，軍隊

他）

6

名
名

1
　
2

10名

40名

5名

4名

12

6
1
6　　　　31名

　　　　　5名
　合計　98名

倉
U
3

　15　　24

合計　122名
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で
は
次
に
述
べ
る
研
究
班
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
勧
告
を
検
討
し
、
総
会
へ
提
出
す
る
。

　
計
画
研
究
班
ー
こ
の
地
方
全
般
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
建
設
に
関
す
る
計
画
す
べ
て
を
総
務
委
員
会
に
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
。
委
員
は
二
九
名
。

　
水
辺
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
班
－
水
辺
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
政
策
に
つ
い
て
総
務
委
員
会
ヘ
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
委
員
は
三
〇
名
。

　
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
研
究
班
ー
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
で
の
楽
し
み
や
施
設
の
保
護
や
管
理
の
両
者
で
の
政
策
に
つ
い
て
総
務
委
員
会
ヘ

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
委
員
は
三
四
名
。

　
技
術
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
研
究
班
－
土
地
の
活
用
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
、
管
理
に
関
わ
る
専
門
技
術
へ

の
援
助
を
行
う
。
ま
た
全
国
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
情
報
交
換
を
す
る
。
委
員
は
一
七
名
。

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
研
究
班
ー
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
大
衆
参
加
や
高
度
化
の
方
策
に
つ
い
て
総
務
委
員
会
ヘ
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
「
ス
ポ
ー
ツ
・

フ
ォ
！
・
オ
ー
ル
」
の
推
進
で
ス
タ
ッ
フ
を
支
え
る
。
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
関
わ
っ
て
協
力
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
等
を
主
催
す
る
。
委
員
は
二
二
名
。

　
補
助
金
研
究
班
－
自
主
的
組
織
へ
の
補
助
金
に
関
わ
っ
て
総
務
委
員
会
ヘ
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
特
に
、
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
か
ら
の

要
請
に
応
じ
て
勧
告
を
作
成
す
る
。

　
筆
者
は
一
九
八
O
年
一
一
月
二
四
日
の
午
後
二
時
三
〇
分
よ
り
、
傘
下
五
県
の
一
つ
ノ
ー
サ
ン
プ
ト
ン
県
の
県
議
会
場
で
開
催
さ
れ
た

イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
の
総
会
を
傍
聴
し
た
。
投
票
権
所
有
者
九
八
名
の
う
ち
、
参
加

は
五
〇
余
名
で
あ
っ
た
。

　
会
議
開
催
に
先
立
ち
、
議
長
は
本
日
の
傍
聴
者
と
し
て
日
本
か
ら
来
て
い
る
私
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
二
時
三
〇
分
か
ら
の
開
始
で
、

三
時
三
〇
分
に
は
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が
一
五
分
設
け
ら
れ
、
さ
す
が
イ
ギ
リ
ス
的
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
議
事
は
事
前
に
郵
送

8
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さ
れ
て
い
る
分
厚
い
資
料
を
基
礎
に
、
て
き
ぱ
き
と
活
発
な
討
論
を
伴
っ
て
進
行
さ
れ
た
。

　
議
題
は
総
務
委
員
会
か
ら
の
報
告
と
各
研
究
班
か
ら
の
報
告
の
討
論
と
承
認
で
あ
る
。

　
総
務
委
員
会
か
ら
は
こ
の
間
に
、
各
県
毎
の
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
関
係
者
と
の
今
後
の
政
策
策
定
に
関
す
る
懇

談
会
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
。
特
に
今
日
の
社
会
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
位
置
や
今
後
の
ス
ポ
ー
ッ
．
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
発
展
に
お
け
る
優
先
事
項
の
検
討
、
自
治
体
財
政
の
逼
迫
下
で
の
対
応
、
関
連
機
関
と
の
共
同
推
進
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参

加
、
高
度
化
の
推
進
、
施
設
建
設
の
合
同
提
供
と
共
同
活
用
も
検
討
さ
れ
た
。
特
に
県
教
育
委
員
会
が
郡
市
レ
ベ
ル
の
教
育
委
員
会
と
の

共
同
活
用
で
の
討
議
を
し
た
が
、
学
校
管
理
者
側
か
ら
は
不
評
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
施
設
破
損
等
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら

に
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
の
対
処
も
話
し
合
わ
れ
た
。

　
補
助
金
研
究
班
か
ら
は
ク
ラ
ブ
レ
ベ
ル
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
各
種
事
項
に
対
す
る
ロ
ー
ン
の
割
り
当
て
と
特
別
必
要
地
域
に
対
す
る

補
助
金
の
配
分
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
研
究
班
か
ら
は
田
園
地
域
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
政
策
が
提
起
さ
れ
た
。

　
計
画
研
究
班
か
ら
は
、
近
日
中
に
完
成
さ
れ
る
政
策
文
書
「
施
設
」
と
「
田
園
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
報
告
が
あ
っ
た
。
特
に
大
衆

的
な
参
加
促
進
策
の
重
点
と
し
て
、
高
齢
者
・
退
職
者
、
失
業
者
、
若
い
主
婦
層
、
学
校
卒
業
者
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
継
続
、
都
市
内
部
へ
の

特
別
な
手
だ
て
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
も
リ
ー
ダ
ー
の
質
量
の
改
善
、
必
須
な
施
設
の
提
供
、
コ
、
・
・
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
改
善
、
新
ク
ラ
ブ
の
設
立
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
国
際
障
害
者
年
に
ち
な
み
、
こ
の
点
で
の
発
展
や
、
ス

ポ
ー
ツ
連
盟
の
一
層
の
発
展
、
重
点
種
目
（
一
九
八
O
年
度
は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ボ
ー
ト
、
卓
球
）
で
の
高
度
化
や
コ

ー
チ
教
育
が
計
画
さ
れ
た
。

　
水
辺
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
班
か
ら
は
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
連
携
の
下
に
政
策
文
書
の
作
成
中
で
あ
る
旨
が
報

9
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告
さ
れ
た
。

　
技
術
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
研
究
班
か
ら
は
夜
間
照
明
付
き
の
多
目
的
コ
ー
ト
の
建
設
、
施
設
の
合
同
提
供
と
単
独
提
供
の
費
用
や
長
所
の

比
較
研
究
が
各
自
治
体
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
、
低
費
用
に
よ
る
温
水
プ
ー
ル
建
設
研
究
等
が
報
告
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
イ
ー
ス
ト
、
・
・
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
全
般
的
な
政
策
と
そ
の
実
行
に
つ
い
て
、
か

な
り
詳
細
な
研
究
を
基
盤
に
、
全
体
的
な
討
論
で
推
進
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
国
レ
ベ
ル
で
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
一
般
的
な
政
策

を
各
地
方
で
具
体
化
す
る
方
途
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
予
算
の
具
体
的
な
執
行
も
オ
ー
プ
ン
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ス
ポ
ー

ツ
．
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
地
方
的
な
推
進
に
と
っ
て
、
そ
の
民
主
主
義
的
な
進
め
方
が
何
よ
り
も
重
視
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
段
階
で

の
研
究
出
版
物
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
多
量
に
、
一
般
市
民
向
け
に
提
供
さ
れ
、
情
報
の
普
及
に
対
し
て
か
な
り
の
力
が
投
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
、
特
筆
に
値
す
る
。
こ
う
し
て
政
策
立
案
過
程
と
政
策
の
共
有
化
に
お
い
て
地
域
関
係
者
、
住
民
の
間
に
十
分
な
民
主
主
義
が
具

体
化
さ
れ
て
い
る
。
以
上
が
、
会
議
を
傍
聴
し
た
上
で
の
実
態
と
感
想
で
あ
る
。

　
④
歴
史

　
一
九
六
六
年
六
月
六
日
、
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
県
選
出
の
下
院
議
員
ウ
イ
ン
タ
ー
ボ
ッ
ト
ム
を
議
長
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
地
方
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
行
政
と
合
議
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
は
以
下
の
よ
う
に
概
観
で
き
る
。

　
a
　
一
九
六
六
－
七
〇
年
一
情
報
収
集
の
時
期

　
こ
の
地
方
カ
ウ
ン
シ
ル
の
出
発
で
も
あ
る
が
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
発
展
の
上
で
、
施
設
の
建
設
は
先
ず
第
｝
に
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
い
か
な
る
規
模
の
、
い
か
な
る
形
の
施
設
を
建
設
し
た
ら
よ
い
か
も
、
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
に
知
識
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
活
発
な
実
態
調
査
が
な
さ
れ
て
、
地
域
の
実
情
が
把
握
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
施
設
実
態
調

査
は
国
レ
ベ
ル
で
も
殆
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
こ
の
地
方
で
の
施
設
は
プ
ー
ル
一
〇
、
体
育
館
八
、
ゴ
ル

10
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フ
コ
ー
ス
一
、
水
辺
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
一
〇
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
時
期
は
又
、
自
治
体
の
ロ
ー
ン
貸
付
、
自
主
的
ク
ラ
ブ
ヘ
の
補
助
金
、
中
央
政
府
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
、
地
方
カ
ウ
ン
シ
ル
の
専

門
性
と
影
響
が
認
め
ら
れ
た
。

　
特
に
施
設
活
用
に
つ
い
て
は
、
学
校
や
企
業
の
地
域
と
の
共
同
活
用
化
も
提
唱
さ
れ
た
。

　
b
　
一
九
七
〇
ー
七
五
年
一
計
画
策
定
と
建
設

　
こ
の
時
期
の
地
方
カ
ウ
ン
シ
ル
の
役
割
は
七
二
年
の
執
行
機
関
化
と
そ
れ
に
伴
う
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
．
オ
ー
ル
」
政
策
の
推
進
に

よ
り
、
活
動
は
い
っ
そ
う
活
発
化
し
、
そ
の
重
点
は
施
設
建
設
に
関
し
て
国
か
ら
の
補
助
金
の
活
用
と
ス
ポ
ー
ツ
の
大
衆
参
加
の
促
進
で

あ
っ
た
。
一
九
七
四
年
に
は
自
治
体
の
再
編
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
の
上
で
は
有
利
に
働
い
た
。

　
活
動
の
多
様
化
に
よ
り
、
合
議
体
の
中
に
「
計
画
」
「
技
術
助
言
」
「
ス
ポ
ー
ツ
発
展
」
「
水
辺
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
「
田
園
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
」
「
補
助
金
」
の
各
研
究
班
を
設
け
て
、
よ
り
専
門
的
な
検
討
を
行
っ
た
。

　
各
種
セ
ミ
ナ
ー
も
積
極
的
に
行
っ
た
。
「
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
施
設
」
「
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
」
「
屋
外
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
ク

リ
ケ
ッ
ト
場
の
芝
生
の
維
持
」
「
人
ロ
ス
キ
ー
場
」
「
ス
カ
ッ
シ
ュ
施
設
」
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
間
の
補
助
金
は
、
行
政
か
ら
の
企
画
五
〇
件
、
自
主
的
団
体
か
ら
七
六
件
を
補
助
し
た
。

　
施
設
建
設
は
共
同
活
用
を
前
提
と
す
る
も
の
を
推
奨
し
た
。
ま
た
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
県
に
は
国
際
的
な
国
立
ホ
ル
ム
ピ
エ
ー
ル
ポ
ン
水

上
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
開
場
し
た
。

　
七
〇
年
代
は
、
計
画
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
ま
た
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
財
政
も
、
国
レ
ベ
ル
で
の
福
祉
国
家
的

施
策
の
こ
の
分
野
へ
の
浸
透
に
伴
い
、
徐
々
に
拡
大
し
て
き
た
。
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
政
策
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
活
発
に

な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
研
究
が
結
実
し
、
各
種
の
出
版
物
と
し
て
活
発
に
出
版
さ
れ
だ
し
、
情
報
の
発
信
源
と
し
て

11
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（
3
）

も
重
要
な
位
置
を
占
め
つ
つ
あ
っ
た
。

　
c
　
一
九
七
五
ー
八
O
年
一
諸
資
源
の
活
用
と
特
別
な
試
行

　
七
七
年
に
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
（
E
M
S
C
）
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
方
カ
ウ
ン
シ
ル

ー
イ
ー
ス
ト
、
、
、
ッ
ド
ラ
ン
ズ
（
S
R
R
C
I
E
M
）
に
名
称
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
レ
ベ
ル
で
の
変
更
の
反
映
で
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
か
ら
広
く
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
含
め
た
結
果
で
あ
り
、
か
つ
地
方
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の

連
携
も
密
に
な
っ
た
。

　
農
村
地
区
や
都
市
の
密
集
地
区
を
特
別
地
区
と
し
て
、
政
策
の
重
点
化
を
行
い
始
め
た
。
特
に
「
地
域
の
サ
ッ
カ
ー
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
は
、
地
域
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
の
連
携
で
、
若
者
が
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
す
る
機
会
を
設
け
た
。

　
地
方
財
政
の
縮
小
の
中
で
も
行
政
企
画
四
五
、
自
主
的
組
織
企
画
一
二
九
、
そ
し
て
特
別
地
区
へ
の
施
策
三
九
が
実
行
さ
れ
た
。
こ
の

辺
り
か
ら
、
都
市
密
集
地
の
問
題
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
り
、
特
別
な
対
策
を
要
し
て
い
た
。

　
レ
ス
タ
ー
の
ル
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
水
辺
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
広
大
な
人
造
湖
が
誕
生
し
た
。
ま
た
、
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
県
ラ

ッ
シ
ュ
ク
リ
フ
郡
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
経
営
が
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
経
営
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

　
d
　
一
九
八
○
ー
八
五
年
一
技
術
的
時
代

　
施
設
建
設
で
新
た
な
進
展
が
あ
っ
た
。
コ
ー
ト
表
面
の
材
質
の
改
善
や
そ
の
他
の
素
材
の
改
善
が
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

テ
ク
ニ
カ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
「
S
A
S
H
I
」
（
ω
＄
区
m
こ
凶
ω
a
》
℃
鷺
8
9
一
〇
9
0
詩
コ
皇
ω
一
）
計
画
が
確
立
し
、
統
一
規

格
に
よ
る
よ
り
安
く
、
速
く
、
便
利
な
施
設
建
設
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
間
行
政
企
画
七
一
、
自
主
的
組
織
企
画
一
一
〇
、
特
別
地
区

四
八
の
企
画
が
実
現
し
た
。
そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ッ
参
加
の
た
め
の
よ
り
具
体
的
な
施
策
が
採
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
「
五
〇
歳
以
上
の
参
加

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
「
ボ
ウ
ル
ズ
を
習
お
う
」
「
失
業
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
」
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
「
地
域
体
力
計
画
」
等
で
あ
る
。
ま

12
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た
、
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
内
の
ラ
フ
バ
ラ
大
学
に
あ
る
全
国
コ
ー
チ
ン
グ
財
団
と
の
協
力
で
、
コ
ー
チ
や
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
が
な
さ
れ
た
。

　
一
九
八
二
年
に
は
中
央
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
が
政
策
文
書
『
地
域
と
ス
ポ
ー
ツ
一
〇
年
計
画
』
を
発
表
し
た
が
、
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ズ
地
方
で
も
そ
れ
と
連
動
し
て
、
『
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
－
八
○

　
　
　
　
　
（
5
）

年
代
の
行
動
計
画
1
』
（
一
九
八
三
）
を
作
成
し
た
。
こ
の
『
行
動
計
画
』
は
大
き
く
次
の
四
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
・
参
加
推
進

　
・
施
設
提
供
（
イ
ン
ド
ア
施
設
、
イ
ン
ド
ア
プ
ー
ル
他
）

　
・
田
園
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
・
水
辺
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
例
え
ば
「
参
加
促
進
」
で
は
次
の
二
つ
の
年
齢
階
層
を
重
点
と
し
た
。
一
三
－
二
四
歳
と
四
五
歳
以
上
で
あ
る
。
前
者
は
学
校
卒
業
者
、

失
業
者
、
若
い
母
親
・
主
婦
、
貧
困
地
域
（
都
市
、
農
村
）
、
障
害
者
が
主
な
対
象
で
あ
り
、
後
者
は
失
業
者
、
退
職
者
、
貧
困
地
域

（
都
市
、
農
村
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
階
層
の
人
々
は
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉
国
家
政
策
の
下
で
も
そ
の
恩
恵
が
比
較
的
薄
い
集
団
で
あ
り
、

八
O
年
代
初
頭
の
都
市
暴
動
の
教
訓
の
上
か
ら
、
全
国
で
も
そ
し
て
地
方
で
も
そ
れ
ら
の
人
々
へ
の
対
応
が
重
視
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

参
加
し
や
す
い
計
画
を
積
極
的
に
編
成
す
る
よ
う
に
、
傘
下
の
関
連
機
関
に
推
奨
し
て
い
る
。

　
ま
た
「
施
設
提
供
」
で
は
、
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
統
一
企
画
で
あ
る
「
S
A
S
H
　
I
」
「
S
A
S
H
　
H
」
の
実
現
を
提
起
し
、

傘
下
の
自
治
体
に
お
け
る
施
設
不
足
地
域
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
も
し
て
い
る
。
特
に
、
プ
ー
ル
、
ボ
ウ
ル
ズ
、
ス
カ
ッ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
ア
テ

ニ
ス
、
イ
ン
ド
ア
と
ア
ウ
ト
の
陸
上
競
技
場
、
体
操
場
他
の
施
設
の
提
供
で
あ
る
。

　
「
田
園
レ
ク
」
と
「
水
辺
の
レ
ク
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
現
状
評
価
と
提
案
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
『
行
動
計
画
』
は
次
の
諸
機
関

に
も
配
布
さ
れ
、
相
互
の
情
報
交
流
と
し
て
い
る
。

13
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・
各
県
議
会
　
・
地
区
議
会
　
・
地
区
議
会
協
会
　
・
上
下
水
道
局
　
・
地
方
ツ
ー
リ
ス
ト
局
　
・
イ
ギ
リ
ス
水
道
局
　
・
ピ
ー
ク
パ

　
ー
ク
合
同
計
画
局
　
・
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
　
・
自
然
保
護
団
体
　
・
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
　
・
農
村
地
域
評
議
会
　
．
環

　
境
省
　
・
自
然
保
護
評
議
会
　
・
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
　
・
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
央
評
議
会
　
・
農
場
と
領
地
地
主
協
会

　
こ
う
し
て
、
関
連
す
る
行
政
機
関
な
い
し
外
郭
団
体
の
す
べ
て
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
施
策
が
進
め
ら
れ
た
。

　
e
　
一
九
八
五
－
九
一
年
一
参
加
が
重
点

　
八
一
年
の
各
地
で
の
都
市
暴
動
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
を
い
っ
そ
う
促
進
し
た
。
そ
の
た
め
に
国
レ
ベ
ル
で
は
住
民
の
ス
ポ
ー

ツ
参
加
へ
の
施
策
が
積
極
的
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
の
人
材
養
成
も
活
発
化
し
た
。
「
君
の
ス
ポ
ー
ツ
は
何
？
」
「
ス
ポ
ー
ツ
を
考
え
よ

う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
行
さ
れ
、
特
に
若
者
の
参
加
が
重
視
さ
れ
た
。

　
一
九
八
六
年
に
は
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
組
織
連
盟
が
設
立
さ
れ
、
組
織
間
の
連
携
を
高
め
る
試

み
が
始
ま
っ
た
。

　
地
方
の
政
策
は
中
央
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
政
策
文
書
『
地
域
と
ス
ポ
ー
ツ
一
九
〇
年
代
へ
』
（
一
九
八
七
）
と
の
連
携
の
下
に
、

計
画
さ
れ
た
。
一
九
八
八
年
の
教
育
改
革
法
に
よ
っ
て
、
学
校
と
地
域
と
の
共
同
活
用
計
画
が
い
っ
そ
う
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
で
は
室
内
テ
ニ
ス
場
が
建
設
さ
れ
、
ホ
ル
ム
ピ
エ
ー
ル
ポ
ン
水
辺
公
園
に
人
工
の
カ
ヌ
i
場
が
建
設
さ
れ
た
。

　
f
　
『
実
現
し
よ
う
ぜ
　
↓
畏
冒
o
q
曽
8
£
（
一
九
八
八
）

　
既
述
の
よ
う
に
一
九
八
一
年
に
は
地
方
ス
ポ
ー
ツ
戦
略
が
開
始
さ
れ
、
施
設
（
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
フ
ィ
ー
ル
ド
）
が
建
設
さ
れ
、
学

校
施
設
も
改
善
さ
れ
た
。
参
加
推
進
策
も
採
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
八
○
年
代
の
政
策
を
反
省
し
、
九
〇
年
代
を
展
望
す
る
地
方
ス
ポ
ー
ツ
戦
略
『
実
現
し
よ
う
ぜ
』
が
八
八
年
一
二
月
に
開
始
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
中
央
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
同
年
の
「
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ッ
ー
九
〇
年
代
へ
向
け
て
ー
、
八
八
ー
九
三
年
の

14
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戦
略
』
（
｝
九
八
八
）
の
地
域
的
具
体
策
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
施
設
建
設
を
優
先
順
位
に
置
い
て
、
各
目
治
体
が
関
連
機
関
と
の
共
同
計
画
を
策
定
し
な
が
ら
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、

屋
外
芝
ピ
ッ
チ
、
屋
内
全
天
候
ピ
ッ
チ
等
を
建
設
し
た
り
、
既
存
施
設
の
よ
り
よ
い
活
用
を
研
究
し
、
既
存
施
設
の
消
失
を
防
ぐ
こ
と
も

焦
眉
の
課
題
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
余
剰
」
の
学
校
施
設
を
売
却
す
る
政
策
が
八
O
年
代
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
保
守
党
政
権
に
よ
っ
て
推
進
さ

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
地
方
レ
ベ
ル
で
は
こ
う
し
た
「
抵
抗
」
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
若
者
に
人
気
の
あ
る

目
動
車
と
空
中
ス
ポ
ー
ツ
も
重
視
さ
れ
た
。
そ
し
て
住
民
要
求
を
配
慮
す
る
た
め
に
人
口
構
成
の
恒
常
的
分
析
を
重
視
し
な
が
ら
政
策
の

推
進
に
当
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
9
　
『
地
方
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
見
直
し
』

　
一
九
九
三
年
四
月
、
E
M
C
S
R
は
、
四
〇
〇
万
人
を
対
象
と
す
る
真
の
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
の
た
め
の
先
五
年
の
ス

ポ
ー
ツ
．
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
政
策
策
定
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
一
九
八
八
年
以
降
に
推
進
さ
れ
て
き
た
地
方
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

で
あ
る
「
実
現
し
よ
う
ぜ
」
の
見
直
し
作
業
に
入
っ
た
。
折
し
も
一
九
九
三
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
名
称
「
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
方
カ
ウ
ン
シ
ル
ー
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
（
S
R
R
C
－
E
M
）
」
か
ら
「
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー

ツ
．
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
（
E
M
C
S
R
）
」
に
変
更
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
行
政
組
織
と
し
て
の
「
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ

ル
ー
イ
ー
ス
ト
、
・
・
ッ
ド
ラ
ン
ズ
（
S
C
E
M
R
一
9
0
『
一
〇
〇
§
色
－
浮
象
≦
色
き
O
の
勾
o
讐
8
）
」
と
地
方
評
議
会
と
し
て
の
イ
ー
ス
ト

、
、
、
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
．
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
（
E
M
C
S
R
｝
国
”
陰
ζ
己
一
磐
O
の
O
o
ロ
8
一
一
賄
9
ω
8
旨
き
α
胃
9
お
学

自
8
）
の
差
異
が
一
般
社
会
で
こ
の
段
階
に
お
い
て
も
な
か
な
か
識
別
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
こ
の
分
野
の
一
般
社
会
へ
の
普
及
度
の

目
安
で
も
あ
る
。
前
者
は
国
に
よ
る
こ
の
地
方
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
出
先
機
関
で
あ
り
、
後
者
の
一
構
成
団
体
で
あ
る
と
同
時

に
事
務
局
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
一
方
、
後
者
は
S
C
E
M
R
を
も
含
み
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を
持
つ
公
共
機
関
、
自
主
団
体
、

15
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商
業
機
関
の
合
議
体
で
あ
り
、
一
九
七
六
年
の
創
設
以
来
、
イ
ー
ス
ト
、
・
・
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
．
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

戦
略
の
準
備
と
実
行
に
責
任
を
持
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
E
M
C
S
R
は
、
一
九
八
八
年
以
降
実
行
し
て
き
た
戦
略
『
実
現
し
よ
う
ぜ
』
の
見
直
し
作
業
に
入
っ
た
。
そ
の
た
め
に
一
九

九
二
年
九
月
に
会
合
を
持
ち
、
そ
の
一
二
月
か
ら
一
九
九
三
年
二
月
に
掛
け
て
、
関
連
団
体
へ
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
戦
略
と
こ
れ
か
ら

の
方
針
へ
の
願
望
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し
た
。
こ
れ
に
は
七
〇
以
上
の
文
書
回
答
と
、
三
五
の
口
頭
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
回
答
を
寄
せ
た
機
関
等
の
内
実
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

・
A
部
門
一

・
B
部
門
一

・
C
部
門
”

・
D
部
門
“

・
E
部
門
一

・
F
部
門

・
G
部
門

・
H
部
門

・
そ
の
他
一

　
多
様
な
領
域
か
ら
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
が

た
。
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
政
策
自
体
へ
の
無
関
心
さ
よ
り
も
要
請
文

さ
れ
て
い
る
。

県
議
会
（
回
答
数
　
5
）

県
を
基
盤
と
す
る
組
織
（
8
）

地
域
な
い
し
郡
議
会
（
2
0
）

ス
ポ
；
ッ
連
盟
（
4
）

ピ
ー
ク
パ
ー
ク
合
同
計
画
局
（
1
）

一
政
治
家
（
6
）

一
卓
越
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
商
業
組
織
（
4
）

一
地
方
機
関
（
1
3
）

（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ス
ポ
ー
ツ
固
有
の
組
織
、
商
業
組
織
そ
し
て
政
治
家
か
ら
の
反
応
が
相
対
的
に
低
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
或
）
が
あ
ま
り
魅
力
を
持
た
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
理
解

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
立
案
上
、
こ
れ
だ
け
の
組
織
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
広
く
深
く
意
見
を
徴
収
し
て

16
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い
る
姿
勢
は
イ
ギ
リ
ス
の
政
策
立
案
上
の
民
主
主
義
的
な
特
徴
と
し
て
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
さ
て
、
『
実
現
し
よ
う
ぜ
』
へ
の
「
一
般
的
感
想
」
と
「
再
検
討
計
画
」
の
よ
り
詳
細
は
注
（
7
）
に
掲
げ
る
。
そ
こ
に
は
回
答
者
た

ち
の
考
え
る
現
状
判
断
、
批
判
、
今
後
へ
の
期
待
が
示
さ
れ
、
問
題
状
況
を
見
る
上
で
は
重
要
で
あ
る
。

　
感
想
の
内
容
を
い
く
つ
か
見
る
と
、
政
策
は
柔
軟
で
現
実
的
に
、
政
策
遂
行
の
定
期
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
、
ま
た
、
E
M
C
S
R
目
体

の
地
位
向
上
の
た
め
に
ロ
ビ
i
活
動
を
活
発
化
せ
よ
と
の
提
言
も
あ
る
。
そ
し
て
政
策
の
広
報
活
動
の
重
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
の
重
点
の
必
要
性
と
し
て
、
指
導
人
材
の
育
成
、
青
少
年
や
低
参
加
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
地
方
全
体
へ
の
配
慮
が
、
そ

し
て
平
等
な
機
会
の
保
障
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
政
策
が
地
域
諸
組
織
の
合
同
計
画
の
上
で
、
炭
坑
地
区
を
抱
え
る
こ
の
地
方
に
と
っ

て
、
閉
山
の
影
響
を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
お
く
こ
と
や
学
校
開
放
の
方
途
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
激
動
期
に
、
大
胆
な

政
策
の
再
検
討
へ
の
懸
念
、
つ
ま
り
財
源
保
障
へ
の
心
配
が
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
公
共
、
自
主
的
組
織
そ
し
て
私
企
業
の
部

門
に
も
該
当
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
多
く
の
意
見
を
基
盤
に
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
政
策
再
検
討
計
画
が
立
案
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
次
の
『
障
害
を
乗
り

越
え
て
』
に
具
体
化
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
調
査
全
体
の
結
論
と
し
て
は
、
「
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
の
参
加
機
会
の
推
進
に
は
い
ま
な
お
大
き
な
障
害
が
あ
り
、
そ

れ
ら
は
個
人
的
な
問
題
も
あ
る
が
、
よ
り
広
い
構
造
的
か
つ
政
治
的
な
制
約
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
そ
の
基
本
的
な
認
識
を
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
h
　
『
障
害
を
乗
り
越
え
て
ー
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
の
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
　
一
九
九
四
－
一
九
九
八
』

　
こ
の
戦
略
（
政
策
）
は
、
先
の
『
地
方
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
見
直
し
』
を
基
礎
に
、
一
三
の
特
別
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
作
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
九
つ
の
目
的
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
細
な
具
体
案
を
示
し
た
、
大
部
な
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
イ

ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
の
政
策
立
案
能
力
の
高
さ
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
目

17
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的
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
第
一
目
的
1
「
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
で
の
真
の
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
i
・
オ
ー
ル
」
を
実
現
す
る
た

　
　
め
に
、
関
連
す
る
す
べ
て
の
機
関
が
長
期
の
目
的
に
向
か
っ
て
、
六
つ
の
原
則
を
計
画
、
政
策

　
　
に
採
用
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州

　
こ
の
基
本
的
な
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

が
未
だ
不
十
分
と
の
現
状
分
析
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
こ
の
E
M
C
S
R
に
お
い
て
、
改
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

め
て
基
本
目
的
と
し
て
、
し
か
も
「
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
で
の
真
の
」
と
い
う
強
調
が
付
い
た
点
も
重
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

要
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
目
的
は
以
下
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
伴
っ
て
進
め
ら
れ
る
。
（
図
2
参
照
）
　
　
　
　
　
　
　
図

　
・
基
礎
－
決
定
的
な
第
一
ス
テ
ッ
プ
一
理
想
的
に
は
、
基
礎
的
な
技
術
が
人
生
の
初
期
の
段
階
で

　
　
　
　
学
習
さ
れ
る
。

　
・
導
入
1
い
か
に
楽
し
む
か
一
ル
ー
ル
、
決
ま
り
、
行
動
等
は
す
べ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
　
こ
れ
ら
の
学
習
は
基
礎
か
ら
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
に
出
会
う
と
き
、

　
・
参
加
－
参
加
す
る
こ
と
の
本
当
の
楽
し
み
一
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、

　
　
　
　
体
力
、
社
会
的
理
由
で
の
参
加
。

　
・
達
成
－
改
善
へ
の
挑
戦
一
多
く
の
人
が
、
個
々
の
目
標
を
改
善
し
、
競
い
、

　
　
　
　
は
高
度
な
達
成
を
困
難
に
す
る
。

　
・
高
度
化
－
頂
点
へ
の
接
近
一
頂
点
を
目
指
す
能
力
と
動
機
の
あ
る
人
は
、
地
域
、

　　　　一←

　達成　1　　参加

　　　　1
　　　　－o

一一 一一』一一一一一一一一 一一一一
　　　　　導人と再郡人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
後
の
人
生
で
も
行
わ
れ
る
。

ク
ラ
ブ
そ
し
て
田
園
で
提
供
さ
れ
る
機
会
の
大
半
。
楽
し
み
、

基礎

達
成
す
る
た
め
に
選
択
す
る
。
知
識
不
足
、
支
持
不
足

地
方
そ
し
て
国
家
レ
ベ
ル
で
の
名
誉
を
も
た
ら
す
。
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こ
の
レ
ベ
ル
は
特
別
な
支
持
無
し
に
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。

　
以
上
の
レ
ベ
ル
で
す
べ
て
の
人
々
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
た
め
の
諸
政
策
が
立
案
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
の
中
に
は
次
の
よ
う
な

六
つ
の
原
則
を
す
べ
て
に
貫
徹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
に
お
け
る
「
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
で
の
真
の
ス
ポ
ー

ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
と
い
う
新
た
な
戦
略
を
実
施
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
・
長
期
的
視
野
で
の
計
画
作
成
f
明
確
な
長
期
的
政
策
が
無
け
れ
ば
、
個
々
の
努
力
は
徒
労
に
終
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
現
在
多
く
の

　
　
ス
ポ
ー
ツ
が
未
だ
コ
ー
チ
や
組
織
運
営
者
や
新
分
野
の
開
拓
者
の
不
足
に
悩
み
、
公
共
資
金
の
低
下
、
部
活
動
の
減
少
等
の
中
で
、

　
　
関
連
機
関
と
の
協
力
の
下
に
明
確
な
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
・
生
涯
学
習
へ
子
ど
も
か
ら
の
出
発
－
子
ど
も
期
の
ス
ポ
ー
ツ
と
の
出
会
い
が
生
涯
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
に
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
現
状
の
子
ど
も
ス
ポ
ー
ッ
組
織
と
成
人
の
ク
ラ

　
　
ブ
と
の
関
係
は
弱
い
。
ま
た
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
見
本
を
成
人
が
示
す
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
過
熱
は
避
け
、
子
ど
も
中
心
の
指
導
が

　
　
求
め
ら
れ
る
。
学
校
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
教
育
委
員
会
等
の
連
携
、
教
師
、
コ
ー
チ
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
等
の
共
同
活
動
が

　
　
必
須
で
あ
る
。
特
に
小
学
校
教
員
へ
の
援
助
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
・
共
同
活
動
の
推
進
f
あ
ら
ゆ
る
計
画
も
単
独
で
進
め
よ
う
と
し
て
も
無
理
で
あ
る
。
こ
の
共
同
活
動
の
推
進
は
六
つ
の
原
理
の
内
で

　
　
も
中
心
的
な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
関
連
機
関
の
共
同
行
動
は
、
計
画
実
行
の
上
で
必
須
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
じ
っ
く
り
と
時

　
　
間
を
掛
け
て
計
画
す
る
こ
と
、
具
体
化
の
段
階
で
十
分
な
相
互
理
解
を
必
要
と
す
る
こ
と
、
相
互
の
利
益
と
な
る
こ
と
も
必
要
で
あ

　
　
る
。
「
し
っ
か
り
と
し
た
基
盤
の
形
成
」
「
幅
広
い
協
力
者
の
参
加
」
「
高
度
化
へ
も
援
助
」
等
が
共
同
計
画
の
範
囲
に
な
る
で
あ
ろ

　
　
う
。

　
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
克
服
1
「
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
で
の
真
の
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
i
・
オ
ー
ル
」
の
推
進
は
、
施
設
、
コ
ー
チ
、
リ
ー
ダ
ー
、
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管
理
者
の
不
足
が
中
心
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
理
念
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
い
か
に
縮
め
る
か
が
課
題
で
あ
る
。
基
礎
・

　
　
参
加
・
高
度
化
の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
の
不
足
の
実
態
把
握
が
前
提
と
な
る
。

　
・
参
加
機
会
の
増
加
（
初
心
者
に
も
熟
練
者
に
も
）
ー
過
去
一
〇
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
は
着
実
に
増
加
し
た
が
、
い
く
つ
か
の
大
き

　
　
な
格
差
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
男
女
差
を
見
る
と
、
男
性
の
七
三
％
に
対
し
て
女
性
は
五
七
％
で
あ
り
、
職
業

　
　
的
に
は
専
門
職
の
七
八
・
五
％
に
対
し
て
未
熟
練
工
で
は
四
四
％
、
そ
し
て
民
族
的
少
数
者
の
点
で
は
全
体
の
成
人
が
六
五
％
で
あ

　
　
る
の
に
比
べ
て
パ
キ
ス
タ
ン
や
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
出
身
者
は
三
七
％
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
決
の
た
め
に
は
か
な
り
し
っ
か
り

　
　
と
し
た
目
標
対
象
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
、
よ
り
多
く
の
指
導
者
の
力
が
必
要
で
あ
る
。

　
・
機
会
の
平
等
（
平
等
と
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
）
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
不
平
等
を
解
消
す
る
優
れ
た
媒
体
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
参
加
が
障
害

　
　
を
克
服
し
、
自
信
を
付
け
、
人
間
関
係
を
形
成
す
る
う
え
で
の
有
力
な
手
段
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
長
期
に
わ
た
る
計
画
、
十

　
　
分
な
利
益
を
得
て
い
な
い
階
層
の
人
々
と
の
会
合
、
特
別
に
ス
ポ
ー
ツ
を
要
求
し
て
い
る
人
々
の
把
握
、
参
加
の
少
な
い
階
層
の
中

　
　
か
ら
の
指
導
者
の
養
成
等
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
『
障
害
を
乗
り
越
え
て
』
は
こ
れ
以
外
に
八
つ
の
目
的
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
案
を
示
し
、
そ
の
実
行
化
を
図
っ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
（
9
）

そ
の
詳
細
は
注
（
9
）
に
示
す
。

　
『
障
害
を
乗
り
越
え
て
』
の
概
略
は
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

政
策
の
全
体
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
の
体
系
、
そ
し
て
推
進
の
方
法
、
ま
た
こ
の
政
策
作
成
過
程
に
お
け
る
地
域
・
地
区
に
ま

で
及
ぶ
す
べ
て
の
関
連
機
関
と
の
接
触
と
連
携
は
緻
密
で
あ
り
驚
嘆
に
値
す
る
。
そ
し
て
こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
政
策
全
体
を
見
る
と
き
、

そ
の
政
策
作
成
能
力
の
高
さ
に
も
感
心
す
る
。
こ
れ
は
、
決
し
て
政
策
作
成
レ
ベ
ル
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
実
行
過
程
で
の
能
力
の
高
さ

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
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以
上
、
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
を
事
例
と
し
て
地
方
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
役
割
、
活
動
の
実
態
を
見
た
が
、
既
述
の
「
目

的
」
で
見
た
よ
う
に
中
央
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
地
域
と
を
繋
ぐ
重
要
な
位
置
に
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
政
策
立
案
、
実
行
の
上
で
決
定

的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
時
々
の
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
の
意
向
に
よ
る
多
少
の
違
い
は
有
る
に
せ
よ
、
地
方
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
か
ら
の
地
方
、
地
域
の
課
題
把
握

と
全
国
課
題
の
地
域
で
の
実
施
に
お
い
て
、
こ
の
地
方
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
は
要
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
地
方
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル

が
中
央
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
政
策
を
一
旦
納
得
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
す
ぐ
に
地
方
目
治
体
や
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
に
伝
え
ら
れ
、

活
発
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
や
八
O
年
代
の
施
設
建
設
の
発
展
は
何
よ
り
の
具
体
例
で
あ
り
、
自
治
体
の
中
の
専
門

的
な
レ
ジ
ャ
ー
部
門
の
成
長
も
、
こ
の
地
方
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
助
言
や
そ
こ
で
配
分
さ
れ
る
中
央
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

助
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

イギリスの地方自治体のスポーッ行政

（
1
）
　
以
下
の
｝
0
地
方
で
あ
る
。

　
　
イ
ー
ス
ト
、
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
、
ウ
エ
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
、
グ
レ
ー
タ
ー
ロ
ン
ド
ン
、
ノ
ー
ス
、
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
、
サ
ウ
ス
、
サ
ウ

　
ス
イ
ー
ス
ト
、
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー

（
2
）
国
m
ω
一
≦
e
ゆ
呂
の
O
o
琶
。
ま
o
『
9
0
『
貫
区
即
①
。
『
臼
ぎ
P
↓
ぎ
肉
曇
§
ミ
9
§
匙
む
・
9
ミ
～
§
良
憩
§
ミ
軌
§
㌔
ミ
逼
§
鷺
冴
ミ
。

　
o
嬉
ミ
ト
o
斬
鴇
鳴
自
碁
」
0
9
ヤ
』
ロ
Φ
一
8
『

（
3
）
　
六
〇
年
代
後
半
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
実
態
調
査
が
活
発
に
行
わ
れ
、
七
〇
年
代
に
入
る
と
い
ろ
い
ろ
な
研
究
成
果
が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
と
な
っ
て
出
版
さ
れ
、
多
く
の
関
係
者
そ
し
て
住
民
一
般
も
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
研
究
・
情
報
・
広
報
活
動
は
、
極
め
て
精

　
力
的
か
つ
積
極
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
把
握
さ
れ

　
る
出
版
物
は
以
下
の
通
り
。
こ
れ
ら
は
全
国
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
並
行
し
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
具
体
的
な
政
策
で
あ
る
。
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＊
↓
o
毒
⑳
a
の
9
。
寄
鴨
g
巴
ω
ヰ
緯
①
α
q
ざ
評
『
葛
力
①
。
。
o
員
。
o
巽
8
0
ユ
（
一
。
。
。
。
）

　
　
　
＊
ω
8
諄
き
α
カ
o
R
雷
二
g
g
の
9
0
0
葛
8
＝
三
Φ
ω
｝
一
〇
一
旨
寓
o
≦
巴
g
帥
区
2
p
一
5
。
ヨ
葺
①
田
の
一
≦
O
冨
＆
の
（
一
。
o
。
。
）

　
　
　
＊
O
o
罵
8
ξ
ω
Φ
。
。
（
一
。
o
。
O
）

　
　
　
＊
ω
3
0
0
＝
臼
＜
o
お
．
ω
8
詳
。
。
「
巴
卜
山
8
ω
Φ
ω
言
身
（
一
〇
〇
。
O
）

　
　
　
＊
↓
蔓
℃
9
壁
ρ
一
お
（
お
o
。
O
）

（
4
）
　
即
①
讐
8
巴
O
o
琶
。
＝
h
o
『
ω
8
属
き
α
知
8
『
＄
二
〇
戸
等
o
識
ミ
鑓
、
o
噛
憩
o
蓋
§
R
蕾
聖
Q
ミ
帆
§
斗
叫
言
穿
無
ミ
斜
ミ
§
勢
－
＞
醤
』
ミ
§

　
、
ミ
醤
む
、
S
Q
o
δ
象
－
、
ζ
自
嘱
一
〇
〇
〇
し
o
■

（
5
）
「
S
A
S
H
　
I
」
と
は
3
2
×
1
7
×
7
・
6
m
の
体
育
館
に
約
一
〇
〇
平
方
層
の
ウ
エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
と
社
交
空
間
、
更
衣
室
、
管
理

室
を
備
え
た
施
設
で
あ
る
。
「
S
A
S
H
　
H
」
と
は
倉
庫
、
更
衣
室
、
ト
イ
レ
、
事
務
室
を
付
随
さ
せ
た
統
一
規
格
の
競
技
場
で
あ
る
。

（
6
）
　
国
器
P
≦
色
四
呂
の
O
o
盲
o
一
＝
o
『
9
0
ユ
き
α
カ
o
o
お
帥
試
o
P
肉
o
讐
§
ミ
勘
Q
ミ
o
ミ
帖
§
の
壁
ミ
轟
▽
葡
鳴
蕊
鳴
ミ
詣
塁
9
蕾
霧
§
R
肉
o
§
蹴
o
講
き

　
ミ
鳴
O
o
蕾
ミ
馬
ミ
8
醤
山
試
o
S
＞
冨
一
＝
O
O
o
。
●

（
7
）
　
「
一
般
的
感
想
」
と
「
再
検
討
計
画
」
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
コ
般
的
感
想
」

　
　
［
全
般
的
な
方
法
へ
の
コ
メ
ン
ト
］

　
　
・
戦
略
は
現
実
的
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
　
・
戦
略
は
柔
軟
で
変
化
を
容
易
に
出
来
る
も
の
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
ヤ
　
　
　
め

　
　
・
上
か
ら
と
下
か
ら
の
両
方
向
の
接
近
が
必
要
だ
。

　
　
・
戦
略
は
地
方
に
お
け
る
、
の
た
め
の
、
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
め
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ち

・
E
M
C
S
R
は
そ
の
地
位
を
向
上
さ
せ
、
地
方
や
国
レ
ベ
ル
で
の
強
力
な
支
持
獲
得
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヤ

・
行
動
計
画
が
準
備
さ
れ
、
定
期
的
に
モ
ニ
タ
ー
（
評
価
）
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
戦
略
は
し
っ
か
り
と
周
知
さ
れ
、
そ
れ
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
援
助
を
提
供
す
る
人
々
に
届
く
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

［
支
持
の
確
立
］

　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
継
続
を
基
盤
と
す
る
人
材
中
心
の
接
近

・
特
に
小
学
生
を
中
心
と
す
る
す
べ
て
の
青
少
年
へ
の
目
標

　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
も
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ

・
低
参
加
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
継
続
的
目
標
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
め
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち

．
地
方
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
計
画
H
自
主
的
、
商
業
的
部
門
の
理
解
の
改
善
、
統
合
さ
れ
た
計
画
へ
の
努
力
、
田
園
地
方
や
水
辺
区
域
で
の
レ

　
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
推
進
へ
の
援
助
、
農
村
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

・
平
等
な
機
会
保
障
を
目
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

・
公
式
な
ス
ポ
ー
ツ
と
同
様
に
非
公
式
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
擁
護

［
合
同
へ
の
示
唆
］

・
健
康
や
体
力
関
連
の
事
項

・
炭
坑
閉
鎖
の
影
響
の
地
方
範
囲
で
の
研
究

・
学
校
開
放
や
学
校
を
基
盤
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
計
画
へ
の
最
近
の
法
的
変
化
の
影
響
評
価

［
心
配
事
］
次
の
事
項
に
関
し
て
。

・
激
動
期
に
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
め
　
　
ヤ
　
　
　
め

・
推
進
の
た
め
の
制
限
さ
れ
た
資
源
の
い
っ
そ
う
の
減
少
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ

・
地
域
組
織
や
諸
計
画
を
支
持
す
る
支
援
構
造
の
弱
さ

・
自
主
的
組
織
の
限
界
や
彼
ら
へ
の
期
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
自
主
的
計
画
へ
の
公
共
部
門
か
ら
の
補
助
の
減
少
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・
商
業
部
門
に
影
響
を
与
え
て
い
る
継
続
的
な
経
済
不
況

・
大
胆
な
再
検
討
そ
れ
自
体

イギリスの地方自治体のスポーッ行政

　
「
再
検
討
計
画
」

　
　
活
動
の
詳
細

□
般
的
事
項
〕

・
新
地
域
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
目
的
と
基
本
的
イ
メ
ー
ジ
を
要
約
し
た
リ
ー
フ

　
レ
ッ
ト
の
作
成
と
普
及

・
地
方
レ
ベ
ル
で
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
普
及
の
事
例
の
推
進

・
政
策
決
定
者
へ
接
近
し
影
響
を
与
え
る
た
め
の
連
絡
計
画
の
準
備
と
実
行

・
市
場
調
査
を
行
い
、
特
に
レ
ジ
ャ
ー
施
設
管
理
者
な
ど
の
現
場
人
（
富
匡
o
冨
冨
－

　
8
『
）
の
考
え
を
集
約
す
る

・
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
地
方
保
健
機
関
の
戦
略
へ
の
参
加
と
青
少

年
事
業
に
関
わ
る
問
題
の
検
討

［
地
域
全
域
の
関
連
事
項
の
研
究
］

・
次
の
事
項
に
つ
い
て
の
勧
告
を
作
成
す
る
た
め
の
短
期
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設

　
立＊

ピ
ー
ク
パ
ー
ク
合
同
計
画
委
員
会
を
含
む
地
方
機
関
か
ら
の
情
報
を
得
な
が
ら
ス
ポ

　
ー
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
統
合
計
画
作
成
へ
の
努
力

＊
農
村
地
域
評
議
会
か
ら
の
情
報
を
得
な
が
ら
農
村
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

　
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

時
期

四
月
以
降

一
〇
月
以
降

五
月
以
降

一
〇
月

六
月

責
任
主
体

市
場
チ
ー
ム

執
行
委
員
会

市
場
チ
ー
ム

市
場
チ
ー
ム

戦
略
再
検
討
常
設
グ
ル
ー
プ

四
－
一
〇
月
　
　
短
期
ワ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

25



一橋大学研究年報　人文科学研究　36

＊
ピ
ー
ク
パ
ー
ク
合
同
計
画
委
員
会
、
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
管
理
者
、

土
地
所
有
者
な
ど
か
ら
の
情
報
を
得
な
が
ら
田
園
や
水
辺
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

　
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
推
進
へ
の
援
助

＊
炭
坑
閉
鎖
の
影
響

［
監
視
・
評
価
と
研
究
企
画
］

・
次
の
事
項
で
の
協
同
や
委
員
会
活
動

＊
ス
ポ
ー
ッ
提
供
者
と
し
て
の
学
校
の
評
価

＊
商
業
的
、
自
主
的
部
門
の
理
解
と
自
治
体
の
役
割
の
変
化

＊
地
方
で
の
農
村
を
基
盤
と
す
る
計
画
の
評
価

［
県
レ
ベ
ル
の
合
同
計
画
］

・
地
方
レ
ベ
ル
の
研
究
に
連
携
し
な
が
ら
各
県
レ
ベ
ル
の
課
題
を
理
解
す
る
活
動
や
計

画
の
合
意

［
刷
新
計
画
］

・
次
の
事
項
の
理
念
を
テ
ス
ト
す
る
た
め
に
地
方
区
域
か
ら
の
刷
新
計
画
を
募
集
す
る

＊
す
べ
て
の
青
少
年
へ
の
接
近

＊
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
平
等
な
機
会
へ
の
活
動

「
員
垣
ヌ
ヨ
垣
、
σ
．
ス
ホ
ー
い
ノ
肇
男
昔
置
」

中
間
報
告

一
〇
月

中
間
報
告

一
〇
月

中
間
報
告

一
〇
月

四
－
一
〇
月

七
月

再
検
討
常
設
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
短
期

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
代
表

行
政
か
ら
の
援
助
を
得
な
が
ら
の
県

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ワ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
テ

イ戦
略
再
検
討
常
設
グ
ル
ー
プ
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イギリスの地方自治体のスポーツ行政

　
　
・
地
域
全
域
の
次
の
事
項
の
準
備
、
監
視
、
評
価
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
援
助
を
得
な
が
ら

　
　
＊
卓
球
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
以
降
　
　
　
の
行
政

　
　
＊
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
年
の
初
旬

　
　
＊
ホ
ッ
ケ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
年
の
初
旬

　
　
［
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
と
実
行
計
画
］

　
　
・
戦
略
に
含
ま
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
諸
連
盟
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
　
七
月
　
　
　
　
　
行
政
、
市
場
チ
ー
ム
、
E
M
ス
ポ
・

　
　
　
ト
や
参
加
を
奨
励
す
る
手
段
の
開
発
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ク
連
盟

　
　
・
プ
ロ
の
ク
ラ
ブ
、
全
国
コ
ー
チ
ン
グ
財
団
、
E
M
ス
ポ
・
レ
ク
連
盟
か
ら
の
情
報
を
　
一
〇
月

　
　
得
な
が
ら
実
行
計
画
へ
の
支
援
方
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
政

　
　
［
諮
問
と
推
進
］

　
　
・
新
戦
略
の
諮
問
、
採
用
、
推
進
の
計
画
の
準
備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
の
確
立
　
　
戦
略
再
検
討
グ
ル
ー
プ
、
市
場
チ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
月
　
　
　
　
ム

（
8
）
　
国
器
一
ζ
こ
一
き
房
O
o
犀
づ
o
＝
胤
9
ω
8
旨
男
α
カ
o
o
『
o
里
一
〇
P
b
ロ
亀
§
R
帖
ぎ
切
自
ミ
ミ
叩
』
曽
ミ
鷺
讐
む
、
の
9
義
§
R
沁
⑩
象
“
ミ
帆
§
き
～
ぎ

　
肉
湧
㌧
ミ
＆
ミ
嵩
風
の
』
℃
聴
山
℃
鴇
o
o
し
⊆
ロ
①
一
〇
濾
ー

（
9
）

　
2

そ
の
他
の
八
つ
の
目
標
と
は
以
下
の
様
で
あ
る
・

第
二
目
的
ー
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
で
の
い
っ
そ
う
の
発
展
の
た
め
に
そ
の
十
分
な
諸
資
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、

る
。

・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
地
域
形
成

・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
経
済
発
展

・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
人
的
成
長

・
ス
ポ
ー
ッ
を
通
し
て
の
環
境
保
護

強
力
な
事
例
を
作
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3456

・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
健
康
促
進

・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
犯
罪
予
防

第
三
目
的
ー
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
の
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
い
っ
そ
う
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
地
域
的
問
題
を
処
理

す
る
。・

共
同
計
画
の
作
成

・
ス
ポ
…
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
政
策

・
土
地
使
用
計
画

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

・
炭
坑
地
域
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
対
策

・
高
度
化

・
田
園
と
水
辺
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

第
四
目
標
ー
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
に
適
し
た
研
究
計
画
の
維
持
と
研
究
の
結
論
を
促
進
す
る
有
効
な
活
動
の
採
択
。

・
学
校
。
ス
ポ
ー
ッ
提
供
者
と
し
て
の
学
校
の
充
実
と
施
設
の
地
域
ク
ラ
ブ
に
よ
る
活
用
。

・
農
村
地
域
へ
の
ス
ポ
ー
ッ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
。

第
五
目
的
ー
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
の
ス
ポ
ー
ツ
を
い
っ
そ
う
発
展
さ
せ
る
た
め
の
有
効
な
活
動
を
行
う
。
次
の
も
の
が
重
点
項
目
と

な
る
。・

ホ
ッ
ケ
i
発
展
計
画

・
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
発
展
計
画

・
卓
球
発
展
計
画

第
六
目
的
ー
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
の
各
五
県
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
い
っ
そ
う
の
推
進
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
県

に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
設
立
す
る
。
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7
　
第
七
目
的
－
政
策
実
行
の
教
訓
や
新
た
な
ア
イ
デ
ア
、
そ
し
て
よ
い
実
践
の
交
流
を
、
メ
ン
バ
ー
間
で
行
う
。

　
　
　
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
在
り
方
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
教
訓
）

　
　
　
・
学
校
で
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
（
一
九
九
二
－
三
年
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
管
理
賞
の
再
検
討
）

　
　
　
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
地
方
レ
ベ
ル
で
の
共
同
）

　
8
　
第
八
目
的
－
政
策
実
行
の
目
標
設
立
と
毎
年
の
監
視
・
評
価

　
9
　
第
九
目
的
1
す
べ
て
の
関
連
機
関
が
活
動
や
勧
告
に
積
極
的
に
関
与
し
て
、
政
策
の
実
行
へ
寄
与
す
る
。

　
　
　
・
具
体
的
な
行
動
計
画
コ
九
九
四
－
五
」

　
　
　
・
会
議
計
画
九
四
ー
五

　
　
　
・
九
四
－
五
の
達
成

　
　
　
・
九
五
ー
六
の
重
点
項
目

　
　
　
・
政
策
の
実
行

　
　
　
・
発
展
の
ガ
イ
ド

（
1
0
）
　
勺
一
畠
后
ヒ
零
β
≧
9
』
醤
9
書
、
ミ
Q
跨
討
鳶
§
』
。
8
§
ご
、
ミ
Q
留
o
蔑
の
O
建
§
軸
＝
奏
。
o
も
和
浮
o
℃
窪
二
き
α
写
霧
ω
」
8
①
も
罫
こ
の
本

　
は
｝
九
八
八
年
か
ら
九
三
年
ま
で
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
事
務
局
長
を
務
め
た
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
活
動
経
歴
の
書
で
あ
り
、
カ
ウ

　
ン
シ
ル
の
対
応
し
た
多
く
の
課
題
の
既
述
と
同
時
に
保
守
党
政
府
に
よ
る
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
ヘ
の
介
入
の
実
態
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ニ
　
レ
ス
タ
ー
県
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策

　
レ
ス
タ
ー
県
は
イ
ー
ス
ト
、
・
・
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
五
県
の
中
央
に
位
置
し
、
南
は
ノ
ー
サ
ン
プ
ト
ン
県
、
東
は
リ
ン
カ
ー
ン
県
、
北
は
ノ

ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
県
と
ダ
ー
ビ
i
県
に
、
そ
し
て
西
は
ウ
エ
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
の
ウ
ォ
ー
ウ
イ
ッ
ク
県
と
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
県
に
接
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し
て
お
り
、
ま
さ
に
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
中
央
に
あ
る
。
産
業
と
し
て
は
伝
統
的
に

炭
坑
地
と
農
業
で
あ
る
。

　
県
は
地
域
的
に
図
3
に
見
る
よ
う
に
中
心
部
の
レ
ス
タ
！
市
部
、
そ
の
周
辺
の

レ
ス
タ
ー
県
中
心
部
、
そ
し
て
レ
ス
タ
i
県
農
村
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
七
一
年
の
人
口
は
七
七
二
、
一
〇
〇
人
で
あ
る
が
、
一
九
九
一
年
ま
で
に

お
よ
そ
一
六
六
、
O
O
O
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
九
三
八
、
一
〇
〇
人
と
な
り

そ
れ
に
伴
っ
て
六
四
、
五
〇
〇
件
の
住
居
と
七
六
、
O
O
O
の
職
の
増
加
が
期
待

さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
レ
ス
タ
i
市
と
レ
ス
タ
i
県
中
心
部
で
一
一
六
、
O
O
O
人

を
、
五
〇
、
○
O
O
人
を
レ
ス
タ
ー
県
農
村
部
で
吸
収
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
伴
っ
て
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

九
一
年
段
階
の
必
要
数
が
表
2
の
よ
う
に
試
算
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
う
ち
一
九
八
O
年
段
階
の
実
数
は
表
3
の
よ
う
で
あ
り
、

し
た
と
見
て
よ
い
。

の
郡
レ
ベ
ル
で
も
検
討
す
る
が
、
国
、
地
方
、
県
、

　
県
の
総
合
計
画
と
ス
ポ
ー
ツ
・

特
に
都
市
周
辺
の
産
業
開
発
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
発
、
そ
れ
に
農
地
、

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
重
複
も
あ
り
、

が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　　　、
図3　レスター県の地域構成

穴
　
　
洗

一
　
　
　
　
軌
1
　
9
’
翠
β
購
歎

レ
ク
リ
エ
！
シ
ョ
ン
要
求
も
高
揚
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
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「
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矧
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
J
雌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ω

既
に
一
九
七
二
年
段
階
の
実
態
と
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
と
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
は
期
間
半
ば
に
し
て
ほ
ぼ
達
成

こ
れ
は
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
主
導
に
よ
る
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
施
設
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
。
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
レ
ベ
ル
が
縦
横
に
協
力
し
て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
に
努
力
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
特
徴
は
、
各
郡
市
の
範
囲
を
越
え
た
計
画
の
立
案
と
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
然
保
護
と
の
対
立
が
起
き
や
す
く
、
入
念
な
調
整
が
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
互
の
調
整
は
重
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
上
で
の
政
策

　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
表
4
の
よ
う
に
一
九
五
〇
年
代
以
降
に
急
激
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表2　レスター県のスポーッ施設

1991 1972 1972 潜在的
必要数 既存数 既提案数 不足数

プール付き公共スポーツセンター 17 0 6 11

18ホール，9ホールゴルフコース 30 14 6 10

（公共ないし一般公開） （10） （1） （3） （6）

モータースポーツ 1 0 0 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
表3　1980年段階のレスター県におけるスポーッ施設の実態

公共スポー

ホール

準公共ス

ネール
プール 乗馬場

スカッシ

コート

トラソク・

イールド

ゴルフ
8h

ゴルフ

，12h
ゴルフ

撃

ブラビーDC 1 2 0 6 8 0 2 1 0
チャーンウッドBC 1 11 6 12 31 1 3 2 0
ハーバラDC 0 2 2 12 6 0 3 1 0
ヒンクリー＆ 1 2 2 1 11 0 0 1 0
ボスワースBC

レスター市 0 10 7 3 30 2 2 0 1
メルトンBC 1 3 1 4 4 1 0 1 0
NWレスター県DC 0 2 1 5 10 0 1 0 0
オドビー6＆ 0 ’4 2 2 8 0 2 0 0
ウイグストンBC

ルットランドDC 0 6 4 6 9 0 1 0 0
合　　　計 4 42 25 51 117 4 14 6 1

に
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
ま
ま
進
め
ば
一
九
九
一
年

ま
で
に
は
い
っ
そ
う
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
伝
統
的
な
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
サ
ッ
カ

ー
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
、
ラ
グ
ビ
i
、
ホ
ッ
ケ
ー
の
現
状

と
将
来
の
成
長
予
測
と
施
設
必
要
数
は
以
下
の
よ
う

で
あ
る
。

　
レ
ス
タ
ー
県
中
心
部
に
は
一
九
七
九
年
現
在
｝
一
、

O
O
O
人
の
サ
ッ
カ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
る
が
、
平

均
二
週
間
に
三
回
の
使
用
（
一
チ
ー
ム
平
均
一
九

人
）
と
し
て
、
現
在
こ
の
地
方
に
は
一
九
三
面
の
サ

ッ
カ
ー
場
が
存
在
す
る
と
仮
定
さ
れ
る
。
一
九
九
一

年
ま
で
の
増
加
予
測
か
ら
す
る
と
あ
と
三
六
面
が
必

要
に
な
る
。

　
ク
リ
ケ
ッ
ト
で
は
レ
ス
タ
i
全
体
で
三
一
〇
チ
ー

ム
、
五
、
二
〇
〇
人
が
プ
レ
ー
し
て
い
る
。
ピ
ッ
チ

も
一
二
五
が
あ
る
。
一
九
九
一
年
ま
で
に
プ
レ
ー
ヤ

ー
は
六
、
O
O
O
人
と
予
想
さ
れ
、
ピ
ッ
チ
も
あ
と

二
七
が
必
要
で
あ
る
。
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表4　カントリーサイドレクリエーションの会員数

1950 1965 1976

キャンピングクラブ 13，800 91，500 175，000

キャラバンクラブ 一
87，922 237，108

県自然保護トラスト 800 20，960 112，000

王立野鳥保護協会 6，827
一

244，841

ナショナルトラスト 23，403 157，581 525，000

遊歩協　会 8，778 13，771 30，220

ユースホステル協会 210，142 219，336 277，526

全英乗馬協会 4，000 10，000 22，500

全国釣連盟 一
394，653 462，164

（Source：Countrys旦de　Comm真ssion，DI9θs‘oゾCo期岬5ε4θRθc惚α’fo刀

S触3‘露‘5，1977．）

　
ラ
グ
ビ
ー
で
は
一
二
ニ
チ
ー
ム
、
二
、
三
〇
〇
人
が
四
五
ピ
ッ
チ
で
プ
レ
ー
し
て

い
る
。
一
九
九
一
年
ま
で
に
あ
と
一
五
ピ
ッ
チ
が
必
要
で
あ
る
。

　
ホ
ッ
ケ
ー
で
は
一
、
三
〇
〇
人
、
八
八
チ
ー
ム
が
五
〇
ピ
ッ
チ
で
プ
レ
ー
し
て
い

る
。
一
九
九
一
年
ま
で
に
は
あ
と
七
ピ
ッ
チ
必
要
で
あ
る
。

　
ゴ
ル
フ
で
は
六
、
九
〇
〇
人
が
ク
ラ
ブ
で
プ
レ
ー
し
て
お
り
、
七
〇
〇
人
が
待
機

中
で
あ
る
。
そ
の
他
三
、
O
O
O
人
の
非
ク
ラ
プ
メ
ン
バ
ー
が
三
つ
の
公
立
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
と
私
営
の
コ
ー
ス
で
楽
し
ん
で
い
る
。
そ
し
て
一
九
九
一
年
ま
で
に
九
、
五

〇
〇
人
の
ク
ラ
ブ
員
、
非
ク
ラ
ブ
員
三
、
七
五
〇
人
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
二
つ
の

公
立
コ
ー
ス
と
三
つ
の
私
営
コ
ー
ス
の
設
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
、
一
九
九
一
年
ま
で
に
特
に
都
市
周
辺
部
で
必
要
な
施
設
数
は
表
5
の

よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
要
求
に
対
応
す
る
上
で
、

公
共
財
政
が
対
応
で
き
る
の
は
六
〇
1
七
〇
％
で
あ
り
、
私
企
業
の
参
入
が
必
須
と

32

な
り
、
既
存
の
自
治
体
の
施
設
使
用
料
を
現
在
の
水
準
を
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
に
近
づ
け
る
必
要
が
あ
る
、
と
実
質
的
な
値
上
げ
案
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。
（
注
1
の
P
4
9
）

　
（
こ
の
分
析
の
資
料
は
一
九
七
九
－
八
O
年
辺
り
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
前
後
の
資
料
収
集
と
分
析
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
レ

ス
タ
ー
県
の
項
は
未
完
。
）



表5　1991年までに都市周
　　　　　　　（3）
　辺部で必要な施設数

施設数

21

5
4
2
7
4

スポーツ

サッカー
ラグビー

ホッケー
クリケット

ゴルフ

（
1
）
　
ピ
①
一
ω
Φ
ω
富
お
竃
話
O
o
一
旨
マ
O
o
慮
目
芦
卜
竃
ら
跨
融
鍔
ミ
ミ
曽
遵
o
ミ
蕊
、
言
斧
ミ
蕊
§
醤
曽
ミ
鳴
ミ
Q
ミ
’

＞
℃
ロ
『
o
＜
a
ζ
ゆ
鴫
一
〇
お
。

（
2
）
寄
臓
9
巴
O
o
5
。
一
＝
o
『
ω
8
旨
き
α
寄
。
お
呂
9
（
国
9
ω
け
≦
巳
”
＆
ω
）
馬
湧
貼
ミ
帖
ミ
§
勢
葬
－

唆
ご
醤
ミ
の
壁
ミ
轟
冠
ー
ミ
o
》
獅
ミ
＆
ミ
腎
ミ
魯
誉
9
ミ
融
ω
む
、
ミ
蜜
Q
ミ
む
鉾
一
〇
〇
〇
〇
。

（
3
）
ピ
o
一
8
ω
一
〇
｝
冨
O
o
巨
蔓
勺
一
き
三
凝
∪
8
・
『
冒
雪
一
ト
戴
8
ω
§
ω
ミ
憶
ミ
ミ
亀
ミ
憶
ミ
富
§
鶏
筆

肋
ミ
避
ミ
言
醤
蔵
嵩
偽
翁
』
頓
註
魯
h
翼
憶
鳴
庫
勘
Q
黛
婿
ミ
帖
§
、
∪
冨
津
即
Φ
℃
o
『
ρ
一
〇
お
。

三
　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政

イギリスの地方自治体のスポーッ行政

　
バ
ラ
（
切
9
8
讐
）
と
は
「
国
会
議
員
選
挙
区
と
し
て
の
都
市
」
で
あ
る
が
、

訳
し
た
。

こ
こ
で
は
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
け
て
「
郡
」
と

　
ー
　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
歴
史

　
①
ラ
フ
バ
ラ
郡
（
ゆ
自
2
讐
9
ぎ
轟
菩
o
δ
信
の
げ
山
竃
“
“
）

　
ラ
フ
バ
ラ
は
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
の
一
つ
レ
ス
タ
ー
県
の
北
に
位
置
し
、
歴
史
は
中
世
に
ま
で
遡
る
。
こ
の
レ
ス
タ
ー
県
は

狐
狩
り
（
ぎ
×
瞑
…
試
凝
）
の
本
場
で
あ
り
、
こ
の
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
紋
章
も
狐
で
あ
る
。
近
年
ま
で
、
狐
狩
り
は
上
流
階
級
の

文
化
と
し
て
享
受
さ
れ
て
き
た
。
人
口
二
〇
〇
〇
人
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
町
村
が
点
在
す
る
中
で
、
中
心
は
五
万
人
の
大
学
町
ラ
フ
バ
ラ
市

で
あ
る
。
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今
世
紀
に
入
る
と
ロ
ー
カ
ル
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
少
し
出
来
始
め
て
い
た
。
戦
後
も
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
実
状
は
一
部
の
中
産
階
級
を

中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
が
形
成
さ
れ
て
い
た
が
、
郡
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」
理
念
に
基
づ
く
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ジ
ャ
ー
へ
の
行
政
的
な
取
組
が
な
さ
れ
た
の
は
一
九
七
四
年
の
目
治
体
再
編
、
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
立
以
降
で
あ
り
、
本
格
的
な
確

立
は
一
九
八
O
年
以
降
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
国
レ
ベ
ル
で
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
が
諮
問
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
一
九
六
〇
年
代
中
頃
か
ら
の
郡
議
会
（
議
事
録
ζ
ぎ
三
窃
）
や

行
政
に
お
け
る
施
策
を
見
る
と
当
時
の
様
子
が
垣
間
見
え
る
。

　
・
既
存
の
プ
ー
ル
が
老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、
立
て
替
え
出
来
な
い
か
と
の
話
が
、
そ
の
後
も
何
度
か
出
て
い
る
。
（
一
九
六
五
年
六

　
　
月
一
日
、
結
果
的
に
は
一
九
七
四
年
に
温
水
化
し
て
完
成
し
た
。
）
ま
た
、
当
時
は
郡
有
地
に
関
わ
る
苦
情
処
理
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
・
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
付
置
喫
茶
室
の
移
動
、
競
技
場
の
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、
ホ
ッ
ケ
ー
へ
の
割
り
当
て
、
シ
ー
ズ
ン
の
転
換
期
の
種

　
　
目
（
例
え
ば
ク
リ
ケ
ッ
ト
と
サ
ッ
カ
ー
）
に
対
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
割
り
当
て
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
等
が
討
議
さ
れ
た
。
当
時
の
レ
ク

　
　
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
ダ
ー
ビ
ー
ロ
ー
ド
、
メ
ド
ウ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
、
ハ
ザ
ー
ン
の
三
つ
で
あ
る
。
（
一
九
六
五
年
七
月
二

　
　
日
）

　
・
「
ラ
フ
バ
ラ
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
」
よ
り
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
ラ
イ
ン
を
引
く
よ
う
に
要
請
あ
り
、
シ
ー
ズ
ン

　
　
制
に
よ
り
ホ
ッ
ケ
ー
と
陸
上
競
技
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
引
継
の
円
滑
化
が
議
論
さ
れ
た
。
（
一
九
六
六
年
二
月
一
四
日
）

　
・
ハ
ザ
ー
ン
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
サ
ッ
カ
i
協
会
か
ら
更
衣
室
、
バ
ー
建
設
に
伴
う
補
助
要
請
が
来
て
い
る
が
、
郡

　
　
と
し
て
既
存
の
ホ
ッ
ケ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
共
用
を
要
望
し
た
。
（
一
九
六
九
年
八
月
六
日
）

　
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
い
し
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て
き
た
が
、
六
九

年
八
月
六
日
の
資
産
管
理
委
員
会
で
は
「
プ
ー
ル
」
と
「
駐
車
場
」
が
優
先
さ
れ
る
旨
の
発
言
が
初
め
て
公
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
二
月
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一
五
日
の
経
営
委
員
会
で
は
コ
般
地
方
税
法
一
九
六
七
（
O
撃
巽
巴
寄
言
＞
9
お
雪
）
」
第
四
〇
条
に
よ
り
非
営
利
ク
ラ
ブ
ヘ
の
減

免
措
置
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
）
が
明
記
さ
れ
た
。
そ
し
て
資
産
管
理
委
員
会
で
は
「
当
分
、
郡
に
は
ピ
ッ

チ
は
必
要
な
し
、
も
し
近
い
将
来
必
要
に
な
れ
ば
、
（
若
干
余
地
の
あ
る
）
ダ
ー
ビ
ー
ロ
ー
ド
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
対
応
す
る
」
、

そ
し
て
「
近
年
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
ヘ
の
要
望
が
高
い
」
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
（
七
〇
年
一
月
七
日
）
。

　
こ
う
す
る
中
で
、
郡
労
働
党
よ
り
以
下
の
要
求
が
出
さ
れ
た
。
（
七
〇
年
四
月
八
日
）

　
・
何
ヵ
所
（
具
体
的
場
所
の
指
定
）
か
に
児
童
公
園
を
建
設
す
る
。

　
・
既
存
の
児
童
公
園
を
よ
り
充
実
し
て
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
。

　
・
市
内
の
小
川
と
運
河
に
沿
っ
て
線
状
の
公
園
を
建
設
す
る
た
め
に
郡
が
土
地
を
確
保
す
る
。

　
・
郊
外
の
森
と
市
内
と
の
交
通
機
関
を
設
置
す
る
。

　
・
ダ
ー
ビ
ー
ロ
ー
ド
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
造
園
化
を
す
る
。

　
・
市
営
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
建
設
す
る
。

　
・
月
－
金
曜
日
開
催
の
第
二
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
設
置
す
る
。

　
・
ダ
ー
ビ
ー
ロ
ー
ド
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
近
辺
に
人
工
池
を
つ
く
る
。

　
・
郡
と
県
の
各
議
会
は
新
た
な
イ
ン
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建
設
に
い
っ
そ
う
密
接
に
関
わ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
・
そ
の
場
合
、
ス
カ
ッ
ジ
ュ
コ
ー
ト
、
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
・
新
プ
ー
ル
建
設
前
に
既
存
プ
ー
ル
の
改
善
を
追
求
す
る
。

　
こ
れ
ら
は
労
働
党
と
し
て
地
域
住
民
の
要
望
を
聞
い
て
、
議
会
に
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
的
な
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
i
要
求

の
高
揚
の
一
つ
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
提
案
は
事
務
局
が
引
き
取
り
、
調
査
を
し
て
回
答
す
る
事
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
半
年
後
の
同
年
一
〇
月
一
五
日
に
以
下

の
よ
う
に
報
告
さ
れ
た
。

　
・
フ
リ
ー
ホ
ー
ル
ド
通
り
脇
に
小
さ
な
公
園
の
可
能
性
あ
り
。

　
・
ト
ッ
ト
ヒ
ル
ロ
ー
ド
脇
に
小
さ
な
公
園
を
作
る
。

　
・
ダ
ー
ビ
ー
ロ
ー
ド
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
防
風
林
を
植
え
る
。

　
・
モ
ー
ト
ロ
ー
ド
に
一
ニ
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
買
収
す
る
。

　
・
オ
ー
ル
ソ
ッ
プ
通
り
に
一
八
工
ー
カ
ー
の
土
地
を
活
用
す
る
。

　
・
ダ
ー
ビ
ー
口
i
ド
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
を
拡
張
す
る
。

　
・
ダ
ー
ビ
ー
ロ
ー
ド
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
脇
に
人
工
池
を
作
る
。

　
・
そ
の
他
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
。

　
こ
れ
で
見
る
と
、
郡
労
働
党
の
要
求
し
た
項
目
の
か
な
り
の
部
分
が
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
、
議
会
で
は
土
地
の
取
得
（
六
月
三

日
）
や
未
利
用
地
の
活
用
（
六
月
八
日
）
に
つ
い
て
住
民
か
ら
の
要
望
に
基
づ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
住
民
の
要
求
が
次

第
に
高
揚
し
て
く
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
議
会
・
行
政
に
反
映
さ
れ
、
あ
る
程
度
具
体
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
議
会
・
行
政
と

し
て
も
そ
れ
ら
の
要
求
を
積
極
的
に
吸
収
し
始
め
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　
そ
し
て
こ
の
間
も
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら
は
施
設
の
改
善
、
行
事
開
催
等
へ
の
補
助
金
要
請
が
行
わ
れ
て
い
る
。
六
九
年
八
月
六
日

に
郡
議
会
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
プ
ー
ル
と
駐
車
場
が
優
先
さ
れ
る
と
述
べ
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
側
は
単
に
体
育
館
か
プ
ー

ル
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
併
設
と
同
時
に
、
ス
カ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ト
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
、
サ
ウ
ナ
、
保
育
室
、
さ
ら
に
バ
ー
や
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
、
家
族
が
一
体
と
な
っ
て
楽
し
め
る
総
合
施
設
を
勧
告
し
た
。
も
ち
ろ
ん
学
校
と
の
共
同
活
用
を
進
め
、
教
育
委
員
会
に
も

36



イギリスの地方自治体のスポーツ行政

一
定
の
費
用
負
担
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
結
局
、
予
算
の
関
係
で
建
設
は
二
段
階
で
行
う
事
を
決
定
し
た
。
第
一
段
階
は
二
五
m
プ
ー
ル
、
四
ス
カ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ト
、
サ
ウ
ナ
、

バ
i
・
レ
ス
ト
ラ
ン
、
保
育
室
。
第
一
一
段
階
は
体
育
館
（
最
低
一
二
〇
〇
〇
ス
ク
エ
ア
）
建
設
で
あ
る
。

　
七
二
年
二
月
一
四
日
の
経
営
委
員
会
で
は
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
の
第
一
段
階
の
具
体
案
が
建
設
会
社
か
ら
提
案
さ
れ
た
。
こ
こ
に

は
プ
ー
ル
、
ス
カ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ト
（
四
面
）
、
サ
ウ
ナ
、
託
児
所
が
設
置
さ
れ
る
が
、
プ
ー
ル
で
は
三
案
が
出
さ
れ
た
。
A
案
は
二
五
×

一
二
・
五
m
プ
ー
ル
を
一
つ
、
B
案
は
そ
れ
に
一
二
・
五
×
七
・
五
m
の
浅
い
サ
ブ
プ
ー
ル
を
付
置
し
た
も
の
、
そ
し
て
C
案
は
同
じ
く

二
〇
×
七
・
五
m
の
サ
ブ
プ
ー
ル
を
付
置
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
議
会
で
は
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
議
論
を
行

っ
て
き
た
が
、
ラ
フ
バ
ラ
水
泳
ク
ラ
ブ
か
ら
利
用
者
側
の
具
体
的
要
求
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
要
望
が
提
起
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

　
・
二
五
x
一
二
・
五
で
は
小
さ
す
ぎ
る
。

　
・
観
覧
席
は
不
要
で
あ
る
。

　
・
特
別
に
生
徒
の
更
衣
室
は
不
要
（
学
校
と
の
共
用
で
あ
っ
て
も
）
で
あ
る
。

　
・
さ
ら
に
、
障
害
者
が
利
用
す
る
上
で
の
ト
イ
レ
や
更
衣
室
、
車
椅
子
で
プ
ー
ル
サ
イ
ド
ま
で
接
近
す
る
可
能
性
を
設
け
る
、
な
ど
で

　
　
あ
る
。

　
七
二
年
一
〇
月
三
〇
日
に
議
会
で
の
正
式
決
定
と
な
り
、
七
三
年
四
月
に
は
こ
れ
ら
の
要
望
も
包
み
込
み
な
が
ら
業
者
か
ら
の
入
札
が

始
ま
り
、
五
月
か
ら
工
事
に
入
っ
た
。

　
国
レ
ベ
ル
で
見
て
も
、
七
四
／
七
五
年
は
施
設
建
設
の
大
き
く
進
展
し
た
時
期
で
あ
り
、
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
。

　
②
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
（
切
9
2
讐
9
0
冨
ヨ
毛
0
9
）

　
一
九
七
二
年
地
方
自
治
体
再
編
法
（
8
8
一
〇
〇
く
。
ヨ
ヨ
の
旨
＞
。
二
〇
認
）
に
よ
っ
て
、
レ
ス
タ
ー
県
は
こ
れ
ま
で
の
一
八
地
域
を
七
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地
域
に
統
合
し
た
。

　
ラ
フ
バ
ラ
郡
（
ω
o
δ
轟
讐
目
治
都
市
）
は
シ
ェ
プ
シ
ェ
ッ
ド
都
市
区
（
¢
『
σ
雪
9
ω
鼠
。
貧
準
自
治
都
市
）
と
バ
ー
ロ
ー
農
村
区

（
勾
ξ
巴
冒
ω
鼠
9
）
を
統
合
し
て
七
四
年
四
月
一
日
よ
り
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
（
ω
o
δ
轟
『
9
0
富
ヨ
毛
0
9
）
を
形
成
し
た
。
広
さ

二
七
、
九
二
五
工
ー
カ
ー
で
、
人
口
は
一
九
七
五
年
度
が
一
二
八
、
七
〇
〇
人
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
以
下
の
よ
う
に
増
加
し
て
き
た
。

　
　
一
九
八
二
年
ー
一
三
九
、
九
〇
〇
人

　
　
一
九
八
五
年
－
一
四
一
、
五
〇
〇
人

　
　
一
九
九
一
年
－
一
四
七
、
九
一
三
人

　
　
一
九
九
五
年
－
一
五
三
、
二
〇
〇
人

　
人
口
増
加
に
対
応
す
る
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
i
政
策
は
「
公
園
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
（
評
詩
の
き
α
力
9
－

お
豊
8
U
8
貰
喜
Φ
日
）
」
が
一
本
化
し
て
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
こ
の
部
門
の
一
定
の
確
立
を
み
た
。
こ
れ
は
自
治
体
統
合
に

よ
る
結
果
で
も
あ
る
。

　
既
に
建
設
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
プ
ー
ル
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
既
述
の
よ
う
に
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ

ン
シ
ル
（
E
M
S
C
）
の
助
言
を
得
な
が
ら
進
め
て
き
た
。
七
五
年
三
月
一
三
日
完
了
予
定
だ
っ
た
が
、
鉄
鋼
ス
ト
に
よ
り
資
材
が
調
達

で
き
ず
、
六
月
七
日
ま
で
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
ζ
ぎ
旨
8
鐸
一
為
）
。
結
局
、
開
館
式
は
九
月
六
日
に
行
わ
れ
た
。

　
一
九
七
五
年
九
月
二
九
日
の
委
員
会
で
は
、
環
境
省
に
よ
る
白
書
『
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
（
毎
蚕
。
。
る
。
）
の
概
略
が

紹
介
さ
れ
た
。
「
政
府
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
地
域
に
お
け
る
毎
日
の
生
活
の
必
要
物
で
あ
り
、
そ
れ
を
提
供
す
る
こ
と
は
社
会
事
業

の
一
般
的
な
構
成
要
素
で
あ
る
と
認
識
す
る
。
」
等
が
、
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
で
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
白
書
は
、
労
働
党
ス
ポ
ー
ツ
大

臣
デ
ニ
ス
・
ハ
ウ
エ
ル
を
中
心
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
分
野
で
は
初
の
政
府
白
書
で
あ
る
。
（
「
補
論
　
デ
ニ
ス
・
ハ
ウ
エ
ル
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研
究
」
参
照
）

　
七
〇
年
代
は
福
祉
国
家
政
策
の
一
環
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
が
伸
展
し
た
時
期
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
推
進
主
体
の
中
心
は
地
方

自
治
体
で
あ
る
。
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
ラ
フ
バ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
を
再
編
す
る

事
に
な
り
、
七
九
年
に
「
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
（
O
訂
ヨ
毛
o
a
O
2
9
一
＝
9
ω
唱
o
降

き
O
カ
Φ
R
雷
試
9
）
」
と
し
て
新
た
に
発
足
し
た
。
そ
し
て
行
政
機
構
は
「
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
レ
ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ
ス
部
（
ゆ
自
2
磯
ゴ
い
卑

の
目
Φ
ω
R
≦
8
0
Φ
8
旨
日
〇
三
）
」
で
分
担
し
、
議
会
と
し
て
は
「
資
産
管
理
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
」
が
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

と
市
ホ
ー
ル
、
公
園
管
理
と
を
管
轄
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
i
推
進
の
体
制
は

確
立
し
た
。

　
一
九
八
二
年
に
は
ラ
フ
バ
ラ
大
学
の
全
天
候
型
陸
上
競
技
場
の
建
設
に
伴
い
、
郡
議
会
か
ら
も
五
〇
、
O
O
O
ポ
ン
ド
の
寄
付
を
し
て
、

チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
最
も
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
学
部
を
有
す

る
ラ
フ
バ
ラ
大
学
と
の
共
同
活
用
は
市
民
に
と
っ
て
も
大
い
な
る
利
点
と
な
っ
た
。
当
時
、
こ
の
大
学
に
は
八
○
年
の
モ
ス
ク
ワ
と
八
四

年
の
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
両
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
中
距
離
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
世
界
記
録
を
続
出
し
た
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ー
が
い
た
。

こ
う
し
た
背
景
も
大
き
く
影
響
し
た
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
第
二
段
階
の
建
設
と
し
て
、
体
育
館
と
体
操
場
が
八
O
年
九
月
二
〇
日
に
、
こ
れ
ま
で
の
プ
ー
ル
に
接

続
し
て
建
設
さ
れ
、
総
合
的
な
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
。

　
こ
れ
以
降
、
行
政
と
し
て
も
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
（
E
M
C
S
R
）
の
政
策
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
背
景
に
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ッ
教
室
を
開
催
し
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
充
足
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
掘
り
起
こ
し
を

進
め
た
。
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こ
こ
で
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
概
略
を
見
て
お
き
た
い
。
既
述
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
か
ら
の
援
助
、
示
唆
も
多
く
あ
り
、

企
画
は
一
般
的
な
総
合
ス
ポ
ー
ッ
施
設
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
家
族
全
員
の
レ
ジ
ャ
ー
」
で
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的
な

施
設
が
地
域
の
中
心
に
あ
り
、
家
族
が
挙
っ
て
参
加
で
き
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。
図
4
を
見
な
が
ら
説
明
し
た
い
。

（
以
下
の
番
号
と
図
の
番
号
は
対
応
す
る
。
）

　
ー
　
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル
一
三
六
・
四
X
三
二
m
の
フ
ロ
ア
ー
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ネ
ッ
ト
ポ
ー
ル
、
五
人
サ
ッ
カ
i
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　
ボ
ー
ル
、
ホ
ッ
ケ
i
、
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
、
卓
球
等
が
可
能
。
開
館
は
朝
九
ー
夜
一
一
時
。

2
　
ス
カ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ト
一
七
面
。
開
館
は
朝
九
－
夜
一
〇
時
半
。

3
　
マ
ル
チ
・
ジ
ム
”
一
五
セ
ッ
ト
の
器
具
が
あ
り
、
ク
ラ
ブ
で
も
個
人
で
も
可
能
。
朝
九
－
夜
一
一
時
オ
ー
プ
ン
。

4
　
　
ロ
ビ
ー

5
　
植
木

6
　
プ
ー
ル
”
メ
ー
ン
プ
ー
ル
ニ
五
×
二
一
・
五
m
、
深
さ
○
・
九
－
一
・
九
m
。

　
サ
ブ
プ
ー
ル
”
二
〇
×
一
〇
m
、
子
ど
も
や
未
経
験
者
用
。
開
館
は
午
後
一
二
－
八
時
。
午
前
中
は
学
校
使
用
。

7
　
サ
ウ
ナ
・
サ
ン
ル
ー
ム
一
午
後
一
二
－
九
時
。

8
　
保
育
室
と
会
議
室
”
玩
具
が
揃
い
、
専
門
の
保
育
者
が
い
る
。
午
前
九
時
半
－
一
二
時
半
、
午
後
二
ー
五
時
。

9
　
更
衣
室

10

救
急
室
と
洗
濯
室

n
　
バ
ー
と
ラ
ウ
ン
ジ
一
プ
ー
ル
を
見
渡
せ
る
魅
力
的
な
広
場
。
結
婚
披
露
宴
や
貸
し
切
り
使
用
も
可
能
。
　
自
動
販
売
機
設
置
。
開

館
は
午
後
一
二
－
二
時
、
七
－
一
一
時
。
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16　　15　　14　　13　　12

観
覧
席

事
務
室

ト
イ
レ

入
り
口
と
切
符
売
り
場

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
横
に
は
四
〇
m
四
方
の
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
セ
ン
タ
ー
（
一
九
九
〇
年
三
月
か
ら
）
が
あ
り
、

は
二
〇
〇
台
規
模
の
駐
車
場
と
バ
ス
停
車
場
（
水
泳
の
授
業
の
た
め
に
近
辺
の
学
校
か
ら
の
送
迎
用
）
が
あ
る
。

そ
の
両
者
の
回
り
に

　
2
　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
①
『
草
案
一
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
戦
略
』
（
一
九

八
三
）

　
郡
と
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
体
制
も
確
立
し
、
住
民
の

高
ま
る
要
求
に
応
え
る
た
め
に
も
、
郡
独
自
の
ス
ポ
ー
ツ
政

策
の
作
成
は
不
可
避
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
も
国
レ
ベ

ル
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
で
は
『
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
一
〇
年
計
画
』
（
一
九
八
二
）
が
作
成
さ
れ
、
イ
ー
ス
ト

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
で
も
そ
れ
を
受
け
て
『
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ズ
地
方
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ッ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

図4　ラフバラレジャーセンターの平面図

1
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5

41141911313
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2
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の
提
供
－
八
O
年
代
の
行
動
計
画
』
（
一
九
八
三
）
を
出
し
た
が
、
郡
内
の
詳
細
は
郡
独
自
の
政
策
の
策
定
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
う
し

て
、
八
三
年
一
〇
月
に
は
郡
議
会
が
『
草
案
一
レ
ク
リ
エ
！
シ
ョ
ン
政
策
の
戦
略
』
を
作
成
し
た
。
概
略
を
見
て
お
こ
う
。

　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
戦
略
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
全
国
と
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
が
概
観
さ
れ
る
。
こ

う
し
て
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
の
政
策
も
全
国
や
地
方
と
の
連
携
の
下
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
政
策
は
一
九
九
〇
年
代
初
頭
へ
向
け
て
広
範
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
身
体
活
動
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。

　
a
　
全
国
的
動
向
で
は
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
『
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
一
〇
年
計
画
』
が
下
敷
き
に
さ
れ
て
、
今
後
の
一
〇
年

の
社
会
動
向
と
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
見
積
も
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
少
子
化
、
高
齢
化
の
一
方
、
レ
ジ
ャ
ー
時
間
の
増
大
、
失
業
の
増
大
は

ス
ポ
ー
ツ
．
レ
ジ
ャ
ー
要
求
を
高
め
、
家
計
に
占
め
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
へ
の
支
出
は
増
大
す
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ジ
ャ
ー
市
場
も
拡
大
す
る
と
展
望
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
掛
け
て
国
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
は
倍
増
し
た
。
し
か
し
八
O
年
代
に
入
っ
て
も
「
低
所
得

層
」
の
参
加
率
は
低
く
、
主
に
「
幼
児
の
親
」
「
未
熟
練
労
働
者
」
「
四
五
歳
以
上
」
「
障
害
者
」
「
民
族
的
少
数
者
」
「
失
業
者
」
等
で
あ

る
。
こ
れ
に
学
校
卒
業
直
後
の
若
者
も
含
め
て
、
ス
ポ
ー
ツ
参
加
政
策
が
重
点
的
に
検
討
さ
れ
た
。
特
に
一
九
八
一
年
の
都
市
暴
動
が
若

者
の
欝
憤
、
失
業
の
欝
憤
を
背
景
と
し
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
期
間
、
多
く
の
自
治
体
で
は
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ッ
」
計
画
を
立
て
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
、
地
域
の
環
境
改
善
へ
の
取
組
が
大
々
的
に
な
さ
れ
始
め
た
と
き
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン

シ
ル
で
は
そ
れ
と
並
行
し
て
、
経
常
的
な
施
策
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
さ
ら
な
る
改
善
、
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
大
衆
的
参
加
の
拡
大
、
そ

し
て
そ
の
一
方
で
高
度
化
の
推
進
も
視
野
に
入
れ
た
。

　
b
　
イ
ー
ス
ト
、
、
、
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
で
は
上
記
の
全
国
的
課
題
の
重
要
さ
を
関
連
機
関
に
訴
え
な
が
ら
、
そ
の
具
体
化
と
し
て
地
方
の
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施
設
の
充
実
、
施
策
の
実
行
、
自
治
体
へ
の
指
導
助
言
を
行
っ
た
。
こ
う
し
て
各
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
し
て
具
体
化
す
る
上
で
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
。

　
c
　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
は
「
都
市
」
（
区
域
1
）
「
準
都
市
」
（
区
域
2
、
3
、
4
）
そ
し
て
「
農
村
」
（
区
域
5
、
6
）
に
区
分
さ
れ

て
い
る
（
表
5
参
照
）
。

　
ス
ポ
ー
ツ
政
策
は
、
既
存
施
設
（
屋
内
、
屋
外
）
、
田
園
地
域
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
水
辺
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
分
類
さ
れ
て
、
そ

の
現
状
分
析
、
今
後
の
予
想
参
加
率
、
そ
し
て
具
体
的
提
案
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
基
本
政
策
を
地

域
で
具
体
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
明
確
で
あ
る
。
こ
こ
に
プ
ー
ル
と
伝
統
的
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
二
例
を
挙
げ
て
、
そ
の
政
策
を
分

析
す
る
。

　
［
プ
ー
ル
］

　
水
泳
は
最
も
人
気
の
あ
る
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
に
は
表
8
－
5
の
よ
う
に
既
存
の
プ
ー
ル
は
屋
内
が
一
六
、

屋
外
が
二
あ
る
。
そ
の
う
ち
学
校
が
屋
内
τ
一
、
屋
外
一
を
所
有
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
目
標
に
沿
う
よ
う
に

郡
議
会
と
し
て
も
郡
の
プ
ー
ル
や
学
校
プ
ー
ル
の
改
築
、
新
築
を
行
っ
て
き
た
。

　
表
に
見
る
よ
う
に
、
各
区
域
の
必
要
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
・
区
域
1
は
当
分
の
間
、
プ
ー
ル
の
新
設
は
必
要
な
い
。

　
・
区
域
2
は
学
校
の
プ
ー
ル
を
有
効
に
活
用
す
れ
ば
地
域
的
な
要
求
に
も
対
応
で
き
る
。

　
・
区
域
3
は
近
く
プ
ー
ル
が
一
つ
建
設
予
定
で
あ
り
、
レ
ス
タ
ー
に
も
近
い
の
で
そ
ち
ら
を
活
用
す
る
。

　
・
区
域
4
は
既
存
の
学
校
プ
ー
ル
の
活
用
と
、
ウ
リ
ー
ク
バ
レ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
地
域
と
共
用
の
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
。

　
・
区
域
5
は
小
学
校
に
一
つ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
企
画
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
。
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表5　チャーンウッド郡内のプール

郡プール 教育委員会 私　営 全　体 必要数

屋内屋外 屋内屋外 屋内屋外 屋内屋外 屋内

区域1（人口58，797） 2 5 1 8 0
区域2（　鉱855） 2 2 0
区域3（　20，193） 3 3 1

（　　718）

区域4（　24，640） 2 1 3 1
区域5（　　2，734） 1
区域6（　　3，561） 1 1 2 2
合　　　　　計 2 12　　1 2　　1 16　　2 5

　
・
区
域
6
は
小
学
校
と
私
営
の
屋
外
プ
ー
ル
が
一
つ
ず
つ
で
あ
る
。
こ
れ
を
屋
内
化
し
、

　
　
地
域
と
の
共
用
に
す
る
。

　
［
伝
統
的
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
］

　
こ
れ
は
サ
ッ
カ
ー
場
、
ラ
グ
ビ
ー
場
、
ホ
ッ
ケ
ー
場
、
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
、
ク
リ
ケ
ッ
ト

場
を
示
し
て
い
る
。
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
の
既
存
の
実
態
は
表
6
の
よ
う
で
あ
る
。
区
域
1
の

サ
ッ
カ
ー
は
目
治
体
（
L
A
）
一
六
、
教
育
委
員
会
（
E
A
）
三
〇
、
私
的
所
有
（
P
）
四

で
合
計
五
〇
で
あ
る
。
同
じ
く
ラ
グ
ビ
ー
は
合
計
一
九
、
ホ
ッ
ケ
ー
は
二
四
、
ネ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ニ
○
、
そ
し
て
ク
リ
ケ
ッ
ト
一
八
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
八
三
年
の
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
六
区
域
を
合
計
す
る
と
一
四
万
人

の
人
口
に
、
サ
ッ
カ
ー
場
一
一
一
西
面
、
ラ
グ
ビ
ー
場
三
七
面
、
ホ
ッ
ケ
ー
場
三
七
面
、
ネ
ッ

ト
ボ
ー
ル
場
四
四
面
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
場
四
六
面
で
あ
る
。
『
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
提

　
　
　
　
（
3
）

供
H
要
求
評
価
』
（
一
九
八
○
年
八
月
、
県
議
会
・
地
方
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
技
術
委
員

会
）
の
基
準
に
よ
っ
て
、
各
区
域
の
人
口
を
五
歳
単
位
に
区
分
し
、
そ
れ
を
各
ス
ポ
ー
ツ
種

目
の
現
実
的
な
参
加
率
で
検
討
し
た
結
果
、
以
下
の
表
7
の
よ
う
な
必
要
数
が
算
出
さ
れ
る
。

　
各
区
域
の
理
論
的
必
要
数
と
既
存
の
提
供
数
そ
し
て
そ
の
差
を
示
し
て
あ
る
。
差
の
マ
イ

ナ
ス
表
示
は
不
足
数
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
区
域
1
で
は
サ
ッ
カ
ー
場
七
面
、

ク
リ
ケ
ッ
ト
場
六
面
が
必
要
で
あ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
場
二
面
と
ホ
ッ
ケ
ー
場
八
面
が
多
め
に
提

供
さ
れ
て
い
る
。
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
全
体
で
見
る
と
、
サ
ッ
カ
ー
場
二
一
面
、
ク
リ
ケ
ッ
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表6伝統的プレイングフィールドの実態

サッカー ラグビー ホッケー ネットボール クリケット

LA－EA－P LA－EA－P LA－EA－P LA－EA－P LA－EA－P

区域1 16－30－4 3－11－5 9－11－4 一13－7 4－5－9

合計 50 19 24 20 18

区域2 10－12－4 一6一 一3一 一10一 2－2－5

合計 26 6 3 10 9

区域3 4－9－2 一4一 一7一 一7一 1－2－4

合計 15 4 7 7 7
区域4 13－16－3 1－5－1 1－2一 一5一 1－4－2

合計 32 7 3 5 7

区域5 1－1－4
一一

一　　　　　　　一 一1一 1一一1

合計 6 1 0 1 2
区域6 1－1－4

一一
｝　　　　　　　一 一1一 1一一1

合計 6 1 0 1 2
総合計 48－69－17 4－26－7 10－23－4 一37－7 11－3－22

合計 134 37 37 44 46

尚，LA＝自治体Local　Authonty（Borough　CouncH　or　Pansh　Councd）

　　EA＝教育委員会Educahon　Authonty（Department　of　Education　and　Sclence　or　Le旦cestersh旦re

　　　　　　Co皿tyCounCl1）

　　P＝私的所有Pnvate

ト
場
七
面
が
必
要
で
あ
り
、
ラ
グ
ビ
ー
は
一
面
、
ホ
ッ
ケ
ー

は
四
面
が
多
め
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
で
さ
ら
に
各
区
域
内
の
各
地
域

ご
と
の
各
種
目
の
必
要
数
が
算
出
さ
れ
、
計
画
化
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
イ
ン
ド
ア
施
設
、
屋
外
施
設
、
そ
し
て
水
辺
施

設
の
全
体
に
わ
た
っ
て
詳
細
で
あ
る
。

　
因
み
に
、
各
地
の
実
質
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、

ラ
フ
バ
ラ
市
内
に
あ
る
ダ
ー
ビ
ー
ロ
ー
ド
プ
レ
イ
ン
グ
フ
イ

ー
ル
ド
の
内
実
は
、
九
八
年
段
階
で
サ
ッ
カ
ー
ピ
ッ
チ
五
面
、

ホ
ッ
ケ
ー
ピ
ッ
チ
四
面
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
ピ
ッ
チ
三
面
、
ラ
グ

ビ
ー
ピ
ッ
チ
三
面
で
あ
る
。
ま
た
同
ナ
ン
パ
ン
タ
ン
ス
ポ
ー

ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
サ
ッ
カ
ー
ピ
ッ
チ
五
面
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
ピ

ッ
チ
三
面
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
八
面
、

ラ
ウ
ン
ダ
ー
ズ
ニ
面
、
全
天
候
プ
レ
イ
場
等
が
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
ら
は
、
シ
ー
ズ
ン
制
が
あ
る
た
め
に
、
若
干
重
複

す
る
ピ
ッ
チ
も
あ
る
が
、
各
シ
ー
ズ
ン
に
は
上
記
の
よ
う
な

施
設
数
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。

　
d
　
こ
の
『
戦
略
』
で
は
施
設
建
設
ば
か
り
で
な
く
、
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表7伝統的プレイングフィールドの提供数と必要数

サッカー ラグビー ホッケー クリケット

必要数　提供数 必要数　提供数 必要数　提供数 必要数　提供数

区域1 35－3828（＊1） 6－7　8（＊2） 7　15（＊3） 17－23　　11

差 一7 2 8 一6

区域2 18　　　16 （2）　3（＊3） 4　　2（＊3） 8　　　　9

差 一2 1 一2 1
区域3 17　　　10 3　　　　2 4　　　　4 7　　　　7

差 一7 一1 Equa1 Equa1

区域4 21　　　19 4　　　　3 5　　　　4 10　7（＊4）

差 一2 一1 一1 一3

区域5 3　　　3 0　　　　0 0　　　　0 2　　　　3

差 Equa1 Equal Equal 1
区域6 4　　　　1 0　　　　0 1　　　0 2　　　　2

差 一3 Equal 一1 Equa1

合計 98－101　　77 13－15　　16 21　　　25 46－51　　39

差 一21 1 4 一7

尚，必要数は理論上の必要施設数

　　提供数は既存の提供数

　　＊1大学と短大の9ピソチと10のジュニアサソカーピソチは除く

　　＊2大学の5ピッチとグラマースクールの3ピッチは除く
　　＊3　全学校のピソチ

　　＊4学校の2ピッチを含む

人
々
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
へ
の
施
策
と
財
源
も
検
討
さ
れ

　
（
4
）

て
い
る
。

　
②
　
一
九
九
五
年
段
階
の
郡
議
会
と
行
政
の
構
造

　
ラ
フ
バ
ラ
郡
の
六
〇
年
代
の
議
会
と
行
政
（
イ
ギ
リ

ス
の
地
方
行
政
で
は
議
会
の
委
員
会
構
成
に
対
応
し
て

行
政
機
構
が
設
け
ら
れ
て
い
る
）
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
担
当
は
資
産
管
理
委
員
会

（
国
ω
富
8
0
0
ヨ
ヨ
葺
8
一
施
設
使
用
許
認
可
、
使
用
料

等
を
管
理
）
と
公
園
・
墓
地
・
市
民
菜
園
委
員
会

（
℃
四
蒔
ω
曽
O
①
ヨ
卑
q
m
づ
α
≧
一
〇
け
ヨ
Φ
日
O
o
ヨ
ヨ
幽
窪
Φ
①
）

が
担
当
し
た
。
し
か
し
一
九
六
八
年
四
月
か
ら
は
資
産

管
理
委
員
会
と
経
営
委
員
会
（
ζ
き
品
。
ヨ
Φ
三
〇
〇
ヨ
ー

ヨ
葺
8
）
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
七

三
年
一
一
月
二
六
日
か
ら
は
再
編
さ
れ
た
資
産
管
理
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
が
担
当
し
た
。

現
在
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
議
会
は
五
二
名
の
議
員
が

お
り
、
会
派
構
成
は
労
働
党
三
〇
（
九
）
、
保
守
党
一

五
（
四
〇
）
、
自
民
党
五
（
一
）
、
無
所
属
二
（
二
）
で
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あ
る
。
括
弧
内
は
同
じ
く
一
九
九
五
年
五
月
の
地
方
選
挙
前
の
構
成
で
あ
る
。
保
守
党
の
強
か
っ
た
地
域
が
一
気
に
労
働
党
に
代
わ
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
全
国
の
自
治
体
の
多
く
に
起
き
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
中
央
の
保
守
党
政
治
に
対
す
る
反
発
や
、
地

方
自
治
体
圧
迫
の
結
果
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
行
政
は
郡
議
会
の
委
員
会
に
対
応
し
て
い
る
が
、
議
会
は
次
の
四
委
員
会
で
あ
る
。

　
・
政
策
・
財
政
委
員
会
（
℃
o
＝
2
卿
コ
コ
雪
8
0
0
ヨ
ヨ
葺
Φ
①
）
一
四
名

　
・
保
健
・
住
宅
環
境
委
員
会
（
＝
g
一
9
餅
記
o
島
言
α
q
欝
穿
≦
『
g
ヨ
Φ
旨
巴
O
o
ヨ
ヨ
葺
8
）
一
四
名

　
・
企
画
委
員
会
（
国
き
ロ
5
α
q
O
o
ヨ
邑
洋
8
）
一
四
名

　
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
（
勺
仁
げ
ぎ
ω
角
≦
8
ω
O
O
ヨ
日
詳
一
8
）
一
四
名

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
に
対
応
す
る
行
政
部
に
は
「
郡
レ
ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ
ス
官
」
が
い
る
。
そ
の
他
の
人
材
を
見
る
と
、
表
8
に
見
る

よ
う
に
、
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
の
数
は
七
八
年
以
降
、
こ
の
二
〇
年
間
四
名
な
い
し
五
名
で
あ
る
が
、
八
O
年
代
に

は
パ
ー
ト
が
急
増
し
た
。
し
か
し
九
〇
年
代
に
は
い
る
と
全
体
も
含
め
て
職
員
数
が
激
減
し
た
。
こ
れ
は
郡
の
業
務
が
減
少
し
た
の
で
は

な
く
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
下
で
準
備
さ
れ
、
メ
ジ
ャ
ー
政
権
で
進
め
ら
れ
た
業
務
の
民
間
委
託
化
の
結
果
で
あ
る
。

　
九
八
年
度
の
郡
の
ス
ポ
ー
ツ
予
算
は
表
9
に
見
る
通
り
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
ク
ラ
ブ
（
後
述
）
か
ら
は
、
土
地
貸
付
料
一
万

ポ
ン
ド
か
ら
補
助
金
他
を
差
し
引
い
て
、
六
〇
〇
ポ
ン
ド
の
収
入
が
あ
る
。
総
額
は
八
〇
七
、
○
O
O
ポ
ン
ド
（
一
六
、
一
四
〇
、
O
O

O
円
、
ポ
ン
ド
”
二
〇
〇
円
）
で
、
郡
予
算
五
、
六
〇
一
、
九
〇
〇
ポ
ン
ド
に
占
め
る
割
合
は
一
四
％
に
当
た
る
。

　
③
一
九
九
八
年
の
政
策

　
最
近
で
は
企
業
に
よ
る
営
利
施
設
と
し
て
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場
や
ゴ
ル
フ
場
（
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
）
も
建
設
さ
れ
て
い
る
。
成
人
教
育
と

し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
も
盛
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
施
設
で
昼
夜
開
講
さ
れ
て
い
る
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
体
力
増
強
コ
ー
ス
、
ヨ
ガ
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表8チャーンウッド郡の人材

現 業
管理職 全　体

フルタイム パート

1978　　レジャーセンター 4 13 7 24

スポーッセンター 1 一 一 1
全職員 350 88 400 838

1985　　レジャーセンター 4 30 18 52

公園・レク施設 36 5 2 43

全職員 258 117 400 775

1998　　レジャーセンター 5 10 13 28

全職員 130 69 502 7㎝

等
に
人
気
が
あ
り
、
若
者
向
け
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
水
泳
、
ボ
ー
ト
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
、
柔
道
、
ゴ
ル
フ
等
も
盛
ん
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
カ
ヌ
ー
、
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
、
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
等
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
社
会
安
定
策
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
も
重
視
さ
れ
、
特
に
失
業
者
や
若
者
向
け
の
教
室
は
優
先
的
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
政
府
も
自
治
体
も
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
も
学
校
開
放
を
推
進
し
て

き
た
が
、
施
設
の
破
壊
行
為
が
移
し
く
、
地
域
の
成
人
教
育
指
定
校
を
除
け
ば
、
実
質
的
な

権
限
を
持
つ
校
長
は
軒
並
み
消
極
的
な
傾
向
に
あ
る
。

　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
中
心
地
ラ
フ
バ
ラ
市
に
は
若
干
の
民
族
的
少
数
者
が
在
住
す
る
が
、

大
都
市
ほ
ど
の
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
は
お
ら
ず
、
比
較
的
融
合
化
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
特
別
な
手
だ
て
は
行
っ
て
い
な
い
。
行
政
部
の
レ
ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ
ス
官
の
ロ
イ
・
ス

コ
ッ
ト
氏
は
今
後
の
郡
の
課
題
と
し
て
二
点
挙
げ
た
。
一
つ
は
子
ど
も
の
遊
び
場
を
よ
り
多

く
作
る
こ
と
。
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
や
公
園
が
点
在
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
も
っ

と
身
近
な
遊
び
場
を
建
設
す
る
予
定
で
あ
る
。
最
近
イ
ギ
リ
ス
の
子
ど
も
た
ち
の
体
力
低
下
、

運
動
不
足
（
特
に
女
子
）
が
問
題
化
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
遊
び
場
の
不
足
も
遠
因
と
さ

れ
て
い
る
。
二
つ
目
は
ラ
フ
バ
ラ
の
中
心
に
位
置
す
る
オ
ー
プ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
地
域
の
全
面

車
両
進
入
禁
止
化
、
歩
行
者
専
用
化
で
あ
る
。
現
在
で
は
水
曜
日
と
土
曜
日
に
オ
ー
プ
ン
マ

ー
ケ
ッ
ト
と
な
り
、
露
店
が
並
び
活
況
を
呈
す
る
。
一
〇
〇
年
の
伝
統
が
あ
り
、
レ
ジ
ャ
ー

分
野
か
ら
と
い
う
よ
り
も
伝
統
保
護
、
経
済
活
況
、
環
境
保
持
の
立
場
か
ら
計
画
さ
れ
た
も
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の
で
あ
る
。
九
六
年
度
よ
り
完
全
実
施
さ
れ
て
い
る
。
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
施
策
は
イ
ギ
リ
ス
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
て
平
均
的
な
も
の
（
ロ
イ
・
ス
コ
ッ
ト
氏
発
言
）
で
あ
る
。

　
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
管
理
．
運
営
は
入
札
に
よ
っ
て
安
く
請
け
負
っ
た
業
者
に
委
託
さ
れ
る
方
式
を
八
八
年
以
来
採
っ
て
い
る
が
、

最
初
の
業
者
は
倒
産
し
た
。
現
在
二
社
目
で
あ
り
、
「
セ
ル
コ
ω
①
容
o
」
と
い
う
自
治
体
業
務
請
負
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。
最
近
、
委

イギリスの地方自治体のスポーッ行政

　　　表9チャーンウッド郡のスポーッ関連支出

支出（ポンド）

　　一600

362，300

130，700

61，700

92，800

29，500

37，900

44，200

48，500

807．000

　　　1998年のスポーッ関連予算

スポーツ施設

　・インドァボウルズクラブ

　・レジャーセンター

　・南チャーンウッドプール

スポーツグラウンド

　・ナンパンタンスポーツグラウンド

　ダービーロードプレイングフイールド

　・ロッヂファームレクリエーションエリア

　・パークロードスポーツグラウンド

　シェルソープゴルフコース（18ホール）

スポーツ発展

　　合　　計

託
内
容
が
厳
し
く
、
こ
う
し
た
業
者
の
倒
産
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
強

制
競
争
入
札
（
C
C
T
）
制
度
に
対
す
る
理
論
的
批
判
は
あ
る
が
、
実
践
的
に

は
今
後
の
結
果
で
論
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
④
『
ス
ポ
ー
ツ
発
展
戦
略
一
積
極
的
活
動
』
（
一
九
九
八
）

　
こ
の
政
策
文
書
の
目
的
は
、
一
九
八
三
年
の
政
策
文
書
以
降
何
も
な
い
こ
と

か
ら
、
今
後
二
一
世
紀
を
展
望
し
た
戦
略
の
確
立
を
意
図
し
た
。
一
九
九
六
年

五
月
に
ラ
フ
バ
ラ
大
学
の
研
究
者
と
郡
議
会
と
の
協
力
の
下
に
、
戦
略
の
基
盤

と
し
て
次
の
調
査
が
行
わ
れ
、
政
策
文
書
が
作
ら
れ
た
。

　
調
査
は
、
二
段
階
に
分
け
ら
れ
、
第
一
段
階
は
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
関
連

組
織
（
三
二
の
地
域
議
会
や
住
民
組
織
、
五
九
の
教
育
組
織
、
二
九
〇
の
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
へ
の
調
査
と
、
第
二
段
階
は
各
施
設
の
利
用
実
態
や
、
利
用
者

の
要
求
調
査
、
施
設
必
要
調
査
、
重
点
グ
ル
ー
プ
調
査
（
若
者
、
障
害
者
）
等

へ
の
調
査
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
組
織
は
図
5
の
よ
う
で
あ
る
。
基
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盤
拡
大
と
し
て
、
地
域
で
は
町
内
会
を
含
め
て
ス
ポ
ー
ツ
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
関
わ
る
能
力
を
持
つ
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
に
呼
び
か

け
て
い
る
。
そ
の
上
に
、
こ
れ
ま
で
は
無
か
っ
た
「
地
区
ス
ポ
ー
ッ
協
会
」
を
設
立
し
て
地
域
と
い
う
視
点
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
を
掘

り
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
や
学
校
．
大
学
な
ど
の
系
統
も
あ
る
。

そ
れ
ら
か
ら
代
表
が
送
ら
れ
て
、
「
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
」
が
構
成
さ
れ
る
。
日
常
的

に
は
そ
の
執
行
委
員
会
が
活
動
す
る
。
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
議
会
・
行
政
は
「
後
援
者
」
「
協
同
者
」
「
直
接
的
提
供
者
」
と
し
て
郡
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
に
貢
献
す
る
。

　
ま
た
、
戦
略
の
基
本
原
理
と
し
て
、
政
策
の
柔
軟
性
、
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
持
ち
な
が
ら
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
の
不
利
益
者
や
子
ど

も
・
青
少
年
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
提
供
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
実
現
の
為
に
関
連
機
関
と
の
連
携
、
各
種
の
補
助
金
の
積
極
的
な
活

用
等
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
今
後
の
推
進
が
図
ら
れ
る
。
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鋤
　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
（
C
S
P
R
C
）
の
設
立

　
上
記
の
よ
う
な
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
作
成
、
そ
の
実
行
、
そ
し
て
現
実
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
機
軸
に
は
チ

ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で
、
そ
の
カ
ウ
ン
シ
ル
を
詳
細
に

見
て
み
よ
う
。

　
①
　
歴
史

　
一
九
六
五
年
一
〇
月
一
一
日
に
は
教
育
科
学
省
（
D
E
S
）
か
ら
の
回
状
で
、
諸
関
連
団
体
を
集
め
て
有
効
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
地

方
（
認
四
9
）
と
地
域
（
U
一
の
三
9
0
『
［
8
巴
）
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
を
設
立
す
る
よ
う
に
勧
告
が
あ
っ
た
。
六
五
年
二
月
一

日
に
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
（
E
M
S
C
）
が
誕
生
し
た
。
こ
こ
に
は
レ
ス
タ
ー
県
の
都
市
部
か
ら
は
代
表
二



図5　チャーンウソド郡のスポーッ推進の基盤整備

督
に
外
－
嬰
K
e
茸
艇
皿
挨
凝
e
K
ひ
等
ヤ

　　　チャーンウッド郡議会
　　　　　スポーツ推進

後援会、協同者、直接的提供者）

チャーンウッドスポーツ・身体レクリェーションカウンシル

執　行　委　員　会

ラフバラカレッジ　　　　　　　　　　　　　地　　　1ズ　ス7

フバラ大学

スター県教育委’員会

　　　　　　　　　　　　　アウトドア活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チャーンウソド郡議会一ツ協会　f匙表　（5）　　　　　　水辺レクリェーション

　　　　　　　　　　　　國

　　　　　　　　　　　　イーストミッドランズスポーツカウンシルムーブメント・ダンス

　　　　　　　　　　　　地区議会のチャーンウッド支部
　　　　　　　　　　　レスター・ルソトランドプレイングフィールド協

　　　　　　　　　　　チャーンウッド地域評議会

教育部局 地区スポ 一ツ協会 他の諮門、代表組織

地区　地区　地区　地区　地区
1　　2　　　3　　　4　　　5

スポーッ特別企画

　　と
進グループ

登　録　組　織
学　校
レノジ

　学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スポーツ
　盤　拡　人　　　　　　　　　　　　　ク　ラブ

施設
管月1者

統・fヒさオ1た副1繊 プレイスキーム　プレイグループ　地区議会 町内会

スポーツ機会を提供する能力をイ1するその他のグループ

’f少q9グループ 地」或グループ

一
頃



一橋大学研究年報　人文科学研究　36

名
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
年
六
六
年
一
月
二
七
日
に
ラ
フ
バ
ラ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
（
ぎ
轟
菩
9
0
轟
ゴ

9
0
『
誘
＞
α
＜
凶
8
q
O
o
一
旨
o
搾
び
0
8
一
）
が
設
立
さ
れ
た
。
（
郡
議
会
か
ら
は
代
表
三
名
）
し
か
し
そ
の
後
、
Z
9
6
2
旨
網
ω
o
δ
頴
『

に
は
代
表
権
が
無
い
事
、
ラ
フ
バ
ラ
は
レ
ス
タ
ー
県
で
唯
一
の
郡
（
ω
o
『
2
讐
）
で
あ
る
が
E
M
S
C
へ
の
代
表
権
を
持
っ
て
い
な
い

事
へ
の
不
満
、
ま
た
議
会
と
し
て
、
議
会
と
ロ
ー
カ
ル
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
が
代
表
権
を
持
つ
こ
と
を
議
論
し
た
。
（
六
六
年
八
月
八

日
）
そ
れ
だ
け
、
地
方
カ
ウ
ン
シ
ル
ヘ
の
参
加
は
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
E
M
S
C
で
は
、
七
一
年
五
月
二
三
日
に
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
で
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
会
議
」
を
開
催
し
た
。
同
じ
く
一
〇
月

二
六
日
に
は
学
校
と
の
共
同
活
用
の
為
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
、
管
理
、
財
政
に
つ
い
て
の
過
去
二

年
間
に
行
わ
れ
た
目
治
体
の
経
験
交
流
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
当
時
こ
う
し
た
企
画
が
多
く
な
り
、
そ
の
調
整
が
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
ラ
フ
バ
ラ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
か
ら
は
そ
れ
ら
の
参
加
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
全
国
組
織
と
の
関
わ
り
は
、
一
九
二
五
年
に
設

立
さ
れ
た
全
国
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
協
会
（
Z
豊
9
巴
霊
塁
ヨ
α
q
コ
Φ
一
α
＞
霧
o
巳
註
9
）
が
毎
年
総
会
を
開
催
し
て
お
り
、
郡
か

ら
も
委
員
会
委
員
長
が
参
加
し
て
き
た
。

　
一
九
七
四
年
の
自
治
体
再
編
に
よ
っ
て
郡
は
ラ
フ
バ
ラ
か
ら
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ヘ
と
拡
大
し
、
七
五
年
に
は
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
第

一
期
一
プ
ー
ル
と
ス
カ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ト
、
サ
ウ
ナ
、
保
育
室
）
が
完
成
し
た
が
、
ラ
フ
バ
ラ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ

た
。　

一
九
七
四
年
一
月
八
日
、
E
M
S
C
は
自
治
体
再
編
に
よ
る
新
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
部
門
の
担
当
者
の
抱
え
る
課
題
に
対

応
す
る
為
の
セ
ミ
ナ
ー
を
召
集
し
た
。
ま
た
、
レ
ス
タ
ー
県
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
設
立
が
求
め
ら
れ
、
二
月
一
八
日
に
設
立
会
合
が

も
た
れ
た
。
こ
う
し
て
、
そ
の
一
〇
月
段
階
に
は
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
に
関
わ
る
カ
ウ
ン
シ
ル
と
し
て
は
、
「
レ
ス
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
身

体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
」
と
「
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
（
E
M
C
S
R
）
」
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が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
、
国
や
地
方
、
県
、
地
域
と
の
連
絡
・
調
整
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
ラ
フ

バ
ラ
を
改
組
し
て
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
設
置
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
七
四
年
の
自
治
体
再

編
に
よ
り
、
ラ
フ
バ
ラ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
が
曖
昧
化
し
た
た
め
に
、
こ
う
し
て
新
組
織
の
設
立
が
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
結
局
、

一
九
七
九
年
に
発
足
し
た
。

　
②
機
能
と
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
こ
の
カ
ウ
ン
シ
ル
の
目
的
は
会
則
に
見
る
よ
う
に
、
こ
の
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
と
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
を
期
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
機
関
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
補
助
金
の
配
分
を
し
た
り
、
郡
議
会
や
行
政
に
諸
要
求
を
提
起
す
る
場
で
あ
る
。
し
か
し
E
M

S
C
の
よ
う
な
準
政
府
機
関
で
は
な
い
。

　
会
員
は
登
録
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
か
ら
一
名
の
代
表
と
、
議
会
、
教
育
委
員
会
な
ど
、
現
在
総
数
一
〇
二
名
で
あ
る
。
特
に
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ

ブ
が
大
半
を
占
め
る
が
、
現
在
の
登
録
ク
ラ
ブ
数
は
八
七
で
あ
る
。

　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
五
地
域
の
一
九
九
八
年
の
人
口
と
各
種
目
ク
ラ
ブ
の
実
数
は
表
1
0
に
み
る
よ
う
に
、
室
内
一
五
種
目
七
八
ク
ラ

ブ
、
屋
外
一
二
種
目
一
六
〇
ク
ラ
ブ
、
田
園
／
水
辺
一
五
種
目
六
七
ク
ラ
ブ
で
あ
り
、
縦
軸
は
地
域
ご
と
の
ク
ラ
ブ
数
の
分
布
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

総
数
で
二
九
〇
ク
ラ
ブ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
の
す
べ
て
が
各
種
目
団
体
に
登
録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
身
体
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
に
登
録
さ
れ
る
に
は
、
そ
う
し
た
種
目
組
織
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
に
は

二
九
〇
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
八
七
ク
ラ
ブ
が
登
録
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
（
九
七
年
度
）
。
こ
れ
は
ク
ラ
ブ
数

全
体
の
二
四
％
に
す
ぎ
な
い
。
同
一
種
目
問
、
あ
る
い
は
異
種
目
間
で
の
ク
ラ
ブ
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
殆
ど
無
い
。
こ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

カ
ウ
ン
シ
ル
に
登
録
さ
れ
た
の
は
三
〇
種
目
、
一
四
四
ク
ラ
ブ
で
あ
る
が
、
五
七
ク
ラ
ブ
が
活
動
停
止
や
廃
部
に
な
り
現
在
は
八
七
ク
ラ
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チャーンウッド郡におけるスポーツクラプ数表10

地　　域 　1
フパラ

　2
ェプソエツド

　3
アバレー

　4
ンステイ

　5
イストン

チャーンウ
ド郡全体

1996
答

全体
答

人　口（千人） 51 14 24 25 27 151

エアロビンクス 2 2 4
パドミントン 9 1 4 1 2 17 9 13

バスケットボール 2 3 3 1 9 2 4
ビ　リ　ア　ー　ド 3 2 5
ボ　ウ　ル　ズ 1 1 1 1
ボ　ク　シ　ン　ク 1 1 1
フェンシング 2 2 1 2
体　　　　　操 4 1 5 2 2
柔　　　　　道 3 2 5 1 2
空　　　　　手 3 1 2 1 2 9 3 3
マーソヤルァーッ 2 4 6 1 4
ス　カ　ッ　シ　ュ 2 1 3
水泳・救命 4 2 1 7 2 4
卓　　　　　球 2 1 3 2 2
ヨ　　　　　　ガ 1 1

室　　　内 38 12 16 5 7 78 24 39

野　　　　　球 1 1 2 1 1
ポ　ウ　ル　ズ 5 1 3 4 2 15 8 12

ク　リケ　ソ　ト 11 6 7 7 2 33 15 20

ク　ロ　ッ　ケー 1 1 1 1
ホ　　ッ　ケ　ー 3 3 1 7 2 3
ネットポール 4 2 4 10 4 4
ペ　タ　ン　ク 1 1 1
ラウンダース 1 1
ランニング／陸上 1 2 1 4 1 2
ラ　グ　ビ　ー 1 1 1 3 2 3
サ　　ッ　カ　ー 35 9 17 5 5 71 18 29

一ア　　　ニ　　　ス 4 4 3 1 12 8 10

屋　　　外 66 22 40 19 13 160 70 86

釣　　　　　り 2 1 2 2 2 9 2 2
アーチェリー 3 2 1 6 2 2
カ　　　ヌ　　　ー 3 3
サイクリング 5 2 2 9 3 4
ゴ　　　ル　　　フ 2 3 1 6 3 4
水上スキー 1 1 1 1
モータースポーツ 4 1 1 6 2 2
ぶらぶら歩き 1 2 2 5 3 3
乗　　　　馬 2 2 3 2 9 3 4
ボ　　ー　　ト 1 1
ポードセイリング 1 2 3 1 2
射　　　　　撃 1 1 1 3 1
準　　水　　上 1 2 3
猟　　　　　鳥 1 1 1 1
ア　ウ　ト　ド　ア 1 1 2 1 1

田園／水辺 26 9 2且 8 3 67 22 27

合　　　計 157 73 22 23 290 116 152

合計で数値が合わない部分がある※原典のまま
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ブ
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
種
目
の
内
最
も
多
い
の
は
サ
ッ
カ
ー
の
二
〇
ク
ラ
ブ
（
こ
れ
ま
で
の
総
登
録
数
三
六
）
で
あ
り
、
釣
り
や
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
他
の
種
目
で
は
現
在
の
登
録
数
が
O
も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
全
体
の
特
徴
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
・
三
二
％
が
独
自
の
施
設
を
持
っ
て
い
る
。
（
郡
か
ら
の
借
用
も
含
め
て
）

　
・
す
べ
て
の
施
設
の
七
五
％
が
他
団
体
に
よ
る
使
用
も
な
さ
れ
て
お
り
、
五
一
％
が
公
共
的
使
用
が
可
能
で
あ
る
。

　
・
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
は
既
存
施
設
の
い
っ
そ
う
の
充
実
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

　
・
殆
ど
の
ク
ラ
ブ
が
何
ら
か
の
補
助
的
施
設
を
有
し
、
そ
の
う
ち
の
五
〇
％
が
社
交
エ
リ
ア
・
バ
ー
を
持
っ
て
い
る
。

　
・
ク
ラ
ブ
全
体
の
年
会
費
は
平
均
で
大
人
五
六
ポ
ン
ド
、
子
ど
も
二
〇
ポ
ン
ド
で
あ
る
。

　
・
会
員
の
大
半
は
男
性
、
若
い
成
人
が
中
心
で
あ
り
、
女
性
は
一
三
・
四
％
で
平
均
年
齢
二
〇
歳
以
下
の
ク
ラ
ブ
が
三
六
％
あ
る
。

　
・
一
九
％
の
ク
ラ
ブ
が
障
害
者
を
受
け
入
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
九
％
の
み
で
あ
る
。

　
・
民
族
的
少
数
者
は
特
定
の
ク
ラ
ブ
に
集
中
し
て
い
る
。

　
学
校
ー
ク
ラ
ブ
の
連
携

　
・
学
校
開
放
し
て
い
る
の
は
六
四
％
で
あ
る
。

　
・
六
三
％
の
学
校
が
外
部
指
導
者
を
招
聰
し
て
い
る
。

　
・
六
％
の
ク
ラ
ブ
が
学
校
ヘ
コ
！
チ
を
派
遣
し
て
い
る
。

　
・
学
校
と
の
連
携
を
持
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ
は
た
っ
た
二
一
％
で
あ
る
。

　
・
一
〇
％
の
ク
ラ
ブ
が
上
級
生
や
卒
業
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　
・
三
分
の
一
の
ク
ラ
ブ
が
有
資
格
コ
ー
チ
を
擁
し
て
い
な
い
。
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・
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
（
後
述
）
が
未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。

等
で
あ
る
。
日
本
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
ク
ラ
ブ
の
施
設
の
良
さ
、
会
費
の
安
さ
等
で
は
格
段
に
優
れ
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
の

問
題
と
し
て
、
障
害
者
へ
の
門
戸
の
狭
さ
、
学
校
と
の
連
携
を
と
っ
て
い
る
の
は
未
だ
二
一
％
程
度
等
、
克
服
す
る
課
題
は
多
い
。

　
さ
て
、
執
行
委
員
会
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
委
員
は
会
則
5
に
よ
っ
て
一
六
名
で
あ
る
。
ゲ
ー
ム
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
か
ら
六
名
、
ア
ウ

ト
ド
ア
活
動
分
野
一
名
、
水
辺
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
分
野
一
名
、
ダ
ン
ス
領
域
一
名
の
他
、
正
副
議
長
や
自
治
体
職
員
他
が
加
わ
る
。
活

動
は
日
常
活
動
の
執
行
で
あ
り
、
二
ヶ
月
毎
の
委
員
会
を
持
ち
、
年
一
回
の
総
会
を
持
っ
て
い
る
。
執
行
委
員
会
で
は
加
盟
、
退
会
、
補

助
金
要
請
へ
の
審
査
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
執
行
委
員
は
無
給
で
あ
る
。

　
地
域
レ
ベ
ル
か
ら
の
要
求
に
つ
い
て
は
各
ク
ラ
ブ
か
ら
の
補
助
金
要
請
、
そ
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ロ
ッ
タ
リ
ー
（
国
営
宝
く
じ
）
へ
の
補

助
金
申
請
等
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ク
ラ
ブ
の
要
求
以
外
は
郡
議
会
で
の
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
地
方
レ
ベ
ル
で
は
、
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
代
表
を
入
れ
て
お
り
、
国
や
地
方
の
方
針
と
の
連
携

も
、
こ
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
ル
ー
ト
と
し
て
取
ら
れ
て
い
る
。

　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ッ
・
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
C
S
P
R
C
）
の
書
記
と
会
計
は
郡
職
員
が
兼
務
し
て
い
る
。
国
や
地
方

の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
が
政
府
の
直
接
介
入
を
回
避
す
る
よ
う
に
準
政
府
機
関
、
特
殊
法
人
格
と
な
っ
て
い
る
精
神
を
踏
襲
し
、
こ
こ

で
も
単
純
な
行
政
の
下
請
機
関
で
は
な
い
。

　
八
○
年
代
の
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
が
形
骸
化
さ
れ
た
一
環
と
し
て
、
こ
う
し
た
カ
ウ
ン
シ
ル
も
、
最
近
で
は
有
名

無
実
化
し
て
い
る
と
の
批
判
も
あ
る
。
現
に
、
郡
か
ら
の
補
助
金
は
年
間
約
八
O
O
O
ポ
ン
ド
（
一
六
〇
万
円
）
で
あ
る
か
ら
、
た
い
し

て
揉
め
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
。
し
か
し
そ
れ
以
外
か
ら
の
補
助
金
は
以
下
の
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
応
募
、
配
分
で
は
慎
重
な
検
討
を
必

要
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
又
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
全
体
の
ス
ポ
ー
ッ
発
展
が
視
野
に
無
け
れ
ば
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
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・
£
⊥
ハ
O
O
O
セ
ル
コ
十
£
六
〇
〇
〇

・
£
一
〇
〇
〇
T
S
B
＋
£
一
〇
〇
〇

・
£
四
〇
〇

・
£
二
三
〇

・
£
二
五
〇
〇
＋

・
£
三
六
〇
（
最
大
）

・
£
四
〇
〇
〇

・
£
二
〇
〇

・
£
二
五
〇

・
£
五
〇
〇

・
£
一
〇
〇
〇

合
計
£
二
三
、
四
四
〇

ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
チ
ー
ロ
ー
ド
シ
ョ
ウ

ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
チ
ー
陸
上
競
技

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
諸
県
陸
上
競
技
協
会
－
陸
上
競
技

ス
モ
ー
ル
マ
ン
カ
ッ
プ
ー
サ
ッ
カ
ー

バ
ー
レ
イ
カ
レ
ッ
ジ
コ
ー
チ
ン
グ
計
画
－
総
合

レ
ス
タ
！
学
校
テ
ニ
ス
協
会
－
小
学
校
教
師
テ
ニ
ス
コ
ー
ス

ア
ス
ト
ラ
　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ー
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
（
一
九
九
八
）

県
議
会
ー
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
活
動

ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ラ
フ
バ
ラ
エ
コ
ー
ー
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
九
八

地
方
教
育
委
員
会
（
L
E
A
）

（
こ
の
数
字
は
参
加
者
料
金
を
含
ん
で
い
な
い
）

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
補
助
金
の
実
態
を
多
く
の
ク
ラ
ブ
は
知
ら
な
い
の
で
、
情
報
を
与
え
、
申
込
を
調
整
す
る
。
こ
う
し
て
、
チ
ャ
ー

ン
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
の
役
割
は
極
め
て
総
合
的
な
機
能
を
要
求
さ
れ
、
郡
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

の
ス
ポ
ー
ッ
発
展
の
中
心
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

③
　
今
後
の
施
策

今
後
の
施
策
も
全
面
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
具
体
的
な
予
算
も
明
記
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て
実
効
性
が
高
い
。
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a
　
体
制
・
組
織

　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
を
五
地
区
に
分
け
、
図
5
に
も
あ
る
よ
う
に
そ
こ
か
ら
の
代
表
で
構
成
す
る
「
地
区
ス
ポ
ー
ッ
協
会
」
（
≧
留

9
0
耳
壽
の
8
巨
凶
9
）
を
設
立
す
る
。
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ス
ポ
…
ツ
・
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
の
構
成
を
見
て
も
、
ス

ポ
ー
ツ
種
目
や
教
育
関
連
組
織
か
ら
の
代
表
は
あ
る
が
、
地
域
的
視
点
か
ら
の
代
表
が
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
区
ス
ポ
ー

ツ
協
会
を
設
立
し
て
、
そ
う
し
た
地
区
レ
ベ
ル
か
ら
の
要
求
を
汲
み
上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
郡
か
ら
は
各
地
区
に
年

間
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
の
補
助
を
行
う
。
こ
れ
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
発
展
に
お
け
る
自
治
体
の
主
導
性
無
し
に
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
b
　
資
源

　
ア
　
人
的
資
源
”
コ
ー
チ
や
事
務
官
の
養
成
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
展
、
教
師
へ
の
支
援
（
特
に
部
活
動
担
当
）
、
子
ど
も
た
ち
自
身

　
　
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
。

　
イ
　
施
設

　
ウ
　
財
源

　
c
　
事
業

　
こ
こ
で
は
特
に
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
と
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
　
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
一
政
府
政
策
文
書
『
ス
ポ
ー
ツ
”
ゲ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
よ
う
』
（
一
九
九
五
）
は
全
面
的
に
こ
の
視
点
を
提
起

　
　
し
た
も
の
で
あ
る
。
学
校
と
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
、
大
衆
化
と
高
度
化
の
両
方
を
同
時
に
推
進
す
る
。
こ
れ
は
後
述

　
　
（
補
論
3
）
す
る
よ
う
に
、
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
に
積
極
的
に
対
応
す
る
。

　
イ
　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
一
一
九
九
六
年
五
月
に
「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
協
同
計
画
」
と
称
す
る
戦
略
発
展
の
会
合
が
チ
ャ
ー
ン
ウ

　
　
ッ
ド
郡
議
会
で
も
た
れ
、
関
連
機
関
（
図
6
）
か
ら
の
参
加
を
得
た
。
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障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
上
で
、
特
に
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
の
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

　
・
関
連
組
織
、
関
連
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

　
・
情
報
交
換

　
・
施
設
や
機
会
へ
の
接
近

　
・
施
設
雇
用
の
費
用
や
安
全

　
・
教
育
と
情
報
周
知

　
㌧
活
性
化
と
出
版
（
何
を
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
載
せ
る
か
）

　
・
交
通
費
用

　
・
既
存
コ
ー
チ
の
識
別
と
活
用

　
・
ヘ
ル
パ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
成
長

　
・
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
i
契
約
の
中
で
対
応

　
　
さ
れ
る
べ
き
障
害
者
の
要
望

　
・
ク
ラ
ブ
の
発
展
（
健
常
者
と
障
害
者
）

　
・
基
礎
・
参
加
レ
ベ
ル
で
の
参
加
機
会
の
拡
大

　
・
特
別
プ
ー
ル

　
・
ジ
ュ
ニ
ア
と
有
能
者
の
た
め
の
奨
励
金

　
以
上
の
諸
点
を
認
識
し
つ
つ
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
計

図6障害者スポーツとネントワーク

少q一’1ト業

政／ボランティア組織

とクラプ

少｛1一事業ワーカー

教育

スポーツ・健常者と特殊
llも等教育

地方教育委員会諮門事業

教帥

家族

両親や友人

障一に！許者スポーツ組織

全国障害者スポーツ組織

地力障害者組織

り1轡な害者スポーツ協会

云也ノ」障害宕スポーツ糾1織

障害者

自冶体レジャー・レク

　リエーション

施設管理者

スポーツ推進チーム

スポーツ

スポーツ連盟

スポーツクラブ

商業スポーツクラブ

　やスポーツセンター

スポーツカウンシル

全国コーチング基金

CCPR
地域スポーツカウンシル

コーチやリーダー

スポーツ推進員

管・理者とポランティア

自治体社会事業

デーセンター

地域でのケア
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画
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
d
　
教
育
・
情
報

　
「
戦
略
的
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
」
（
ω
＃
象
畠
8
9
0
誘
U
磐
巴
0
ー
ヨ
Φ
三
〇
ヨ
。
震
）
は
数
年
前
か
ら
、
一
九
九
九
年
四
月
一
日
ま
で
、
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
議
会
の
五
〇
％
ず
つ
の
基
金
で
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
戦
略
全
体

の
推
進
に
と
っ
て
決
定
的
な
役
職
で
あ
る
。
今
後
、
戦
略
の
い
っ
そ
う
の
前
進
の
た
め
に
、
常
勤
で
二
名
の
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
発
展
推
進

員
」
（
O
o
ヨ
ヨ
⊆
三
受
o
o
8
冨
O
零
巴
8
ヨ
Φ
目
○
ヨ
o
Φ
『
。
・
）
の
採
用
が
求
め
ら
れ
る
。

　
以
上
、
戦
略
の
概
略
を
紹
介
し
た
が
、
郡
レ
ベ
ル
で
の
こ
れ
だ
け
緻
密
な
、
し
か
も
実
行
力
の
高
い
計
画
を
作
成
し
て
推
進
し
て
い
る

実
態
は
、
今
後
の
地
域
ス
ポ
ー
ッ
発
展
の
上
で
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

60

（
1
）
　
一
九
七
四
年
三
月
ま
で
は
ラ
フ
バ
ラ
郡
議
会
、
一
九
七
四
年
四
月
か
ら
は
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
の
誕
生
に
よ
り
、
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
議
会
の

・
議
事
録
を
参
照
と
し
た
。
ミ
鳶
ミ
舞
ω
9
2
讐
9
［
o
壽
3
9
0
轟
7
（
－
お
お
）
扇
自
8
讐
9
0
訂
ヨ
≦
o
＆
（
お
置
－
ミ
）
■

（
2
）
O
鼠
3
ミ
o
o
α
ω
0
3
仁
讐
8
…
。
F
専
旦
讐
智
。
鳶
ミ
帖
§
の
費
黛
轟
y
O
g
o
σ
。
二
。
。
。
ω
，

（
3
）
［
。
一
8
ω
醇
ω
耳
。
O
。
⊆
三
く
o
。
…
。
F
寄
讐
8
巴
9
0
蕾
o
o
＝
コ
。
芦
ミ
§
轟
勲
。
ミ
キ
§
。
。
8
§
＞
騒
裟
諾
導
。
さ
貫
》
轟
・
の
戸

　
一
〇
c
c
O
，

（
4
）
　
そ
れ
ら
は
次
の
よ
う
な
項
目
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
　
a
　
参
加
施
策

　
　
　
・
高
度
化
の
推
進
　
・
参
加
者
の
拡
大

　
　
b
　
財
源
な
い
し
協
力
団
体

　
　
　
・
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル



イギリスの地方自治体のスポーッ行政

　
・
カ
ウ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

　
・
レ
ス
タ
ー
県
議
会

　
・
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
議
会

　
・
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル

　
・
パ
リ
ッ
シ
ュ
（
教
区
）
議
会

　
・
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織

　
・
全
国
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
協
会

　
・
レ
ス
タ
ー
・
ル
ッ
ト
ラ
ン
ド
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
協
会

　
・
ロ
：
カ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ

　
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体

　
・
醸
造
会
社

c
　
関
連
団
体
の
協
力

　
・
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
議
会

　
・
レ
ス
タ
i
県
議
会

　
・
パ
リ
ッ
シ
ュ
（
教
区
）
議
会

　
・
私
的
部
門

　
・
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
部
門

　
・
ラ
フ
バ
ラ
大
学
ー
コ
ー
チ
ン
グ
コ
ー
ス

　
・
他
（
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
、

　
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
）

カ
ウ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
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（
5
）
　
本
項
目
の
内
容
は
一
九
九
五
年
九
月
一
五
日
、
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
・
レ
ジ
ャ
ー
サ
ー
ビ
ス
官
ロ
イ
・
ス
コ
ッ
ト
氏
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ

　
る
。

（
6
）
　
O
訂
3
毛
o
＆
ω
o
δ
仁
讐
O
o
巨
色
切
曾
碁
b
鴨
竃
』
8
ミ
§
腎
の
㌣
ミ
轟
更
㌔
8
ミ
き
＞
ミ
§
・
ζ
m
『
9
一
8
0
。
・
こ
れ
は
同
年
一
月
に
ラ
フ
バ
ラ

大
学
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
基
礎
調
査
を
背
景
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
7
）
　
「
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
」
の
会
則

　
　
－
　
名
称

　
　
　
こ
の
カ
ウ
ン
シ
ル
は
「
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
」
（
以
下
C
S
P
R
C
）
と
呼
ぶ
。

　
　
2
　
目
的
と
目
標

　
　
（
a
）
　
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ
と
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
を
促
進
す
る
一

　
　
（
b
）
　
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ
と
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
施
設
の
必
要
性
を
評
価
し
公
表
す
る
一

　
　
（
c
）
　
郡
内
の
ス
ポ
…
ツ
と
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
組
織
に
ア
ド
バ
イ
ス
と
援
助
を
与
え
る
い

　
　
（
d
）
　
ス
ポ
ー
ツ
と
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
提
供
に
お
い
て
国
、
地
方
、
地
域
組
織
そ
し
て
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
議
会
と
の
共
同
活
動

　
　
　
を
す
る
一

　
　
（
e
）
　
国
や
地
方
組
織
か
ら
の
情
報
を
広
め
る
｝

　
　
（
f
）
会
員
組
織
か
ら
の
情
報
、
特
に
C
S
P
R
C
の
集
合
的
な
意
見
が
必
要
な
特
別
な
課
題
に
関
し
て
検
討
す
る
い

　
　
（
9
）
　
資
本
援
助
や
時
に
は
他
の
補
助
金
の
配
分
に
つ
い
て
郡
議
会
に
助
言
す
る
一

　
　
3
　
メ
ン
バ
ー
の
登
録

　
　
（
a
）
　
C
S
P
R
C
へ
の
登
録
は
、
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
内
と
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
議
会
の
中
に
あ
る
す
べ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
と
身
体
レ
ク
リ
エ
ー

　
　
　
シ
ョ
ン
組
織
に
、
開
か
れ
て
い
る
。
一
六
歳
以
上
の
青
年
を
対
象
と
す
る
郡
内
の
教
育
組
織
も
含
ま
れ
る
。
登
録
の
最
小
単
位
は
承
認
さ
れ
た

　
　
　
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
承
認
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
と
は
そ
の
競
技
団
体
に
登
録
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
競
技
団
体
に
登
録
し
て
い
な
い
ク
ラ
ブ
の
場
合

　
　
　
に
は
よ
り
厳
密
な
検
討
が
な
さ
れ
る
。
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（
b
）

　
（
i
）

　
（
h
）

　
（
…
皿
）

　
（
聾
）

　
（
v
）

　
（
．
W
）

　
（
”
m
）

　
（
面
）

　
（
醸
）

（
c
）

（
d
）

C
S
P
R
C
の
構
成

　
各
登
録
さ
れ
た
種
目
組
織
か
ら
一
名
一

　
上
記
三
（
b
）
（
i
）
に
言
及
さ
れ
た
組
織
か
ら
、
執
行
委
員
会
が
承
認
し
た
場
合
に
一
名
い

　
レ
ス
タ
i
県
教
育
委
員
会
か
ら
二
名
い

　
E
M
S
C
か
ら
一
名
一

　
レ
ス
タ
ー
・
ル
ッ
ト
ラ
ン
ド
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
協
会
か
ら
一
名
い

　
ラ
フ
バ
ラ
大
学
か
ら
二
名
一

　
レ
ス
タ
ー
県
教
区
議
会
（
勺
豊
昌
O
o
…
。
房
）
協
会
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
支
部
か
ら
一
名
一

　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
議
会
か
ら
五
名
い

　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
地
域
評
議
会
か
ら
二
名
一

C
S
P
R
C
の
会
員
で
退
職
他
の
理
由
で
職
を
辞
す
場
合
、
本
会
に
は
次
の
総
会
の
終
了
ま
で
在
籍
す
る
。

C
S
P
R
C
の
会
員
が
、
そ
の
属
す
る
、
あ
る
い
は
代
表
す
る
自
治
体
、
そ
の
他
の
組
織
を
辞
め
る
場
合
に
は
、

　
、
。
そ
の
場
合
、
当
該
の
自
治
体
、
組
織
は
残
任
期
間
の
代
行
者
を
選
出
す
る
。

本
会
を
辞
め
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
し

4
　
総
会

（
a
）
　
最
初
の
年
次
総
会
は
一
九
七
八
年
五
月
一
八
日
に
も
た
れ
る
。
引
き
続
く
年
次
総
会
は
毎
年
六
月
末
日
前
に
開
催
さ
れ
る
。

（
b
）
　
年
次
総
会
で
は
次
の
事
項
を
検
討
す
る
。

　
（
i
）
次
の
年
次
総
会
ま
で
C
S
P
R
C
の
会
員
で
あ
る
上
記
三
（
b
）
に
あ
る
自
治
体
、
団
体
、
協
会
の
代
表
者
名
を
受
領
す
る
。

　
（
h
）
　
上
記
三
（
c
）
に
し
た
が
っ
て
次
の
年
次
総
会
ま
で
の
議
長
を
選
出
す
る
。

　
（
…
皿
）
　
書
記
と
会
計
を
任
命
す
る
。
彼
ら
は
郡
議
会
の
事
務
官
で
あ
り
次
の
年
次
総
会
ま
で
の
任
期
と
な
る
。
そ
し
て
彼
ら
へ
の
報
酬
額
を
決

　
　
定
す
る
。

　
（
拉
）
　
執
行
委
員
九
名
を
選
出
す
る
。
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（
v
）
　
執
行
委
員
会
の
報
告
を
受
け
る
。

　
（
．
町
）
　
会
計
年
度
に
対
す
る
監
査
の
報
告
を
受
け
る
。

　
（
．
㎎
）
　
上
記
三
（
b
）
（
i
）
（
h
）
そ
し
て
下
記
7
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
団
体
、
組
織
か
ら
の
年
会
費
を
決
定
す
る
。

　
（
而
）
　
そ
の
他
、
下
記
の
よ
う
な
事
項
。

（
c
）
　
総
会
案
内
は
日
時
、
場
所
、
議
題
を
明
記
し
て
一
四
日
前
ま
で
に
す
べ
て
の
資
格
あ
る
会
員
に
送
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
d
）
　
臨
時
総
会
は
議
長
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
会
員
の
四
分
の
一
以
上
の
署
名
に
よ
る
要
望
が
あ
れ
ば
召
集
さ
れ
る
。

（
e
）
　
会
則
の
改
正
に
関
す
る
提
案
の
要
請
は
、
定
例
総
会
の
、
な
い
し
そ
の
目
的
で
召
集
さ
れ
る
臨
時
総
会
の
二
八
日
前
ま
で
に
書
記
ま
で
提

出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
総
会
で
の
検
討
要
望
事
項
は
総
会
の
二
一
日
前
ま
で
に
書
記
ま
で
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
f
）
　
会
員
が
総
会
に
出
席
出
来
な
い
場
合
、
代
理
を
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
し
代
理
は
同
じ
自
治
体
、
団
体
、
な
い
し
協
会
の
会
員
で

　
あ
り
、
総
会
開
始
二
四
時
間
前
ま
で
に
書
記
へ
報
告
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

（
9
）
　
総
会
は
会
員
の
三
分
の
一
の
出
席
を
定
足
数
と
す
る
。
定
足
数
は
三
（
b
）
（
…
皿
L
㎜
）
と
前
年
の
会
費
を
納
入
し
て
い
る
上
記
三
（
b
）

　
（
i
）
と
（
五
）
の
会
員
を
も
っ
て
数
え
る
。

（
h
）
　
す
べ
て
の
総
会
の
議
事
録
は
保
管
さ
れ
る
。

（
i
）
　
総
会
で
の
議
決
は
議
長
の
裁
量
に
よ
り
、
挙
手
か
無
記
名
投
票
に
よ
る
。
同
数
の
場
合
に
は
議
長
が
決
定
す
る
。

（
j
）
　
す
べ
て
の
総
会
は
公
開
で
あ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
議
決
に
よ
り
部
分
的
に
は
非
公
開
と
す
る
場
合
が
あ
る
。

5
　
執
行
委
員
会

（
a
）
　
C
S
P
R
C
の
業
務
は
執
行
委
員
会
が
執
行
し
、
目
標
の
達
成
に
貴
任
を
持
つ
。

（
b
）
執
行
委
員
会
は
次
の
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

　
（
i
）
　
C
S
P
R
C
の
議
長
と
副
議
長
一

　
（
H
）
　
C
S
P
R
C
へ
の
書
記
と
会
計
い

　
（
血
）
　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
議
会
か
ら
一
名
一

64



イギリスの地方自治体のスポーツ行政

　
（
■
W
）
　
レ
ス
タ
ー
県
教
育
委
員
会
か
ら
一
名
一

　
（
v
）
　
上
記
四
（
b
）
（
・
W
）
で
選
出
さ
れ
た
九
名
。
こ
の
会
員
が
決
定
さ
れ
る
と
き
、
C
S
P
R
C
に
よ
っ
て
含
ま
れ
る
活
動
領
域
は
次
の

　
　
分
類
に
よ
り
、
執
行
委
員
は
各
領
域
に
示
さ
れ
た
人
数
に
限
ら
れ
る
。

　
　
（
a
）
　
ゲ
ー
ム
と
ス
ポ
ー
ツ
ー
六
名
、
し
か
し
あ
る
特
定
な
種
目
か
ら
複
数
は
出
な
い
。

　
　
（
b
）
　
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
－
一
名
。

　
　
（
c
）
　
水
辺
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ー
一
名
。

　
　
（
d
）
　
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
ダ
ン
ス
ー
一
名
。

　
（
．
W
）
　
レ
ス
タ
ー
・
ル
ッ
ト
ラ
ン
ド
プ
レ
イ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
協
会
か
ら
一
名
。

（
c
）
　
執
行
委
員
が
退
職
他
の
理
由
で
職
を
辞
す
場
合
、
執
行
委
員
と
し
て
次
の
総
会
の
終
了
ま
で
在
籍
す
る
。

（
d
）
　
C
S
P
R
C
の
議
長
と
副
議
長
は
執
行
委
員
会
の
議
長
と
副
議
長
を
兼
ね
る
。

（
e
）
　
執
行
委
員
会
は
年
度
途
中
で
生
じ
る
欠
員
を
補
充
す
る
権
限
を
有
す
る
、
そ
し
て
執
行
委
員
や
下
記
五
（
b
）
で
触
れ
る
何
ら
か
の
サ
ブ

　
委
員
会
へ
の
人
選
は
選
挙
に
よ
ら
ず
、
諮
問
で
選
考
す
る
。

（
f
）
　
執
行
委
員
会
は
隔
月
に
開
催
さ
れ
る
。

（
9
）
　
特
別
な
執
行
委
員
会
は
、
議
長
か
、
五
名
以
上
の
執
行
委
員
の
署
名
を
書
記
が
受
領
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
週
間
後
に
開
催
さ
れ
る
。

（
h
）
　
執
行
委
員
会
は
、
も
し
も
C
S
P
R
C
の
会
員
で
あ
り
投
票
権
所
有
者
で
あ
る
が
執
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
な
い
人
々
を
含
む
サ
ブ
委

　
員
会
の
機
能
に
は
、
若
干
の
調
整
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
i
）
　
執
行
委
員
会
の
六
人
の
選
挙
会
員
は
定
数
を
構
成
す
る
。
何
ら
か
の
サ
ブ
委
員
会
の
定
数
は
執
行
委
員
会
に
よ
る
こ
の
目
的
の
た
め
に
決

　
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
j
）
　
上
記
四
（
c
）
（
h
）
と
（
i
）
の
提
供
は
そ
れ
に
適
応
出
来
る
限
り
は
執
行
委
員
会
に
も
適
応
す
る
。

6
　
会
計
年
度

　
カ
ウ
ン
シ
ル
の
会
計
年
度
は
毎
年
の
三
月
一
三
日
と
す
る
。
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7
　
会
費

　
　
　
上
記
三
（
b
）
（
i
）
と
（
廿
）
に
よ
っ
て
C
S
P
R
C
に
代
表
を
送
っ
て
い
る
団
体
と
組
織
は
年
次
総
会
で
決
定
さ
れ
た
年
会
費
を
一
定
期

　
　
日
ま
で
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
a
）
　
C
S
P
R
C
は
こ
の
項
で
会
費
の
額
を
固
定
し
な
い
。

　
　
（
b
）
　
C
S
P
R
C
は
あ
る
団
体
、
組
織
の
会
費
を
免
除
す
る
場
合
が
あ
る
。

　
　
（
c
）
　
C
S
P
R
C
は
、
あ
る
団
体
、
組
織
が
正
当
な
理
由
無
く
期
限
内
に
会
費
を
納
入
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
会
員
資
格
を
剥
奪
す
る
権
利
を

　
　
　
有
す
る
。

　
　
（
d
）
資
格
を
剥
奪
さ
れ
た
団
体
、
組
織
が
再
加
盟
す
る
場
合
に
は
、
通
常
の
会
費
に
加
え
て
そ
の
二
倍
の
登
録
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
い
。

　
　
8
　
解
釈

　
　
　
会
則
に
既
述
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
事
項
並
び
に
解
釈
を
要
す
る
何
ら
か
の
疑
問
点
に
つ
い
て
は
、
も
し
総
会
が
無
け
れ
ば
、
日
常
的
に
は
執

　
　
行
委
員
会
が
対
処
す
る
。

　
　
（
以
上
0
3
導
8
a
ω
ε
耳
ω
伽
℃
『
誘
ざ
巴
力
o
q
雷
二
〇
コ
O
o
5
0
F
＞
§
貸
ミ
O
§
ミ
ミ
ミ
禽
蔑
轟
」
一
9
ζ
塁
お
零
よ
り
）

（
8
）
　
O
蕃
ヨ
≦
o
o
q
ω
o
『
o
二
の
『
O
o
⊆
コ
o
F
の
》
o
試
。
。
b
S
衷
曾
ミ
§
』
の
雪
ミ
恥
讐
㌔
8
ミ
ミ
』
鳥
8
ド
ζ
餌
『
9
一
8
0
。
■

（
9
）
O
富
旨
≦
o
a
o
o
8
誘
餅
℃
冨
。
。
一
8
一
即
Φ
R
Φ
毘
9
0
0
量
。
＝
』
§
貸
ミ
O
§
蜜
ミ
ミ
Q
恥
§
西
＝
9
ζ
塁
一
8
㎝
■

　
　
種
目
と
ク
ラ
ブ
数
。
括
弧
内
は
分
母
が
こ
れ
ま
で
の
総
登
録
数
で
、
分
子
が
現
在
の
登
録
数
。

　
　
釣
り
（
0
一
2
）
　
ア
ー
チ
ェ
リ
i
（
⊥
2
）
　
陸
上
競
技
（
⊥
2
）
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
⊥
4
）
　
バ
レ
ー
（
0
一
1
）
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル

　
　
（
0
一
－
）
　
ボ
ウ
ル
ズ
（
n
一
1
4
）
　
ク
リ
ケ
ッ
ト
（
1
9
一
2
4
）
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
（
2
一
3
）
　
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
（
1
一
1
）
　
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

　
　
（
1
丁
）
　
ゴ
ル
フ
（
0
一
1
）
　
体
操
（
⊥
1
）
　
ホ
ッ
ケ
ー
一
女
子
　
（
2
一
4
）
　
ホ
ッ
ケ
ー
一
男
子
（
1
丁
）
　
ホ
ッ
ケ
ー
一
、
・
、
ッ
ク
ス

　
　
（
⊥
1
）
　
自
動
車
（
0
一
2
）
　
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
（
0
一
9
）
　
ア
ウ
ト
ド
ア
（
0
一
1
）
　
乗
馬
（
⊥
2
）
　
ラ
グ
ビ
ー
（
3
｝
3
）
　
サ
ッ
カ
ー

　
　
（
2
0
一
3
6
）
　
ス
カ
ッ
シ
ュ
　
（
0
丁
）
　
水
泳
（
2
一
2
）
卓
球
（
⊥
2
）
　
テ
ニ
ス
（
8
一
9
）
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
（
4
一
6
）
　
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
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ン
グ
（
0
丁
）
　
ヨ
ガ
・
体
力
（
0
丁
）
　
多
種
目
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
4
一
6
）
、
以
上
3
0
種
目
（
8
7
頂
）
。

参
考
文
献

＊
い
〇
一
』
讐
σ
9
2
讐
い
8
巴
＝
き
（
薫
『
葺
雪
の
富
8
ヨ
〇
三
）
誌
『
①
o
お
呂
9
凶
呂
8
ヨ
ヨ
琶
一
マ
鼠
巨
三
〇
ω
」
O
O
O
ヒ

＊
O
ぎ
§
§
＆
禽
琶
ミ
壽
討
ミ
甲
Q
鷺
ミ
讐
o
き
o
誉
ら
ミ
職
霧
ミ
o
竃
R
9
誉
鳴
切
ミ
建
窓
忠
房
ミ
鳴
の
鳴
這
誉
。
。
b
魯
ミ
書
恥
蕊
」
ω
o
δ
轟
『
ピ
。
一
－

ω
霞
。
ω
震
＜
一
8
ω
○
ヨ
8
h
訂
ヨ
≦
o
o
α
ゆ
o
『
o
g
讐
O
o
琶
。
＝
」
。
。
。
卜
。
噂
巨
讐
σ
一
雲
Φ
α
■

＊
モ
試
舞
鳴
醤
の
ミ
器
ミ
Q
溝
b
愚
o
詮
、
b
醤
為
噛
切
o
『
〇
二
の
7
0
、
0
7
四
ヨ
類
o
o
α
い
0
8
一
＝
9
P
冒
⇒
①
一
〇
8
■

＊
8
0
ミ
D
ミ
旨
9
0
議
思
ミ
8
ミ
§
島
壁
黛
爵
▽
む
「
9
§
ミ
8
鼻
刀
8
『
Φ
器
g
ζ
①
壁
ひ
Q
Φ
ヨ
①
三
9
0
后
　
い
o
轟
ま
o
『
o
仁
讐
q
三
く
Φ
邑
蔓
」
き
，

　
¢
ロ
『
網
一
〇
〇
〇
〇
，

四
　
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ

イギリスの地方自治体のスポーツ行政

　
ー
　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
・
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
①
ク
ラ
ブ
の
歴
史

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
ラ
フ
バ
ラ
市
内
の
最
大
手
の
機
械
メ
ー
カ
ー
「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
」
の
社
員
ク
ラ
ブ
と
し
て
一
九
四
八
年
に
設
立
さ
れ
た
。

ラ
フ
バ
ラ
市
郊
外
ナ
ン
パ
ン
タ
ン
通
り
添
い
の
広
大
な
地
に
、
八
面
の
コ
i
ト
で
誕
生
し
た
。
こ
の
敷
地
に
は
他
に
、
サ
ッ
カ
i
場
、
屋

外
ボ
ウ
ル
ズ
コ
ー
ト
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
社
員
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
後
敷
地
が
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
に
引
き

取
ら
れ
、
七
〇
年
代
以
降
、
一
般
市
民
の
会
員
が
増
え
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
②
現
在
の
会
員
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会
員
数
は
成
人
一
二
〇
名
、
男
女
比
は
半
々
、
平
均
年
齢
は
四
〇
歳
半
ば
で
あ
る
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
は
一
五
〇
名
で
男
女
比
は
六
対
四

で
あ
る
。
会
費
は
成
人
が
年
八
五
ポ
ン
ド
（
一
七
、
0
0
0
円
、
£
1
1
二
〇
〇
円
換
算
）
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
は
一
〇
歳
以
下
一
ニ
ポ
ン
ド
、

一
〇
ー
一
八
歳
が
一
八
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
こ
の
他
、
大
会
の
参
加
費
は
一
・
五
ポ
ン
ド
（
三
〇
〇
円
）
を
そ
の
都
度
払
い
込
む
。
会
員
の

平
均
活
動
は
週
二
回
程
度
で
あ
る
。

　
③
　
施
設

　
現
在
は
コ
ー
ト
八
面
を
有
し
、
そ
の
内
四
面
は
ナ
イ
タ
ー
照
明
付
き
の
人
工
芝
コ
ー
ト
で
あ
り
、
一
面
が
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
、
そ
し
て
三

面
が
ま
さ
に
芝
（
ロ
ー
ン
）
コ
ー
ト
で
あ
る
。
し
か
し
芝
コ
ー
ト
は
維
持
が
大
変
で
あ
る
。
こ
の
他
に
パ
ビ
リ
オ
ン
（
部
室
・
喫
茶
室
）

が
あ
り
、
こ
れ
は
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
共
用
で
あ
る
。
未
だ
、
ア
ル
コ
ー
ル
販
売
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
得
て
い
な
い
。
従
っ
て
隣
の
ボ
ウ
ル

ズ
ク
ラ
ブ
の
バ
ー
を
借
用
し
て
い
る
。

　
こ
の
八
面
の
コ
ー
ト
と
パ
ビ
リ
オ
ン
は
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
か
ら
の
借
用
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
度
の
借
用
料
と
地
方
税
共
で
、
四
、

八
三
四
ポ
ン
ド
（
九
六
六
、
八
O
O
円
）
、
約
一
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
ク
ラ
ブ
の
支
出
の
二
二
％
で
あ
る
。

　
④
ク
ラ
ブ
の
運
営

　
執
行
委
員
会
は
図
7
の
よ
う
に
、
議
長
、
書
記
、
会
計
、
ク
ラ
ブ
キ
ャ
プ
テ
ン
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
担
当
者
、
ク
ラ
ブ
発
展
部
門
担
当
者
、

社
会
的
行
事
担
当
者
、
施
設
部
門
担
当
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
執
行
委
員
会
は
年
四
回
（
一
、
四
、
七
、
一
〇
月
）
開
催
さ
れ
る
。

総
会
は
九
月
に
一
回
で
あ
る
。
今
後
、
バ
ー
部
門
、
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
部
門
、
出
版
・
報
道
部
門
そ
し
て
宣
伝
部
門
も
計
画
し
て
い
る
。

　
各
委
員
会
の
開
催
で
は
、
財
政
委
員
会
は
必
要
の
都
度
、
あ
る
い
は
年
に
三
、
四
回
行
っ
て
い
る
。

　
社
会
的
行
事
部
門
で
は
、
デ
ィ
ス
コ
等
の
イ
ベ
ン
ト
三
回
、
会
員
外
の
人
も
参
加
で
き
る
テ
ニ
ス
大
会
の
開
催
等
で
あ
る
。
ま
た
、
一

般
市
民
向
け
に
種
々
開
催
さ
れ
る
テ
ニ
ス
教
室
も
こ
の
範
疇
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
九
六
年
の
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室
に
は
春
と
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そ
し
て
社
会
的
行
事
等
の
開
催
の
上
で
、
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の

ク
ラ
ブ
も
バ
ー
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
を
悲
願
と
し
て
い
る
。

　
一
方
支
出
で
は
、
コ
ー
ト
・
パ
ビ
リ
オ
ン
の
借
用
料
と
地
方
税
で
二
二
％
、
コ
ー
チ
料
一
四
％
、
上

部
団
体
登
録
料
四
・
五
％
で
あ
る
。
そ
し
て
ボ
ー
ル
代
五
・
八
％
、
管
理
費
、
清
掃
費
等
の
人
件
費
が

そ
れ
ぞ
れ
六
・
七
％
、
一
・
九
％
で
あ
る
。
一
方
、
当
座
、
普
通
も
含
め
た
銀
行
預
金
が
三
二
％
を
占

秋
に
は
そ
れ
ぞ
れ
九
〇
名
と
六
〇
名
が
参
加
し
た
。
こ
れ
は
一
〇
時
間
で
一
七
ポ
ン
ド
（
三
四
〇
〇
円
）
で
あ
る
。
ま
た
、
本
ク
ラ
ブ
の

コ
ー
チ
が
近
辺
の
七
つ
の
学
校
ヘ
コ
ー
チ
と
し
て
招
聰
さ
れ
て
い
る
。

　
人
工
芝
の
全
天
候
型
コ
ー
ト
で
は
一
コ
ー
ト
ニ
O
O
人
（
成
人
）
規
模
が
理
想
的
で
あ
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
八
面
全
て
が
全
天

候
型
に
な
れ
ば
成
人
だ
け
で
一
六
〇
〇
人
の
会
員
ま
で
拡
大
で
き
る
。
た
だ
、
ジ
ュ
ニ
ア
は
平
日
り
昼
間
は
学
校
が
あ
っ
て
使
用
で
き
ず
、

週
末
に
集
中
す
る
た
め
に
成
人
の
活
用
と
多
く
か
ち
合
う
た
め
に
、
会
員
数
は
制
限
さ
れ
る
。

　
⑤
　
ク
ラ
ブ
の
会
計

　
一
九
九
六
年
度
会
計
の
内
訳
は
表
1
1
の
よ
う
で
あ
る
。
（
数
字
は
ポ
ン
ド
と
合
計
に
占
め
る
割
合
）

　
前
期
繰
越
金
の
占
め
る
割
合
は
一
八
％
で
あ
る
。
会
費
の
占
め
る
割
合
は
成
人
の
四
四
％
と
ジ
ュ
ニ
ア
の
一
四
％
で
、
合
計
五
八
％
お

よ
そ
六
割
で
あ
る
。
会
費
依
存
の
体
質
は
明
白
で
あ
る
。

　
コ
ー
チ
料
と
は
テ
ニ
ス
教
室
開
催
の
料
金
で
全
体
の
一
五
％
で
あ
る
が
そ
の
大
半
は
コ
ー
チ
代
に
支
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
き

出
さ
れ
る
．
ボ
ー
ル
販
売
収
益
、
訪
問
者
使
用
料
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
登
録
料
そ
し
て
試
合
参
加
料
等
も
　
”
岬
）
灘

牽
の
事
業
蔓
体
で
二
・
％
で
あ
雇
ク
多
で
い
糞
－
収
入
の
割
合
の
大
き
さ
が
撫
瓢
欄
駕
繍

か
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
バ
ー
が
ク
ラ
ブ
運
営
の
上
で
、
つ
ま
り
日
常
的
な
ク
ラ
ブ
員
の
交
流
、
　
姉
　
熱
姉
た
胎
好
麟
ル
㍗
蔽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ図7　ローンテ

　識長

毒務局長

執征委員会
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表11クラブの収支

収 入 支 出

内　　　訳 ポンド ％ 内　　　訳 ポンド ％

前期繰越金 3，955 18 ボール代 1，259

5
．
8

寄　　　　付 93
0
．
4 管理費（人件費＋） 1，464

6
．
7

トーナメント登録料 131
0
．
6

トーナメント運営費 214 1

試合参加費 587
2
．
7

コート代 3，087 14

訪問使用料 65
0
．
3

上部団体登録料 992
4
．
5

ボール販売 300
1
．
4 施設借用料・地方税 4，834 22

成人会員会費 9，603 44 清掃費 405
1
．
9

ジュニアー会員会費 2，992 14 宣伝費 409
1
．
9

コ　ー　チ　料 3，217 15 コート予約費 ll1
0
．
5

ウインブルドン切符 580
2
．
6 ウインブルドン切符 580

2
．
6

利　　　　息 211 1 雑費 139
0
．
6

電　　話　　代 93
0
．
4

電話代 209 1
維持費・備品費 680

3
．
1

後援費 100
0
．
5

保険料 282
1
．
3

小計 14，763 68

当座預金 5，765

普通預金 1，299

合　　　計 21，827 合計 21，827

め
る
か
ら
、
財
政
的
に
は
安
定
し
て
い
る
と
言
え
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
0

う
。

⑥
自
治
体
と
の
関
係

　
レ
ス
タ
ー
県
に
は
五
五
の
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
有
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
コ
ー
ト
を
所
有
し
、
そ
の
他
大
学
を
は

じ
め
と
す
る
九
ヵ
所
の
機
関
が
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
所

有
し
て
い
る
。
こ
の
ラ
フ
バ
ラ
市
を
本
拠
と
す
る
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
は
五
つ
存
在
す
る
。
こ
の
チ
ャ
ー
ン
ウ

ッ
ド
・
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
は
そ
の
内
の
一
つ
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
県
あ
る
い
は
郡
か
ら
の
援
助

を
得
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ

ド
・
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
場
合
、
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
八
面
と
パ
ビ
リ
オ
ン
の
借
用
を
受
け
て
い
る
。

議
長
の
カ
ッ
タ
ー
氏
に
よ
れ
ば
も
う
少
し
何
ら
か

の
援
助
を
期
待
し
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
施
設
を

年
問
約
一
〇
〇
万
円
で
の
借
用
が
高
い
か
、
安
い
か

は
イ
ギ
リ
ス
の
中
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
実
状
か
ら
言
え
ば
、
夢
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。



　
こ
の
ク
ラ
ブ
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
販
売
の
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
を
目
的
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
バ
ー
の
設
置
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
ク

ラ
ブ
の
活
動
の
拡
大
、
社
会
的
行
事
の
開
催
に
よ
る
収
益
の
拡
大
も
考
え
ら
れ
る
。

（一

九
八
年
二
月
一
三
日
、
ラ
フ
バ
ラ
大
学
室
内
テ
ニ
ス
場
会
議
室
で
、
議
長
デ
レ
ッ
ク
・
カ
ッ
タ
ー
氏
U
角
無
0
5
酔
R
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
ク
ラ
ブ
の
関
連
資
料
か
ら
。
）

イギリスの地方自治体のスポーツ行政

　
2
　
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
・
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
ク
ラ
ブ

　
①
ボ
ウ
ル
ズ
に
つ
い
て

　
ボ
ウ
ル
ズ
と
は
現
在
、
芝
生
な
い
し
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ペ
ッ
ト
上
で
、
約
三
五
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
白
球
に
多
少
の
歪
み
を
つ
け
た
ボ
ウ
ル

を
転
が
し
、
ニ
チ
ー
ム
が
駆
け
引
き
を
交
え
て
、
白
球
か
ら
の
距
離
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
相
手
チ
ー
ム
の
ボ
ウ
ル
を
は
じ
き
飛
ば
し

た
り
、
自
分
の
チ
ー
ム
の
ボ
ウ
ル
で
ガ
ー
ド
し
て
相
手
の
ボ
ウ
ル
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
戦
術
が
楽
し
ま
れ
る
。
運
動
量

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
微
妙
な
ボ
ウ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
戦
術
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
魅
力
で
あ
り
、
高
齢
者
の
健
康
、
社
会
的
参
加

に
と
っ
て
貴
重
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
ボ
ウ
ル
ズ
の
起
源
は
四
〇
〇
〇
年
前
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
宮
廷
で
の
ボ
ー
ル
転
が
し
に
始
ま
っ
た
。
古
代
ロ
ー
マ
で
は
シ
ー

ザ
ー
も
楽
し
ん
だ
と
言
わ
れ
、
そ
れ
は
、
ω
0
8
凶
①
．
と
呼
ば
れ
て
今
日
ま
で
イ
タ
リ
ー
に
存
在
す
る
。

　
ボ
ウ
ル
ズ
は
一
〇
世
紀
頃
に
ロ
ー
マ
人
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
伝
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
広
く
楽
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

イ
タ
リ
ア
語
の
．
ω
三
『
．
（
泡
）
か
ら
ボ
ウ
リ
ン
グ
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
約
三
〇
〇
年
経
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
最
初
の
イ
ギ
リ
ス
の
ク
ラ
ブ
は
一
二
九
九
年
に
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
に
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
存
し
、
昔
か
ら
の
芝
生
で
今

な
お
行
わ
れ
て
い
る
。
当
時
以
降
、
貴
族
の
楽
し
み
と
さ
れ
て
き
た
。
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ボ
ウ
ル
は
元
々
は
石
で
作
ら
れ
た
が
、
一
四
〇
〇
年
代
に
木
に
な
り
、
一
六
世
紀
に
、
ボ
ウ
ル
の
一
方
に
金
属
が
組
み
込
ま
れ
、
ボ
ウ

ル
自
体
に
バ
イ
ア
ス
が
掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で
は
世
界
で
二
〇
〇
万
人
以
上
の
人
が
楽
し
ん
で
い
る
。

　
②
ク
ラ
ブ
の
歴
史

　
こ
の
ラ
フ
バ
ラ
地
域
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
ク
ラ
ブ
（
有
限
会
社
）
が
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
。
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
セ
ン
タ

ー
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
冬
期
も
含
め
て
通
年
で
行
え
て
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
意
義
の
あ
る

施
設
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
願
望
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
き
た
。
一
九
七
〇
年
に
郡
労
働
党
が
提
起
し
た
ス
ポ
ー
ツ
．
レ
ジ
ャ
ー
施
設
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

要
求
の
中
に
も
こ
の
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
セ
ン
タ
ー
は
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
現
実
化
す
る
機
会
が
な
く
、
一
九
七
四
年
に
レ
ジ
ャ

ー
セ
ン
タ
i
（
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
）
が
出
来
た
と
き
に
も
話
は
出
た
が
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
イ
ー
ス
ト
、
・
、
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
！
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
の
ス
ポ
ー
ッ
政
策
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
施
設
の
欠
乏
を
認
識
し
て
い
た
。

　
当
時
ラ
フ
バ
ラ
大
学
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
学
科
の
教
員
で
あ
っ
た
J
・
ジ
ェ
フ
ァ
リ
i
氏
は
専
門
性
を
生
か
し
て

「
ラ
フ
バ
ラ
に
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
の
施
設
を
」
と
い
う
小
論
文
を
書
き
、
設
立
の
条
件
等
を
検
討
し
、
多
方
面
に
働
き
か
け
た
。
当
時
、

イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
も
各
自
治
体
に
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
援
助
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け

て
い
た
。
ま
た
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
議
会
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
政
策
も
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
の
需
要
が
大
き
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
、
一
九
八
八
年
四
月
の
郡
議
会
で
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
つ
い
に
承
認
さ
れ
た
。
九
〇
年
三
月
二
六
日
に

開
館
さ
れ
、
そ
の
四
月
二
四
日
に
は
ダ
イ
ア
ナ
妃
を
迎
え
て
記
念
式
典
を
行
っ
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
・
イ

ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
ク
ラ
ブ
を
有
限
会
社
と
し
て
設
立
し
、
そ
の
経
営
と
い
う
方
式
を
採
っ
た
。
（
隣
の
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
県
ラ
ッ
シ
ュ
ク

リ
フ
郡
の
目
治
体
経
営
と
は
大
き
く
異
な
る
。
）
郡
か
ら
毎
年
一
〇
、
O
O
O
ポ
ン
ド
（
二
〇
〇
万
円
、
£
H
二
〇
〇
円
）
の
借
用
料
で

一
二
五
年
の
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
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一
リ
ン
ク
は
縦
×
横
そ
れ
ぞ
れ
約
三
七
×
四
・
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
こ
の
ク
ラ
ブ
は
八
リ
ン
ク
あ
り
、
リ
ン
ク
だ
け
で
約
三
七
×

三
七
メ
ー
ト
ル
平
方
の
広
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
横
に
は
三
〇
〇
人
収
容
の
バ
ー
付
き
ラ
ウ
ン
ジ
が
あ
る
。
こ
こ
は
郡
の
レ
ジ
ャ
ー
（
ス

ポ
ー
ツ
）
セ
ン
タ
ー
と
隣
接
し
て
お
り
、
約
二
〇
〇
台
の
駐
車
場
は
共
用
で
あ
る
。

　
③
　
ク
ラ
ブ
の
構
成
と
運
営

　
ク
ラ
ブ
の
組
織
は
以
下
の
図
8
の
通
り
。

　
現
在
の
会
員
は
七
六
〇
名
で
、
男
女
比
は
三
”
二
で
あ
る
。
ラ
フ
バ
ラ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
ク
ラ
ブ
の
大
半
が
男
性
で
あ
る
の
に

比
べ
れ
ば
、
こ
の
比
率
は
「
良
好
」
（
ジ
ェ
フ
ァ
リ
ー
氏
）
で
あ
る
。
平
均
年
齢
は
六
〇
歳
代
後
半
で

あ
り
、
最
高
齢
は
九
三
歳
の
男
性
で
週
三
回
程
度
の
競
技
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　
こ
こ
は
八
リ
ン
ク
で
あ
り
、
一
リ
ン
ク
の
平
均
は
九
五
名
で
あ
る
。
経
営
的
に
考
え
れ
ば
、
一
リ
ン

ク
一
二
〇
名
程
度
が
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

　
会
員
の
練
習
時
間
は
週
に
三
－
四
回
で
あ
る
。
会
費
は
年
三
八
ポ
ン
ド
（
七
六
〇
〇
円
）
で
あ
る
。
　
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組

一
回
の
使
用
料
は
一
名
ニ
ポ
ン
ド
（
二
時
間
）
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
刀

　
運
営
、
経
営
に
参
加
す
る
の
は
全
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
週
間
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
大
会
が
組
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ー
ズ
ン
の
大
会
も
あ
る
。
か
な
図

り
広
い
ラ
ウ
ン
ジ
は
会
員
外
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
行
事
、
結
婚
式
、
誕
生
会
、
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
等
の
為
に
貸
し
出
し
、
資
金
源
と
し
て
い
る
。

　
組
織
の
構
成
は
図
8
の
よ
う
に
、
執
行
委
員
会
の
下
に
経
営
委
員
会
が
あ
り
、
男
性
部
、
女
性
部
、

施
設
部
そ
し
て
社
会
事
業
部
の
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

執行委口会1茄e　Board）16

営委q会（Management　Commlttee）

男性部17　　　女性部14　　　　施設14

en『sClub　　LadLesIClub　　reensCommitte

　　　社会4喋部

oqa1＆Entertamment
　　CommlUee

子ども部

umor
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表12　クラブ設立の資金（数字はポンド£）

援　　助　　者 補　助　金　　　　ローン　　当座貸切施設

チャーンウッド郡議会 50，000　　　200，000

EMスポーッカウンシル 20，000　　　10，000

レスター県議会 20，000

アンセルズ（醸造会社） 90，000

ネットウェスト銀行 120，000

個人ローン 75，000

ボ　ウ　ラ　ー 現在　90，100（目標125，000）

合　　　計 180，100　　　375，000

　
な
ぜ
有
限
会
社
と
し
た
か
は
明
確
で
な
い
が
、
ラ
フ
バ
ラ
・
ア
ウ
ト
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
ク
ラ
ブ

も
以
前
か
ら
有
限
会
社
組
織
と
し
て
来
た
事
と
の
関
連
が
あ
ろ
う
。

　
④
ク
ラ
ブ
の
会
計

　
こ
の
ク
ラ
ブ
の
設
立
は
表
1
2
の
よ
う
な
資
金
援
助
に
よ
っ
て
施
設
を
建
設
し
、
開
始
さ
れ
た
。

　
補
助
金
は
ボ
ウ
ラ
ー
か
ら
の
寄
付
も
含
め
て
一
八
O
、
一
〇
〇
ポ
ン
ド
（
三
六
〇
二
万
円
）

と
ロ
ー
ン
三
七
五
、
O
O
O
ポ
ン
ド
（
七
五
〇
〇
万
円
）
で
あ
る
。
特
に
ボ
ウ
ラ
ー
か
ら
の
寄

付
金
は
、
ク
ラ
ブ
と
し
て
多
く
の
行
事
を
開
い
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
販
売
活
動
を
行
な
っ
て
収

益
金
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
九
四
年
度
の
会
計
は
表
1
3
の
通
り
で
あ
る
。

　
こ
の
年
の
赤
字
は
一
一
、
九
二
六
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
累
積
赤
字
は
九
五
、
四
三
八
ポ
ン
ド
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ク
ラ
ブ
の
収
入
を
見
る
と
、
三
〇
・
八
％
で
バ
i
収
入
が
あ
る
。
そ
の
諸
経
費
を
差
し

引
い
て
も
一
五
、
八
八
O
ポ
ン
ド
（
約
三
二
〇
万
円
、
£
⊥
一
〇
〇
円
）
で
あ
る
か
ら
、
か
な

り
の
収
入
源
で
あ
る
。
こ
の
バ
ー
は
ラ
ウ
ン
ジ
に
設
置
さ
れ
、
練
習
や
試
合
後
、
あ
る
い
は
ラ

ウ
ン
ジ
で
の
諸
行
事
の
時
に
活
用
さ
れ
る
。
バ
ー
設
置
の
ラ
イ
セ
ン
ス
が
と
れ
る
か
ど
う
か
は
、

ク
ラ
ブ
運
営
の
収
入
面
で
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
有
す
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
そ
こ
で

の
交
流
に
と
っ
て
も
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
場
と
な
る
。
従
っ
て
、
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
バ
i

設
置
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
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　　　　　　　　　　　　　表13クラブ収支

収 入 支 出

内　　　訳

額
（
£
）

割合
％） 内　　　訳

額
（
£
）

割合
％）

バー，自動販売機 35，858 30．8 バー，自動販売機経費 19，978 15．5

その他の諸販売 221
0
．
2

諸販売経費 95
0
．
1

クラブ加入金 1，043

0
．
9

メンバー借入金返済 908
0
．
7

メンバー会費 11，804 10．1 賃金・保険 14，288 1L1

メンバーの寄付 566
0
．
5

旅　　　　費 1，090

0
．
8

基　金　募　集 5，749
4
．
9

電　　話　　代 1，046

0
．
8

リンク貸料 8，935
7
．
7

宣　　伝　　料 L399
1
．
1

ボウル貸料 308
0
．
3

印刷費・文具代 476
0
．
4

ラウンジ貸料 2，276 2 修理費・改善費 3，617

2
．
8

競技会参加費 21，787 18．7 バー認可料 508
0
．
4

リーグ戦開催収入 43，750 37．5 設備借用料 555
0
．
4

政府補助金（据置分） 1，800
1
．
5

保　　　　険 1，944
1
．
5

ゲームマシーン残金 1，146 1 土地借用料 10，000

7
．
8

他の雑収入 1，393 L2 地方税と上下水道費 689
0
．
5

光　　熱　　費 10，016

7
．
8

全国連盟登録料 1，468
1
．
1

トロフイー代 1，107
0
．
9

雑　　支　　出 1，323

1
．
1

銀行経費 4，002

3
．
1

銀行返　済 5，935
4
．
6

ローン返済 33β87 26．0

弁護士顧問料 5，885
4
．
6

会計士顧問料 2，500 L9

固定資産減価償却 26，346 20．5

合　　　　計 116，563 合　　　　計 128，489

収入116，563一支出128，489＝一11，926（赤字）
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会
費
の
占
め
る
割
合
は
一
〇
％
強
で
あ
る
。
相
対
的
に
は
低
い
。
そ
の
か
わ
り
、
大
会
開
催
等
の
行
事
費
・
リ
ン
ク
等
の
貸
料
が
合
計

で
七
一
％
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
ク
ラ
ブ
は
会
費
は
比
較
的
安
い
が
、
毎
回
の
練
習
、
競
技
会
参
加
の
毎
に
使
用
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
典
型
的
な
行
事
型
で
あ
る
。

　
支
出
で
見
る
と
、
先
ず
銀
行
と
・
ー
ン
の
返
済
で
三
〇
％
で
あ
り
、
か
な
り
大
き
な
比
率
を
示
し
て
い
る
。
バ
ー
、
自
動
販
売
機
の
諸

経
費
は
一
五
％
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
原
料
な
ど
の
仕
入
れ
代
で
あ
り
、
先
の
よ
う
に
一
定
の
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
だ
け

の
土
地
の
使
用
料
が
一
〇
、
O
O
O
ポ
ン
ド
（
二
〇
〇
万
円
）
、
七
・
八
％
で
あ
る
か
ら
、
相
対
的
に
は
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
固
定
資
産
減
価
償
却
と
し
て
二
〇
・
五
％
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
会
計
法
上
の
処
理
方
法
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
当
年
度
の
収
支
は
一
一
、
九
二
六
ポ
ン
ド
（
二
三
四
万
円
）
の
赤
字
で
あ
る
。
ま
た
、
九
〇
年
か
ら
の
累
積
赤
字
は
九
五
、

四
三
八
ポ
ン
ド
（
約
一
九
〇
九
万
円
）
で
あ
る
。
こ
れ
が
会
計
上
い
か
な
る
処
理
を
す
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　
⑤
　
目
治
体
と
の
関
連

　
以
上
の
よ
う
に
、
自
治
体
（
レ
ス
タ
ー
県
、
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
）
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
（
国
）
の
補
助
金
、
ロ
ー
ン
の
助
け
を

借
り
て
立
派
な
施
設
が
誕
生
し
た
。
そ
し
て
年
二
〇
〇
万
円
と
い
う
相
対
的
に
は
安
い
使
用
料
で
一
二
五
年
間
の
土
地
使
用
が
契
約
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
て
自
治
体
の
ほ
ぼ
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
下
に
成
立
し
た
。

　
⑥
こ
の
ク
ラ
ブ
の
意
義

　
会
費
収
入
が
未
だ
少
な
い
こ
と
か
ら
、
会
員
拡
大
を
目
指
す
。
一
リ
ン
ク
一
二
〇
名
を
理
想
と
し
て
お
り
、
現
在
は
九
五
名
で
あ
る
か

ら
、
一
リ
ン
ク
あ
と
二
五
名
、
八
リ
ン
ク
で
二
〇
〇
名
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
現
在
の
七
六
〇
名
と
併
せ
て
、
約
一
〇
〇
〇
名
弱
の
ク
ラ

ブ
の
誕
生
と
な
り
、
経
営
的
に
は
い
っ
そ
う
安
定
す
る
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
協
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
一
リ
ン
ク

平
均
値
で
一
二
〇
名
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
か
な
り
あ
り
、
経
営
的
に
は
確
立
を
し
て
い
る
。
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イギリスの地方自治体のスポーッ行政

　
高
齢
社
会
の
中
で
、
高
齢
者
を
多
数
組
織
し
て
い
る
こ
う
し
た
ボ
ウ
ル
ズ
ク
ラ
ブ
の

存
在
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
と
も
す
れ
ば
室
内
に
籠
も
り
、
心
身
の
健
康
に
マ
イ

ナ
ス
な
影
響
が
大
き
い
こ
の
人
達
が
、
こ
う
し
た
ボ
ウ
ル
ズ
に
よ
っ
て
社
会
参
加
を
果

た
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
⑦
高
齢
社
会
対
策
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ

　
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
の
高
齢
化
も
進
み
、
健
康
対
策
か
ら
も
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加

促
進
は
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
施
策
に
と
っ
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
。
図

9
に
見
る
よ
う
に
例
え
ば
八
七
年
か
ら
九
〇
年
の
間
に
も
、
全
年
齢
の
一
ヶ
月
の
ス
ポ

ー
ッ
参
加
は
平
均
で
六
一
％
か
ら
六
五
％
へ
上
昇
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
四
五
－
五

九
歳
は
五
六
％
か
ら
六
三
％
へ
七
％
、
六
〇
ー
六
九
歳
は
四
七
％
か
ら
五
四
銘
へ
七
％
、

そ
し
て
七
〇
歳
以
上
で
は
二
六
％
か
ら
一
三
％
へ
五
％
の
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
四
四
歳
ま
で
の
伸
び
に
比
較
す
る
と
い
ず
れ
も
高
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

間
の
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
進
め
て
き
た
政
策
が
一
定
の
成
功
を
収
め
た
結
果
を
反

　
　
　
（
3
）

映
し
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
は
、
施
設
建
設
に
伴
っ
て
急
速
に
普
及
し
て
き
た
。

図
H
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ラ
ー
の
特
性
が
分
か
る
。
先
ず
参
加
時
間
で
は
六
〇

歳
以
上
が
ダ
ン
ト
ツ
で
多
く
、
午
前
と
午
後
の
参
加
は
他
年
齢
層
に
比
べ
て
圧
倒
的
に

多
く
、
夜
も
四
〇
1
五
九
歳
代
と
匹
敵
す
る
。
そ
し
て
参
加
頻
度
で
は
、
週
三
回
以
上
、

図9　年齢グループによるスポーツ参加状況、1987年と1990年

100

80

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60　駅
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31
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　Figure2．2。
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週
二
回
も
六
〇
歳
以
上
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
し
て
参
加
理
由
で
は
、
「
人
的
交
流
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
「
面
白
さ
・
リ
ラ
ッ

ク
ス
」
「
競
技
」
そ
し
て
「
運
動
」
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
か
ら
、
イ
ン
ド
ア
ボ
ウ
ル
ズ
は
高
齢
者
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

（
1
）
　
切
◎
『
o
爵
『
0
8
目
＝
o
h
一
〇
⊆
閃
『
σ
o
『
o
ロ
讐
、
ミ
き
ミ
8
（
国
の
痘
8
ω
O
o
ヨ
ヨ
葺
①
①
）
」
雪
ρ
介
o
o
’

（
2
）
刀
。
咀
o
轟
一
〇
〇
…
。
一
＝
o
『
の
8
耳
四
＆
カ
8
『
8
け
一
〇
P
等
ミ
§
諾
誉
噛
留
o
蔑
§
儀
ぎ
雲
“
§
帖
§
旨
罫
。
寒
象
ミ
ミ
§
駐
－
§
＞
o
職
§

　
ミ
§
、
ミ
ミ
o
o
δ
も
硫
」
ζ
貰
一
〇
〇
〇
〇
。
曽
巳
9

（
3
）
　
参
考
に
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
を
見
る
と
、
内
閣
総
理
大
臣
官
房
広
報
室
の
九
八
年
度
に
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
一
年
間
に
行
っ
た
」

割
合
は
二
〇
歳
代
か
ら
七
〇
歳
以
上
を
す
べ
て
含
め
て
平
均
で
七
丁
七
％
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
六
五
％
前
後
を
行
き
来
し
て
い
た
状
態
か
ら
は
今

　
回
は
「
飛
躍
的
に
上
昇
」
し
た
。
そ
れ
で
も
過
去
コ
年
間
」
の
経
験
で
あ
る
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
一
ヶ
月
」
の
実
態
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
低

　
い
水
準
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
因
み
に
各
年
齢
層
の
一
年
間
の
参
加
割
合
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
二
〇
1
二
九
歳
（
八
一
・
六
％
）
、

三
〇
1
三
九
歳
（
八
二
・
六
％
）
、
四
〇
1
四
九
歳
（
七
九
％
）
、
五
〇
1
五
九
歳
（
六
九
％
）
、
六
〇
ー
六
九
歳
（
六
〇
・
二
％
）
、
七
〇
歳
以
上

　
（
五
三
・
九
％
）
で
あ
る
。
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イギリスの地方自治体のスポーッ行政

　
（
以
上
は
一
九
九
八
年
二
月
二
日
、
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
・
イ
ン
ド
ア

ボ
ウ
ル
ズ
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
前
会
長
J
・
ジ
ェ
フ
ァ
リ
ー
氏
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
資
料
に
よ
る
。
）

　
5
　
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
関
係

　
以
上
、
い
く
つ
か
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
事
例
的
に
紹
介
し

た
。
こ
こ
で
自
治
体
の
ス
ポ
ー
ッ
政
策
の
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
と

の
関
係
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
政

策
を
見
る
場
合
、
一
般
的
に
三
つ
の
主
体
が
指
摘
さ
れ
る
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
（
行
政
）
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
i
（
自
主
サ
ー
ク
ル
）
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
（
私
企
業
）
で
あ
る
。
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
は
こ
の
場
合
ボ
ラ

ン
タ
リ
ー
の
中
に
括
ら
れ
る
。
こ
の
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
は
ア
マ

チ
ュ
ア
組
織
で
あ
る
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
擁
す
る
の
は
特
別

な
ク
ラ
ブ
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
：
に
は
含
ま
れ
な
い
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
大
半

が
何
ら
か
の
国
や
自
治
体
の
援
助
を
得
て
、
存
立
し
活
動
し
て
い
る

こ
と
を
先
ず
前
提
に
置
い
て
お
き
た
い
。

　
そ
の
上
で
第
一
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
各
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ

図10　インドアボウラーの特徴
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政
策
が
地
域
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
発
展
を
視
野
に
入
れ
て
立
案
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
基
礎
は
、
ス

ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
形
成
に
あ
る
こ
と
を
前
提
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
が
形
成
さ
れ
、
活
動
で
き
る
か
ど
う
か
は
先
ず
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
存
在
が
前
提
と
な
る
。
そ
の
た
め

に
公
共
施
設
建
設
を
先
行
さ
せ
て
き
た
。

　
第
三
に
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
ヘ
の
自
治
体
か
ら
の
補
助
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ク
ラ
ブ
か
ら
も
、
自
治
体
へ
の
要
求
や
各
種
の
補
助

金
が
積
極
的
に
申
請
で
き
る
。
従
っ
て
、
ク
ラ
ブ
財
政
に
し
め
る
目
治
体
か
ら
の
補
助
の
位
置
、
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

　
第
四
に
、
特
に
最
近
は
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
（
補
論
3
）
の
よ
う
な
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
の
為
に
、
地
域
で
の
子

ど
も
ス
ポ
ー
ツ
の
組
織
化
、
そ
し
て
学
校
の
教
科
体
育
や
部
活
動
へ
の
援
助
・
協
力
を
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
に
要
請
し
、
学
校
と
地
域

ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
と
っ
て
も
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
は
中
心

的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
五
に
、
行
政
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
立
案
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
な
い
し
そ
の
代
表
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

連
盟
の
代
表
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
を
追
求
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ

ウ
ン
シ
ル
」
を
通
じ
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
地
域
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
要
求
が
行
政
に
反
映
さ
れ
、
ま
た
地
域
と
し
て
の

必
要
性
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
最
後
に
指
摘
さ
れ
る
べ
き
事
は
、
こ
れ
だ
け
の
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
未
だ
連
盟
に
登
録
せ
ず
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
カ

ウ
ン
シ
ル
」
に
意
見
を
反
映
で
き
な
い
ク
ラ
ブ
が
多
数
存
在
す
る
。
こ
の
点
は
イ
ギ
リ
ス
で
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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補
論
3
　
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
－
学
校
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
連
携
1

　
本
誌
3
5
号
で
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
各
論
と
し
て
「
イ
ギ
リ
ス
の
部
活
動
」
を
掲
載
し
た
。

る
。
本
章
は
そ
れ
と
関
わ
る
が
、
「
補
論
3
」
と
し
て
位
置
付
け
た
い
。

そ
れ
は
「
補
論
2
」
と
し
て
の
位
置
付
け
で
あ

イギリスの地方自治体のスポーッ行政

、
1
　
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
の
導
入

　
一
九
九
三
年
三
月
、
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
は
若
者
と
ス
ポ
ー
ツ
の
戦
略
（
『
若
者
と
ス
ポ
ー
ツ
一
政
策
と
活
動
の
枠
組
』
）
を
出
版
し

た
。
そ
こ
で
の
課
題
は
全
国
的
に
承
認
さ
れ
た
政
策
目
的
と
一
連
の
「
活
動
の
枠
」
の
設
定
を
求
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
現
在
、
政
府
の

政
策
『
ス
ポ
ー
ツ
一
ゲ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
よ
う
』
（
一
九
九
五
）
に
照
ら
し
て
、
別
々
の
組
織
や
諸
個
人
が
若
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
に
、

学
校
と
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
の
発
展
の
た
め
に
、
彼
ら
の
潜
在
的
役
割
を
描
き
出
す
た
め
の
一
連
の
施
策
を
立
て
、
予
算
を

組
ん
だ
。
こ
れ
が
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
（
Z
呂
o
畠
こ
一
き
δ
『
ω
8
耳
勺
δ
ひ
q
毒
ヨ
日
Φ
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
学
校
が
子
ど

も
の
ス
ポ
ー
ツ
と
の
出
会
い
に
と
っ
て
、
そ
し
て
生
涯
学
習
へ
の
発
展
に
と
っ
て
主
要
で
、
決
定
的
に
重
要
な
場
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に

し
て
い
る
。

　
青
少
年
（
五
－
一
八
歳
）
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
よ
う
と
し
て
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
の
レ
ジ
ャ
ー
部
門
や
教
育
委
員
会
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
計
画
と
情
報
の
基
本
的
な
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
。
個
々
の
学
校
、
地
域
グ
ル
ー
プ
、
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
等
の
詳
細
な
情
報
は
こ
れ
ら
の
機
関
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る
。

　
そ
の
背
景
と
特
徴
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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①
学
校
改
革
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
下
、
教
科
体
育
に
関
し
て
は
半
数
の
学
校
が
週
二
時
間
の
授
業
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
、

部
活
動
で
は
四
割
弱
の
生
徒
し
か
参
加
し
て
お
ら
ず
、
し
か
も
週
一
回
が
多
く
、
政
府
案
で
も
週
四
時
問
を
目
標
と
し
て
提
起
せ
ざ
る
を

え
な
い
よ
う
な
厳
し
い
実
態
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
学
校
ス
ポ
ー
ツ
を
軸
と
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
全
体
の
振
興
を
ね
ら
っ
て
、
『
ス

ポ
ー
ツ
一
ゲ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
よ
う
』
（
一
九
九
五
）
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
具
体
化
の
一
環
と
し
て
、
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ッ
計

画
」
が
出
さ
れ
た
。
し
か
も
多
く
の
企
画
を
も
っ
て
、
教
科
体
育
や
部
活
動
の
現
状
を
評
価
し
、
新
た
な
発
展
の
視
点
と
そ
の
た
め
の
援

助
体
制
を
提
起
し
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
振
興
と
し
て
の
側
面
ば
か
り
で
な
く
、
学
校
の
経
営
状
況
の
視
点
か
ら
も
見
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
単
な
る
教
育
行
政
レ
ベ
ル
か
ら
の
資
金
や
掛
け
声
だ
け
で
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
維
持
、
充
実
が
余
り
期
待
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
財
政
的
な
援
助
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
施
策
は
学
校
に
と
っ
て
も
大
い
に
魅
力
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
学
校
経
営
か
ら
見
れ
ば
学
校
ス
ポ
ー
ツ
そ
れ
自
体
は
あ
ま
り
魅
力
が
無
く
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
方
針
だ
け
で
は
実

効
が
あ
が
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
補
助
金
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
が
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
で
あ
る
。

　
②
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
に
統
合
さ
れ
て
、
学
校
の
教
科
体
育
や
部
活
動
そ
れ
自
体
の
発
展
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
！
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

賞
」
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ク
金
賞
」
（
E
S
C
、
B
A
A
L
P
E
、
P
E
A
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
関
わ
る
教
師
の
力
量
ア
ッ
プ
の
た
め
に
「
教

師
の
た
め
の
コ
ー
チ
ン
グ
」
（
E
S
C
、
N
C
F
）
が
あ
る
。
そ
し
て
学
校
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
ス
ポ
ー
ツ
と
の
連
携
を
強
め
る
た
め
の
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」
（
E
S
C
）
が
あ
る
。
そ
の
地
域
連
携
の
た
め
の
学
校
施
設
の
充
実
は
「
学
校
で
の
地
域
ス
ポ
ー
ッ
推
進
」
（
E
S

C
、
L
S
F
）
が
対
応
す
る
。
こ
れ
ら
は
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
を
中
心
に
、
関
連
諸
機
関
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
、
広
く
深
く
推
進
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
③
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
は
学
校
教
育
に
は
余
り
「
深
入
り
」
し
な
か
っ
た
が
、
『
ス
ポ
ー
ツ
一
ゲ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
よ
う
』
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辺
り
か
ら
、
む
し
ろ
地
域
ク
ラ
プ
と
の
連
携
を
積
極
的
に
取
り
、
学
校
の
体
育
の
授
業
や
部
活
動
を
積
極
的
に
、
き
つ
い
表
現
が
許
さ
れ

る
な
ら
ば
「
介
入
」
に
近
い
ま
で
の
支
援
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
後
の
諸
計
画
を
見
れ
ば
容
易
に
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。
と
同

時
に
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
ク
ラ
ブ
ヘ
の
参
加
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
！
ツ
要
求
に
い
か
に

学
校
（
教
科
体
育
と
部
活
動
）
が
対
応
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
地
域
ク
ラ
ブ
の
支
援
が
必
須
な
こ
と
、

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
地
域
ク
ラ
ブ
ヘ
の
参
加
自
体
を
も
促
進
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
④
日
本
の
部
活
動
に
関
わ
っ
て
も
「
学
校
と
地
域
の
連
携
」
あ
る
い
は
地
域
と
し
て
の
社
会
体
育
へ
の
移
行
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
イ

ギ
リ
ス
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
は
抽
象
的
な
地
域
は
存
在
せ
ず
、
実
質
的
に
は
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

存
在
の
有
無
が
事
を
決
定
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
日
本
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
、
こ
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
確
固
と
し
た
存
在
を
背
景

に
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
地
域
の
受
け
皿
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
コ
ー
チ
、

ス
ポ
ー
ツ
連
盟
、
学
校
ス
ポ
ー
ッ
協
会
、
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
i
、
ア
ウ
ト
ド
ア
教
育
・
活
動
セ
ン
タ
i
、
商
業
施
設
、
そ
の
他
地
域
グ
ル

ー
プ
．
青
少
年
グ
ル
ー
プ
等
が
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
こ
の
点
を
曖
昧
に
し
て
連
携
を
論
じ
る
と
抽
象

論
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
。

　
⑤
さ
ら
に
、
そ
の
連
携
の
促
進
の
上
で
も
、
中
心
と
な
る
の
は
学
校
で
あ
り
教
師
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
「
教

師
は
い
か
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
お
い
て
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
べ
き
で
あ
り
、
外
部
コ
ー
チ
を
招
聰
す
る
場
合
に
は
、
彼
ら

の
役
割
は
教
師
へ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
教
師
の
代
替
者
で
は
な
い
」
（
∪
8
碧
冒
①
旨
o
貼
臣
＝
8
け
一
9
目
O
ω
巳
雪
8
㌔
ξ
。
っ
魯
ミ
肉
寧

§
＆
帖
§
さ
、
轟
題
黛
墨
9
ミ
げ
ミ
貸
ミ
ミ
＆
鷺
貰
お
o
。
O
）
と
の
記
述
は
「
補
論
2
」
で
も
詳
述
し
た
よ
う
に
、
学
校
と
地
域
の
連
携
の

教
訓
の
下
で
の
指
摘
で
あ
る
。

　
⑥
日
本
で
は
、
学
校
へ
の
「
外
部
指
導
者
」
の
導
入
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
個
々
の
教
育
委
員
会
レ
ベ
ル
の
施
策
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
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し
か
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
教
育
委
員
会
よ
り
は
む
し
ろ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
、
学
校
を
も
巻
き
込
ん

で
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
視
野
に
入
れ
て
、
学
校
と
地
域
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
、
そ
こ
に
教
育
委
員
会
、
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
等
の
関
連
団
体
の
役
割
と
協
力
関
係
を
明
確
に
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
し
か
も
予
算
も
執
行
し
て
い
る
。

（
1
）

尚
、
こ
の
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
に
参
画
し
、
連
携
し
て
い
る
組
織
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
（
国
ω
O
一
国
づ
範
一
鴇
ω
℃
R
房
O
o
仁
コ
o
＝
）

・
全
英
体
育
講
師
協
会
（
ω
＞
＞
［
℃
日
叩
三
撃
＞
器
0
9
曳
一
〇
コ
9
＞
α
≦
8
鵠
雪
α
冨
o
ε
お
冴
h
9
℃
ξ
巴
8
一
国
O
仁
8
ぎ
ロ
）

・
英
国
体
育
評
議
会
（
卑
三
昌
0
2
8
鵠
9
℃
『
＜
の
【
8
一
国
警
8
自
曾
）

・
全
国
体
育
教
育
協
会
（
℃
国
＞
d
囚
n
℃
ξ
。
。
8
巴
国
3
g
二
8
＞
鶉
8
翼
一
g
¢
三
＄
α
囚
ぎ
管
o
ヨ
）

・
身
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
央
評
議
会
（
O
O
勺
顕
O
Φ
三
邑
0
2
ま
一
＝
o
『
写
蕩
8
巴
幻
o
o
お
呂
9
）

・
障
害
者
諸
団
体
（
∪
の
紹
σ
三
蔓
○
彪
き
一
臣
二
9
の
）

・
諸
教
育
委
員
会
と
学
校
（
国
身
8
二
曾
＞
5
ぎ
葺
お
ω
山
区
ω
9
8
色

・
ス
ポ
ー
ッ
連
盟
（
O
O
＜
o
ヨ
ぎ
頒
ゆ
O
良
窃
9
ω
8
降
ω
）

・
地
方
自
治
体
（
い
＞
”
一
8
巴
＞
二
浮
e
三
8
）

・
全
国
コ
ー
チ
ン
グ
財
団
（
Z
O
つ
Z
呂
9
巴
O
o
8
三
品
ぎ
量
3
ぎ
コ
）

・
全
国
学
校
ス
ポ
ー
ッ
評
議
会
（
Z
O
O
り
ω
口
Z
讐
9
里
O
O
…
O
一
＝
R
ω
O
ぎ
O
一
9
需
訴
）

・
学
校
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
ω
ω
＞
あ
9
0
0
一
ω
ω
8
降
＞
鴇
8
す
訟
9
）

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ
（
の
ロ
O
冨
ω
Ω
仁
げ
の
）

・
諸
青
少
年
組
織
（
く
〇
三
『
○
お
き
冒
韓
δ
霧
）

・
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ト
ラ
ス
ト
（
く
ω
ゴ
K
2
9
ω
8
旨
ω
ギ
5
貯
）
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国
営
宝
く
じ
基
金
（
［
ω
剛
“
い
9
竃
q
9
震
房
閃
⊆
昌
α
）
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2
　
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
の
概
要

　
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
は
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
他
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
一
九
九
六
年
に
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
基
本
理
念
の
第
｝
は
ス
ポ
ー
ツ
の
平
等
、
公
平
性
で
あ
り
、
能
力
、
障
害
、
人
種
、
信
条
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
機
会
が

平
等
に
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
述
べ
て
い
る
。
第
二
は
ス
ポ
ー
ツ
の
倫
理
で
あ
り
、
ド
ー
ピ
ン
グ
を
始
め
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
が

大
き
な
危
機
に
あ
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の
倫
理
的
、
道
徳
的
な
健
全
性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
計
画
の
概
略
は
表
補
3
－
1
の
よ
う
で
あ
る
。
縦
軸
は
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ド
を
す
る
機
関
で
あ
り
、
下
か
ら
「
学
校
」
「
地
域
（
自

治
体
）
」
「
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
」
で
あ
り
、
横
軸
は
左
か
ら
右
へ
「
基
礎
（
ぎ
肇
畠
菖
8
）
」
「
参
加
（
評
三
島
冨
自
9
）
」
「
達
成
（
評
珠
9
ヨ
ー

き
8
）
」
「
高
度
化
（
国
x
8
＝
雪
8
）
」
で
あ
る
。
こ
れ
で
見
る
と
、
学
校
で
は
「
基
礎
」
と
「
参
加
」
を
中
心
と
し
て
お
り
、
教
科
体
育

や
部
活
動
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
と
の
出
会
い
を
重
視
し
て
い
る
。
「
児
童
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
」
と
「
生
徒
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
」
は
そ

れ
ぞ
れ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
キ
ー
ス
テ
ー
ジ
ー
、
2
と
、
キ
ー
ス
テ
ー
ジ
3
、
4
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
ス
ポ
ー

ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
英
国
体
育
評
議
会
と
全
国
コ
ー
チ
ン
グ
財
団
、
そ
し
て
一
九
の
種
目
連
盟
が
共
同
で
開
発
し
た
。
後
者
は
同
じ
く
ス
ポ

ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
全
英
体
育
協
会
と
一
七
の
種
目
連
盟
の
共
同
に
よ
る
。
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
資
源
と
現
職
教
育
」
は
そ
れ
ぞ
れ
を
指
導

す
る
教
師
の
た
め
の
現
職
教
育
コ
ー
ス
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
全
英
体
育
協
会
と
の
共
同
開
発
で
あ
る
。
「
健
康
関
連
運
動
」

は
体
力
に
関
心
の
あ
る
一
四
歳
以
上
の
生
徒
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
ロ
ン
ド
ン
中
央
Y
M
C
A
と
の
共
同
開

発
で
あ
る
。
学
校
と
地
域
と
の
接
点
で
は
「
T
O
P
遊
び
」
と
「
T
O
P
ス
ポ
ー
ッ
」
が
あ
る
。
前
者
は
四
－
九
歳
の
遊
び
を
組
織
化
し

た
も
の
で
、
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
遊
具
や
カ
ー
ド
を
活
用
し
な
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表補3－1全国ジュニアスポーッ計画

全国ジュニアスポーッ計画

リード機関 基　　　礎 参　　　加　　　　達　　　成　　　　高　度　化

スポーツ連盟
クラブを含む）

施設の発展を含む青少年の推進計画

スポーツの特別ミニゲーム

競争の機会

TOPクラブ

ジュニアクラ
ブ推進

地　　　　域
自治体のリード）

自治体青少年計画

スポーツフェア

チャンピオンコーチング

TOPプレイ
4－9歳

TOPスポーツ
7－11歳

学　　　校

健康関連運動
14－18歳

カリキュラム資源と現職教育

児童への
ポーツ指導

生徒への
ポーツ指導

が
ら
の
遊
び
を
中
心
に
し
て
い
る
。
後
者
は
七
ー

一
一
歳
用
で
、
特
定
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
の
基
礎
技

術
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ

ル
、
ラ
フ
バ
ラ
市
に
あ
る
全
国
ス
ポ
ー
ッ
推
進
セ

ン
タ
ー
そ
し
て
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
ト
ラ
ス
ト
に
よ

っ
て
開
発
さ
れ
た
。

　
地
域
で
は
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
チ
ン
グ
」

「
目
治
体
青
少
年
計
画
」
が
「
参
加
」
「
達
成
」
レ

ベ
ル
で
組
ま
れ
て
い
る
。
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー

チ
ン
グ
」
は
一
一
－
一
四
歳
を
対
象
に
一
七
種
目

で
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
全
国
コ
ー

チ
ン
グ
財
団
で
開
発
さ
れ
た
。
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ア
」
は
若
い
勤
労
者
の
た
め
の
教
育
的
訓
練
的
な

資
料
を
も
含
ん
だ
ス
ポ
ー
ッ
活
動
を
促
進
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
全

英
青
少
年
ク
ラ
ブ
、
多
く
の
全
国
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー

青
少
年
組
織
、
そ
し
て
全
国
青
少
年
局
（
Z
註
o
甲

巴
楓
O
ロ
9
＞
σ
q
讐
身
）
に
よ
る
共
同
開
発
で
あ

86



イギリスの地方自治体のスポーツ行政

る
。
ス
ポ
ー
ッ
連
盟
と
の
接
点
で
は
「
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
発
展
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
ジ
ュ
ニ
ア
の
ク
ラ
ブ
つ
く
り
の
実
践
的
な
情
報
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
、
全
国
コ
ー
チ
ン
グ
財
団
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
協
力
で
開
発
さ

れ
た
。
こ
う
し
て
、
学
校
と
自
治
体
と
い
う
公
共
機
関
で
、
こ
の
段
階
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
で
は
基
礎
段
階
で
「
ス
ポ
ー
ツ
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
」
が
な
さ
れ
、
「
高
度
化
」
ま
で
を
計
画
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
概
略
を
捉
え
て
み
る
と
、
導
入
段
階
は
学
校
で
、
そ
し
て
中
レ
ベ
ル
は
自
治
体
（
主
に
教
育
委
員
会
を
中
心
と
す
る
公
共
施

策
）
で
、
そ
し
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
は
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
で
、
と
い
う
相
対
的
な
重
点
化
と
移
行
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
全
国
ジ
ュ
ニ
ア

ス
ポ
ー
ツ
計
画
は
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
他
の
関
連
機
関
と
の
共
同
開
発
で
あ
る
と
こ
ろ
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
で

検
討
さ
れ
た
内
容
そ
れ
自
体
の
重
要
さ
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
内
容
を
関
連
機
関
が
協
同
で
推
進
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
計
画
の
実
行

段
階
に
お
け
る
協
同
も
可
能
と
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、
こ
の
計
画
へ
の
力
の
入
れ
方
が
分
か
る
。

　
以
下
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
の
具
体
的
内
容
と
そ
ら
れ
に
関
連
す
る
諸
機
関
の
位
置
と
役
割
、
そ
し
て
新
組
織
の
設

立
な
ど
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
一
〇
地
方
支
部
の
一
つ
で
あ
る
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド

ラ
ン
ズ
地
方
（
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
、
レ
ス
タ
i
、
ダ
ー
ビ
i
、
ノ
ー
サ
ン
プ
ト
ン
、
リ
ン
カ
ー
ン
の
五
県
）
の
そ
の
具
体
化
で
あ
る
『
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

育
と
ス
ポ
ー
ツ
ー
学
校
へ
の
情
報
パ
ッ
ク
ー
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
地
域
の
連
携
』
（
一
九
九
七
年
九
月
）
、
そ
し
て
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

お
け
る
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
の
位
置
と
を
併
せ
て
、
そ
の
概
略
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
一
九
九
八
年
五
月
現
在
、
日
本
で
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
の
学
校
週
完
全
五
日
制
へ
向
け
て
教
育
課
程
編
成
が
議
論
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
一
環
に
学
校
ス
リ
ム
化
と
し
て
「
中
。
高
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
廃
止
」
と
部
活
動
の
社
会
体
育
へ
の
移
行
が
姐
上
に
上
っ
て
い
る
。
ま

た
、
現
状
で
は
対
応
し
え
な
く
な
っ
て
い
る
部
活
動
に
対
し
て
地
域
か
ら
の
外
部
指
導
者
の
導
入
も
少
し
ず
つ
進
行
し
て
き
て
い
る
。
こ

う
し
て
、
部
活
動
の
地
域
と
の
連
携
は
今
後
の
教
育
改
革
に
と
っ
て
不
可
避
で
あ
ろ
う
。

87



一橋大学研究年報　人文科学研究　36

こ
の
点
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
事
例
は
日
本
の
問
題
の
検
討
の
上
で
、
多
く
の
教
訓
を
示
し
て
い
る
。

（
1
）
　
田
ω
け
ζ
§
き
房
0
8
目
剛
＝
o
『
ω
8
ユ
の
塁
α
カ
o
o
お
卑
凶
o
コ
、
、
肉
自
ミ
9
0
“
§
さ
ミ
一
ミ
噛
§
》
§
神
む
、
零
ぎ
o
h
勲
ト
き
諒
欝
購
ミ
鳴
§
O
貸
ミ
す

巽
ミ
ミ
貸
醤
貸
O
O
ミ
ミ
貸
註
童
Q
o
Φ
夏
Φ
ヨ
σ
O
『
一
8
刈
◎

（
2
）
個
別
の
資
料
は
な
く
、
チ
ャ
ー
ン
ウ
ッ
ド
郡
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
『
ス
ポ
ー
ツ
推
進
戦
略
－
積
極
的
活
動
1
』
（
O
訂
3
ミ
o
＆
切
o
δ
⊆
讐

　
O
o
5
0
F
9
ミ
融
b
ミ
匙
8
ミ
§
帖
の
雪
ミ
轟
￥
知
8
ミ
竃
』
＆
§
｝
ζ
帥
『
9
一
8
0
。
）
の
一
部
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
3
　
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
の
骨
子

　
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
は
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
個
別
の
補
助
金
制
度
を
総
称
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
推
進
さ
れ
る
。

す
べ
て
は
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
は
異
な
っ
た
団
体
の
協
力
の
下
に
、
異

な
っ
た
対
象
と
目
的
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
総
体
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
発
展
を
意
図
し
て
い
る
。

　
ω
　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」
（
E
S
C
）

　
こ
の
基
金
は
メ
ジ
ャ
ー
首
相
の
積
極
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
作
成
さ
れ
た
『
ス
ポ
ー
ツ
”
ゲ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
よ
う
』
（
一
九
九
五
）

の
具
体
化
策
と
し
て
一
九
九
六
年
一
〇
月
か
ら
二
年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
六
／
七
年
度
は
一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
設
け
た
。

学
校
と
既
存
の
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
と
の
関
係
強
化
、
あ
る
い
は
新
規
の
連
携
の
発
展
の
た
め
の
援
助
の
た
め
に
あ
る
。

　
こ
の
場
合
の
ク
ラ
ブ
は
、
①
会
則
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
、
②
誰
に
で
も
会
員
資
格
を
開
い
て
い
る
、
③
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
に
登
録
さ
れ

て
い
る
、
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
で
も
、
こ
の
場
合
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
場
合
に
の
み
可
能
で
あ
る
。
す
べ

て
の
中
等
学
校
（
一
一
－
一
八
歳
）
が
申
し
込
む
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
一
校
一
申
込
で
あ
る
。
申
込
は
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
か
ら
は
で
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き
な
い
。

　
各
学
校
は
子
ど
も
た
ち
の
生
涯
ス
ポ
！
ツ
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
四
つ
の
活
動
計
画
を
提
出
す
れ
ば
、
各
学
校
毎
に
最
高

一、

O
O
ポ
ン
ド
（
全
体
の
予
算
額
の
八
O
％
ま
で
）
の
補
助
金
を
援
助
す
る
。
こ
の
場
合
男
女
共
学
校
で
あ
れ
ば
男
女
二
つ
ず
つ
で

も
よ
い
。
足
り
な
い
部
分
の
二
〇
％
は
「
ク
ラ
ブ
や
学
校
の
財
政
」
「
地
域
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
等
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
」
「
ス
ポ
ー

ツ
連
盟
」
「
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
を
通
じ
た
商
業
部
門
」
「
地
方
目
治
体
」
「
地
方
教
育
委
員
会
」
等
か
ら
補
充
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
四
つ
の
活
動
計
画
は
以
下
の
も
の
が
可
能
で
あ
る
。

　
・
コ
ー
チ
の
補
充
、
養
成

　
・
学
校
や
ク
ラ
ブ
を
基
盤
と
す
る
新
た
な
活
動

　
・
新
た
な
競
技
会
の
開
始

　
・
子
ど
も
た
ち
を
引
き
つ
け
る
た
め
の
ク
ラ
ブ
の
入
会
活
動

　
・
関
連
資
料
の
発
行

　
・
備
品
を
揃
え
る
（
ボ
ー
ル
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
子
供
用
備
品
、
σ
ぴ
の
）

　
・
輸
送
費
（
ミ
ニ
バ
ス
雇
用
等
）

　
・
学
校
外
の
ク
ラ
ブ
施
設
な
ど
の
僧
用
料
等

　
し
か
し
、
以
下
の
も
の
は
不
可
能
で
あ
る
。

　
・
既
存
の
活
動
へ
の
補
助

　
・
部
活
動
へ
参
加
す
る
教
師
へ
の
給
与
補
給

　
・
新
施
設
建
設
費
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・
個
人
の
用
具
や
衣
類

　
・
ミ
ニ
バ
ス
等
の
購
入

　
ま
た
、
こ
の
補
助
金
が
終
了
し
た
後
、
こ
の
事
業
が
ど
れ
だ
け
継
続
さ
れ
る
の
か
も
明
記
す
る
。
上
限
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
（
二
〇
万

円
）
で
あ
る
か
ら
た
い
し
た
額
で
は
な
い
が
、
上
記
の
様
な
活
動
計
画
を
推
進
す
る
た
め
の
契
機
と
し
て
は
有
効
で
あ
る
。
初
年
度
の
実

績
は
、
四
〇
九
（
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
で
は
五
二
）
計
画
が
採
用
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
学
校
と
地
域
と
の
連
携
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
③
　
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ク
賞
」
と
「
ス
ポ
ー
ッ
マ
ー
ク
金
賞
」
（
E
S
C
、
P
E
A
、
B
A
A
L
P
E
）

　
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ク
賞
」
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ク
金
賞
」
と
は
学
校
の
教
科
体
育
や
部
活
動
の
質
的
発
展
を
意
図
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　
こ
の
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ク
賞
」
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ク
金
賞
」
を
得
る
こ
と
は
次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
。

　
．
父
母
へ
の
ア
ピ
ー
ル
度
が
あ
が
る
。
現
在
学
校
は
学
区
制
の
廃
止
、
父
母
の
目
由
選
択
制
と
な
り
、
学
校
に
と
っ
て
そ
の
積
極
的
な

　
　
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
賞
は
中
等
学
校
を
対
象
と
し
、
受
賞
す
る
と
向
こ
う
三
年
間
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ク

　
　
賞
」
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ク
金
賞
」
受
賞
の
ロ
ゴ
を
使
用
で
き
、
父
母
や
地
域
へ
の
ア
ピ
ー
ル
度
が
格
段
に
あ
が
る
。
学
校
の
部
活
動

　
　
に
よ
っ
て
教
育
へ
の
付
加
価
値
と
地
域
と
の
連
携
が
示
せ
る
。

　
・
学
校
評
価
委
員
会
（
O
F
S
T
E
D
）
の
評
価
を
受
け
ら
れ
る
。

　
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ロ
ッ
タ
リ
ー
（
国
営
宝
く
じ
）
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
に
申
し
込
む
上
で
有
利
。

　
．
学
校
と
地
域
ク
ラ
ブ
の
連
携
を
強
め
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」
へ
の
申
込
で
有
利
。

賞
は
七
部
門
（
ω
。
3
8
）
に
分
か
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
を
見
て
み
よ
う
。
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［
第
1
部
門
］

　
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
キ
ー
ス
テ
ー
ジ
3
と
4
で
は
、
先
ず
体
育
の
実
施
が
週
二
時
間
以
上
で
あ
る
。
（
し
か
し
こ
れ
は
そ

　
　
の
学
年
段
階
か
ら
し
て
大
変
困
難
な
こ
と
で
あ
り
、
部
活
動
で
対
応
し
て
も
よ
い
。
）

　
［
第
3
部
門
］

　
・
教
科
以
外
に
、
選
択
す
る
生
徒
に
は
週
四
時
間
以
上
の
活
動
を
保
障
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
競
争
、

　
　
非
競
争
種
目
を
反
映
す
る
。
活
動
は
す
べ
て
の
能
力
の
生
徒
に
対
応
す
る
。

　
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
2
領
域
か
ら
3
種
目
以
上
を
、
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
の
生
徒
に
保
障
す
る
。

　
・
三
三
％
以
上
の
生
徒
が
常
時
部
活
動
に
参
加
す
る
。

　
こ
の
段
階
で
の
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ク
金
賞
」
は
以
上
の
他
に
、

　
・
五
〇
％
以
上
の
生
徒
が
常
時
部
活
動
に
参
加
す
る
。

　
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
四
領
域
か
ら
六
種
目
以
上
を
保
障
す
る
。

　
［
第
5
部
門
］

　
・
部
活
動
指
導
者
は
コ
ー
チ
資
格
か
リ
ー
ダ
ー
資
格
を
有
す
る
。

　
［
第
7
部
門
］

　
・
生
徒
目
身
が
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
資
格
、
賞
を
取
得
す
る
。
例
え
ば
、
C
C
P
R
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
賞
な
ど
。

　
以
上
の
よ
う
に
部
門
の
レ
ベ
ル
が
高
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
要
求
さ
れ
る
基
準
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の

賞
を
得
る
こ
と
は
学
校
に
よ
る
父
母
、
地
域
へ
の
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
賞
の
初
年
度
実
績
は
、
イ
ー

ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
で
三
九
が
受
賞
し
、
そ
の
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ク
賞
が
三
五
、
金
賞
が
四
で
あ
っ
た
。
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㈹
　
「
教
師
の
た
め
の
コ
ー
チ
教
室
」
（
E
S
C
、
N
C
F
）

　
教
師
は
子
ど
も
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
可
能
に
さ
せ
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
。
こ
の
コ
ー
ス
は
部
活
動
を
活
性
化
し
よ
う
と
欲
し
て
い

る
教
師
の
た
め
の
新
た
な
技
術
と
知
識
と
実
践
の
場
で
あ
る
。
一
九
九
六
年
一
〇
月
か
ら
四
年
間
の
計
画
で
あ
り
、
初
年
度
一
九
九
七
年

度
の
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
の
実
績
は
、
三
五
〇
人
以
上
の
教
師
が
二
六
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
。
九
八
年
度
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
が
新
た
に
加
え
ら
れ
る
。
コ
ー
ス
は
異
な
っ
た
レ
ベ
ル
で
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
要
な
特
徴
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

　
．
主
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
種
目
に
対
応
し
て
一
九
九
七
年
六
月
か
ら
七
月
に
コ
ー
チ
ン
グ
週
間
が
設
け
ら
れ
る
（
一
九
九
七
年
版
）
。

　
・
す
べ
て
は
二
日
間
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　
．
指
導
員
は
教
育
現
場
と
強
い
関
係
を
有
し
、
経
験
豊
か
で
あ
る
。

　
・
費
用
は
無
料
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
企
画
も
行
っ
て
い
る
。

　
．
B
T
　
T
O
P
　
ス
ポ
ー
ツ
計
画
に
含
ま
れ
る
小
学
校
教
師
の
た
め
の
特
別
コ
ー
ス
。

　
．
地
域
、
地
方
、
国
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
に
関
わ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
ン
グ
賞
の
第
三
レ
ベ
ル
を
取
得
し
よ
う
と
す
る

　
　
教
師
の
た
め
の
奨
学
金
。

　
．
上
級
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
ン
グ
賞
を
取
得
す
る
た
め
に
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
計
画
や
学
校
に
関
わ
っ
て
い
る
学
生
の
た
め

　
　
の
奨
学
金
。

　
．
自
治
体
に
と
っ
て
既
存
の
I
N
S
E
T
計
画
の
中
に
、
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
コ
ー
チ
ン
グ
賞
の
第
一
レ
ベ
ル
を
含
め
る
こ
と
。

　
こ
こ
で
教
師
た
ち
は
次
の
よ
う
な
援
助
を
受
け
る
。
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・
最
新
の
知
識
を
学
ぶ
。

　
・
新
た
な
技
術
を
学
ぶ
。

　
・
新
た
な
活
動
を
学
ぶ
（
特
に
部
活
動
計
画
に
つ
い
て
）
。

　
・
新
た
な
実
践
や
技
術
を
学
ぶ
（
時
に
は
教
科
体
育
へ
の
応
用
が
可
能
で
あ
る
）
。

　
・
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
諸
資
格
が
取
得
で
き
る
。

　
（
詳
細
は
全
国
コ
ー
チ
ン
グ
財
団
へ
資
料
を
申
し
込
む
）

　
学
校
ス
ポ
ー
ツ
（
教
科
体
育
、
部
活
動
）
推
進
の
要
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
教
師
で
あ
る
。
最
近
、
特
に
小
学
校
の
学
校
ス
ポ
ー
ツ
の

低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
『
ス
ポ
ー
ツ
一
ゲ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
よ
う
』
他
も
そ
の
克
服
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
中
等
学

校
も
含
め
て
教
師
の
部
活
動
離
れ
が
深
刻
で
あ
る
が
、
こ
の
計
画
の
よ
う
に
、
無
料
で
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
資
格
を
取
得
で
き
る

制
度
は
、
教
師
へ
の
大
き
な
刺
激
策
で
あ
る
。

　
㈲
　
「
学
校
で
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推
進
」
（
E
S
C
、
L
S
F
）

　
地
域
に
よ
る
学
校
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
活
用
に
関
わ
る
補
助
金
一
ロ
ッ
タ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
基
金
は
上
記
の
件
に
補
助
金
を
出
す
。
こ
れ
が

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
の
た
め
だ
け
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
補
助
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
学
校
内
の
改
善
が
主
で
、
地
域
と
の
共
用

の
提
案
が
少
な
い
。
こ
の
補
助
金
申
請
は
次
の
内
容
を
含
む
こ
と
を
必
須
と
す
る
。

　
・
明
ら
か
な
施
設
不
足
で
あ
り
、
こ
の
計
画
で
改
善
さ
れ
る
こ
と

　
・
地
域
利
用
に
週
最
低
四
〇
時
間
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　
こ
の
計
画
の
主
要
な
点
は
「
共
同
の
哲
学
」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
地
域
と
の
共
同
」
と
い
う
接
近
に
よ
っ
て
の
み
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

要
求
を
把
握
で
き
、
ま
た
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
地
域
の
幅
広
い
要
求
を
視
野
に
入
れ
て
こ
そ
、
実
現
し
う
る
。
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申
込
は
す
べ
て
の
学
校
が
可
能
で
あ
る
が
、
普
通
は
建
設
費
の
六
五
％
の
補
助
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
計
画
が
S
C
S
I
（
ω
9
0
0
一

〇
〇
ヨ
日
琶
一
蔓
9
9
二
葺
翼
ぞ
Φ
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
す
べ
て
満
た
す
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
八
O
％
ま
で
可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
計
画
の
資
金
援
助
は
魅
力
的
だ
が
、
そ
の
条
件
の
一
つ
に
「
週
四
〇
時
間
以
上
」
を
地
域
利
用
に
供
出
す
る
事
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
学
校
教
育
と
し
て
も
極
め
て
厳
し
い
条
件
で
あ
る
。
土
・
日
の
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
開
放
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
二
一
時
間
と
し
て

合
計
二
四
時
間
で
あ
る
。
あ
と
一
六
時
間
を
週
日
五
日
で
、
例
え
ば
一
旦
一
一
時
間
以
上
を
開
放
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
な
る
と
、
学
校

と
い
う
場
が
、
単
に
学
校
教
育
と
い
う
狭
い
概
念
で
は
捉
え
き
れ
な
い
、
地
域
全
体
の
教
育
の
場
と
し
て
の
意
識
の
変
化
と
、
そ
の
た
め

の
運
営
方
法
が
問
わ
れ
る
。

　
S
C
S
I
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
①
財
政
、
計
画
、
デ
ザ
イ
ン

　
・
他
の
補
助
金
に
も
応
募
す
べ
き
で
あ
る
。

　
・
財
政
的
必
要
性
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
・
提
案
さ
れ
た
施
設
は
そ
の
地
域
で
不
足
し
て
い
る
こ
と
。
計
画
は
自
治
体
の
戦
略
や
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
計
画
と
連
携
す
る
こ
と
。

　
・
学
校
、
ク
ラ
ブ
、
地
域
活
動
の
明
確
な
連
携
が
あ
る
こ
と
。

　
・
計
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
施
設
の
準
備
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
出
版
物
に
合
致
す
る
も
の
。

　
②
　
共
同

　
・
各
学
校
は
学
校
運
営
の
中
に
、
地
域
活
用
の
政
策
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。
自
治
体
や
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
は
主
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

　
　
り
、
提
案
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　
・
公
式
な
地
域
活
用
同
意
書
が
、
関
係
者
の
間
に
必
須
で
あ
る
。
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・
共
同
活
動
は
子
ど
も
た
ち
の
利
益
の
た
め
に
あ
る
。

．
連
携
は
、
施
設
活
用
を
最
大
限
に
す
る
た
め
に
、
他
の
学
校
や
教
育
機
関
、
特
に
小
学
校
と
も
密
接
な
関
連
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
。

③
ス
ポ
ー
ツ
発
展
計
画

・
ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
目
的
・
目
標
は
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

・
活
動
計
画
は
次
の
事
項
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。

・
学
校
の
部
活
動
と
地
域
の
活
動
と
の
連
携
。

．
部
活
動
で
は
、
中
等
学
校
で
週
二
五
時
間
（
総
時
間
）
以
上
、
小
学
校
で
一
〇
時
間
以
上
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

　
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
は
期
待
し
て
い
る
。

．
発
展
計
画
が
子
ど
も
た
ち
に
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
↓
○
℃
＝
亀
』
↓
↓
○
℃
o
。
8
拝
↓
○
℃
Ω
5
る
訂
昌
一
自
0
8
－

　
〇
三
お
等
、
「
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
」
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
特
に
で
あ
る
。

．
部
活
動
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
、
コ
ー
チ
資
格
や
リ
ー
ダ
ー
資
格
を
取
得
す
る
機
会
を
得
る
べ
き
で
あ
る
。

・
子
ど
も
た
ち
は
適
切
な
競
技
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

．
施
設
活
用
計
画
も
作
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
子
ど
も
た
ち
、
民
族
的
少
数
者
、
女
性
、
障
害
者
、
低
所
得
層
の
家
族
等

　
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
る
学
校
へ
の
利
点
と
し
て
以
下
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

・
子
ど
も
た
ち
へ
の
よ
り
よ
い
参
加
機
会
の
保
障
が
あ
る
。

・
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
、
個
人
的
な
成
長
に
貢
献
す
る
。

・
学
校
外
の
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
継
続
的
な
参
加
を
奨
励
す
る
。

95



一橋大学研究年報　人文科学研究　36

　
・
学
校
ス
ポ
ー
ツ
計
画
へ
新
た
な
理
念
や
熱
意
を
注
入
す
る
。

　
・
外
部
指
導
者
を
導
入
す
る
。

　
・
地
域
で
の
学
校
の
評
判
を
高
め
る
。

　
し
か
し
、
学
校
と
地
域
の
連
携
に
お
い
て
、
あ
く
ま
で
も
学
校
や
教
師
が
責
任
の
中
心
を
占
め
る
べ
き
で
あ
り
、
外
部
指
導
者
等
は
教

師
へ
の
補
助
で
あ
る
べ
き
で
、
決
し
て
代
替
で
は
な
い
と
強
調
し
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
一
九
九
七
年
度
の
実
績
で
は
、
全
国
で
三

〇
企
画
が
採
用
さ
れ
、
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
で
は
四
企
画
が
採
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
方
で
は
調
査

対
象
の
学
校
の
八
八
％
が
何
ら
か
の
地
域
へ
の
開
放
を
行
っ
て
お
り
、
八
三
％
の
学
校
（
中
等
学
校
九
六
％
、
小
学
校
六
〇
％
）
が
余
力

を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
九
一
％
の
学
校
が
、
地
域
に
よ
る
学
校
活
用
が
地
域
と
の
統
合
の
上
で
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
こ
と
に
同
意
し

て
い
る
。
（
O
Φ
耳
お
8
『
［
虫
曽
お
刃
の
の
の
碧
9
ヨ
国
窃
け
ζ
己
富
昌
房
O
o
⊆
口
o
一
＝
曾
ω
O
o
耳
雪
α
閑
8
お
象
一
〇
P
の
魯
8
融
翁
の
》
ミ
融
㌔
鳩
o
－

ミ
魯
蚕
お
3
）

　
㈲
　
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
チ
ン
グ
」

　
こ
の
計
画
は
、
一
一
－
一
六
歳
の
高
度
化
を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
て
、
質
の
高
い
コ
ー
チ
ン
グ
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
、
全
国
コ
ー
チ
ン
グ
財
団
、
地
方
教
育
委
員
会
、
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
、
学
校
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク

ラ
ブ
が
協
力
し
て
推
進
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
で
一
一
七
計
画
が
実
行
さ
れ
（
イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
で
は
県
レ
ベ
ル
の
企
画
が
五
件
）
、
六
万
人

の
子
ど
も
た
ち
と
一
、
O
O
O
の
中
等
学
校
が
参
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
計
画
で
は
コ
ー
チ
の
発
掘
と
発
展
、
よ
り
よ
い
コ
ー
チ
ン
グ
機
会
の
創
出
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
ヘ
の
支
援
等
を
追
求
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
以
下
の
一
七
種
目
が
参
加
し
た
。
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陸
上
競
技
　
女
子
サ
ッ
カ
ー
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

ボ
ー
ル
　
ホ
ッ
ケ
ー
　
ラ
グ
ビ
ー
ユ
ニ
オ
ン
　
テ
ニ
ス

ト

水
泳
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
体
操
　
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
　
卓
球
　
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ッ
チ
ア
　
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
ス
カ
ッ
シ
ュ
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
ク
リ
ケ
ッ

イギリスの地方自治体のスポーッ行政

　
4
　
関
連
機
関
の
役
割

　
以
上
の
よ
う
な
補
助
金
を
得
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
計
画
を
推
進
す
る
上
で
、
次
の
よ
う
な
組
織
、
機
関
、
事
業
、
個
人
の
持
つ
役

割
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
見
て
み
よ
う
。

　
ω
　
「
小
学
校
の
役
割
」

　
小
学
校
で
の
経
験
は
子
ど
も
た
ち
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
上
で
決
定
的
な
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
。
『
ス
ポ
ー
ツ
一
ゲ
ー
ム
を
盛
り

上
げ
よ
う
』
（
一
九
九
五
）
で
も
学
校
ス
ポ
ー
ツ
は
重
要
視
さ
れ
、
特
に
各
学
校
要
覧
で
は
ス
ポ
ー
ツ
項
目
を
設
け
る
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

　
①
　
体
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
一
週
二
時
間
確
保
。

　
②
部
活
動
一
各
子
ど
も
に
と
っ
て
週
四
時
間
確
保
。
バ
ラ
ン
ス
よ
い
活
動
、
過
熱
厳
禁
。
全
員
に
参
加
の
機
会
を
設
け
る
。

　
③
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
一
コ
ー
チ
派
遣
、
子
ど
も
の
高
度
化
へ
の
機
会
の
保
障
。

　
以
上
、
学
校
は
①
②
③
へ
と
繋
が
る
自
然
な
プ
・
セ
ス
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ
の
在
り
方
と
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク

ラ
ブ
と
の
連
携
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
の
　
「
中
等
学
校
の
役
割
」

　
小
学
校
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
中
等
学
校
の
場
合
、
実
社
会
へ
よ
り
近
い
分
、
卒
業
後
の
ス
ポ
ー
ツ
継
続
へ
の
配
慮
が
重
要
で
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あ
る
。

　
③
　
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
役
割
」

　
い
か
な
る
政
策
、
活
動
計
画
と
い
え
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
に
共
通
す
る
事
項
を
持
っ
て
い
る
。

　
・
子
ど
も
た
ち
が
興
味
や
活
動
を
持
続
す
る
事
が
出
来
る
初
心
者
や
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
の
導
入

　
・
い
ろ
い
ろ
な
能
力
の
子
ど
も
た
ち
と
の
活
動
、
そ
し
て
適
切
な
競
争
機
会
の
設
定

　
・
子
ど
も
指
導
の
コ
ー
チ
の
養
成
と
補
充

　
・
学
校
と
の
連
携
と
教
師
へ
の
援
助
の
発
展

　
・
既
存
の
成
人
ク
ラ
ブ
ヘ
の
子
ど
も
た
ち
の
統
合
化

　
上
記
の
理
念
を
現
実
化
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
事
項
が
必
要
で
あ
る
。

　
①
地
域
ク
ラ
ブ
に
子
ど
も
の
興
味
を
引
き
つ
け
る

　
・
学
校
を
訪
問
し
て
紹
介
活
動
を
し
た
り
、
部
活
動
顧
問
と
共
に
活
動
す
る
。

　
・
あ
な
た
の
ク
ラ
ブ
で
学
校
や
子
ど
も
た
ち
を
組
織
化
す
る
祭
典
を
ひ
ら
く
。

　
・
ユ
ー
ス
ク
ラ
ブ
や
他
の
青
少
年
組
織
を
訪
問
す
る
。

　
・
地
域
新
聞
や
メ
デ
ィ
ア
で
あ
な
た
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
や
子
ど
も
の
活
動
成
果
を
公
表
す
る
。

　
②
子
ど
も
が
参
加
し
て
き
た
と
き
何
を
す
る
か

　
・
歓
迎
し
、
彼
ら
が
何
を
し
た
ら
よ
い
か
、
何
を
期
待
す
る
か
を
説
明
す
る
人
を
任
命
す
る
。

　
・
送
り
迎
え
の
親
が
い
る
場
合
に
は
、
親
と
の
世
間
話
（
9
再
）
も
必
要
で
あ
る
。

　
・
と
も
あ
れ
、
歓
迎
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。
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③
学
校
と
の
接
触

　
ス
ポ
！
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
と
学
校
と
の
公
式
な
連
携
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
基
金
」
を
設
立

し
て
い
る
。
既
に
よ
い
関
係
を
作
り
上
げ
て
い
る
多
く
の
事
例
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
で
は
学
校
担
当
者
を
設
け
、
次
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
。

　
・
中
等
学
校
で
は
体
育
科
の
主
任
、
小
学
校
で
は
体
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
リ
ー
ダ
ー
を
把
握
す
る
。

　
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
そ
こ
で
の
体
育
の
役
割
を
把
握
す
る
。

　
・
地
域
の
学
校
で
あ
な
た
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
が
行
わ
れ
る
レ
ベ
ル
や
頻
度
を
把
握
す
る
。

　
・
学
校
が
あ
な
た
の
ク
ラ
ブ
に
期
待
す
る
も
の
を
確
か
に
把
握
す
る
。

　
④
学
校
へ
の
補
助

　
・
学
校
に
、
あ
な
た
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
ク
ラ
ブ
を
新
た
に
設
立
し
た
り
、
既
存
ク
ラ
ブ
を
拡
大
す
る
。

　
・
ス
ポ
ー
ツ
促
進
の
方
法
に
つ
い
て
教
師
へ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
す
る
。

　
・
備
品
の
貸
与
や
さ
ら
な
る
コ
ー
チ
派
遣
を
す
る
。

　
・
あ
な
た
の
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
や
そ
の
他
へ
の
紹
介
を
す
る
。

　
⑤
　
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
の
運
営

　
次
の
事
項
を
提
供
す
る
。

　
・
適
切
な
コ
ー
チ
と
共
に
、
初
心
者
コ
ー
ス
の
開
講
。

　
・
多
様
な
レ
ベ
ル
で
の
競
技
会
の
開
催
。

　
・
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
で
の
技
術
習
得
の
機
会
。
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・
あ
な
た
の
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
コ
ー
チ
計
画
や
賞
へ
の
接
近
。

　
⑥
新
コ
ー
チ
の
発
見

　
各
ク
ラ
ブ
は
、
昼
間
な
い
し
夕
方
に
子
ど
も
た
ち
を
見
て
く
れ
る
新
コ
ー
チ
を
見
い
だ
す
の
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
体
育
関
係
者
、
両
親
、
な
い
し
現
役
を
退
い
た
人
等
か
ら
そ
の
コ
ー
チ
を
見
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
⑦
　
コ
ー
チ
教
育
と
支
援

　
子
ど
も
を
コ
ー
チ
す
る
こ
と
は
異
な
っ
た
技
術
や
接
近
を
必
要
と
す
る
。
コ
ー
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
次
の
よ
う
な
内
容
を
含
む
必
要
が

あ
る
。

　
・
全
国
コ
ー
チ
ン
グ
財
団
の
子
ど
も
導
入
パ
ッ
ク
（
体
系
）

　
・
全
国
職
業
資
格
（
Z
器
g
巴
＜
0
8
け
一
8
巴
O
惹
言
8
二
g
）

　
・
あ
な
た
目
身
の
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
計
画
（
そ
れ
れ
は
競
争
、
ス
ト
レ
ス
、
身
体
発
達
、
精
神
発
達
、
動
機
づ
け
、
運

　
　
動
発
達
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
原
理
、
傷
害
予
防
を
含
む
）

　
そ
の
他
、
コ
ー
チ
を
支
え
る
た
め
の
体
制
（
施
設
確
保
、
用
具
設
定
、
送
迎
、
用
具
管
理
）
が
必
要
で
あ
る
。

　
⑧
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
発
展

　
相
手
選
手
に
友
好
性
を
示
す
、
審
判
に
文
句
を
言
わ
な
い
、
言
語
的
、
身
体
的
な
反
則
を
し
な
い
、
ナ
イ
ス
プ
レ
イ
に
は
拍
手
す
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
好
例
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

　
・
子
ど
も
た
ち
は
、
彼
ら
の
楽
し
み
の
た
め
に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
あ
な
た
方
の
ク
ラ
ブ
の
た
め
で
は
な
い
こ
と
を
自
覚
す

　
　
る
。

　
・
常
に
ル
ー
ル
に
則
っ
て
プ
レ
ー
す
る
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
を
激
励
す
る
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・
審
判
た
ち
も
同
様
に
楽
し
む
よ
う
強
調
す
る

・
過
度
の
失
望
な
し
に
敗
北
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
指
導
す
る

．
子
ど
も
た
ち
が
過
剰
に
興
奮
し
て
い
る
と
き
や
ル
！
ル
を
犯
し
て
い
る
と
き
に
は
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
与

　
え
る
。

⑨
他
に
誰
が
援
助
で
き
る
？

子
ど
も
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
提
供
は
多
く
の
人
の
共
同
と
連
携
に
よ
る
。

．
他
の
施
設
－
学
校
、
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
、
自
治
体
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
門
は
他
の
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
で
き
る
。

．
補
助
金
1
あ
な
た
の
種
目
の
連
盟
、
自
治
体
、
ス
ポ
！
ツ
推
進
員
、
地
域
産
業
の
ス
ポ
ン
サ
i
、
ロ
ッ
タ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
基
金
。

・
技
術
的
専
門
性
ー
あ
な
た
の
連
盟
、
全
国
コ
ー
チ
ン
グ
財
団
。

．
支
援
資
料
ー
ユ
ー
ス
ス
ポ
ー
ツ
ト
ラ
ス
ト
は
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
と
協
力
し
て
資
料
を
開
発
し
て
い
る
。

・
経
験
ー
既
に
子
ど
も
た
ち
と
活
動
し
た
他
の
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
の
経
験
を
分
か
つ
。

．
一
般
的
ア
ド
バ
イ
ス
ー
地
域
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
発
展
グ
ル
ー
プ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
門
は
あ
な
た
方
の
質
問
に
対
応
で
き
る
。

活
動
の
評
価
一
活
動
を
い
か
に
評
価
し
た
ら
よ
い
か
。
以
下
の
よ
う
な
簡
単
な
基
準
で
検
討
す
る
。

・
ジ
ュ
ニ
ア
の
メ
ン
バ
ー
や
チ
ー
ム
数
の
増
加
。

・
ジ
ュ
ニ
ア
競
技
で
の
成
功
。

・
よ
り
多
く
の
子
ど
も
が
代
表
権
を
獲
得
す
る
。

・
有
資
格
コ
ー
チ
の
増
加
。

・
成
人
チ
ー
ム
ヘ
の
関
心
を
持
つ
子
ど
も
の
増
加
。
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そ
の
他
、
子
ど
も
ら
に
と
っ
て
あ
な
た
の
ク
ラ
ブ
が
い
か
に
見
ら
れ
て
い
る
か
も
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
次
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
・
暖
か
く
歓
迎
さ
れ
て
い
る
か
。

　
・
暖
か
い
部
屋
で
更
衣
で
き
る
か
、
待
っ
て
い
る
と
き
暖
か
い
場
所
が
あ
る
か
。

　
・
子
ど
も
が
相
談
で
き
る
よ
う
な
大
人
が
い
る
か
。

　
・
適
切
な
備
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
、
そ
し
て
も
し
も
負
傷
し
た
場
合
適
切
に
対
応
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
か
。

　
・
ド
リ
ン
ク
を
買
っ
た
り
、
友
だ
ち
と
世
間
話
が
で
き
る
か
。

　
・
ビ
デ
オ
を
見
た
り
、
ス
ポ
ー
ッ
本
や
写
真
を
見
た
り
出
来
る
か
。

　
・
子
ど
も
た
ち
を
待
つ
両
親
の
た
め
の
場
所
が
あ
る
か
。

　
・
安
全
な
交
通
機
関
が
あ
る
か
、
容
易
に
帰
宅
で
き
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
、
ス
ポ
ー
ッ
カ
ウ
ン
シ
ル
は
学
校
教
育
と
は
あ
ま
り
関
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
一
九
九
五
年
の
『
ス
ポ
ー
ツ
一
ゲ
ー
ム
を

盛
り
上
げ
よ
う
』
辺
り
か
ら
、
積
極
的
な
学
校
と
の
接
触
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
学
校
へ
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
か
ら
の
接
触
の
在
り
方
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
今
後
の
学
校
に
と
っ
て
「
外
部
講
師
招
聰
」
の
在
り
方
へ
の
大
き

な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
地
域
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
だ
け
の
配
慮
を
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
に
向
け
て
い
る
こ
と
は
、

ク
ラ
ブ
側
の
体
制
の
確
立
が
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
い
事
で
あ
る
。

　
㈲
　
「
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
推
進
グ
ル
ー
プ
の
設
立
」

　
地
域
の
関
連
組
織
の
協
力
を
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
最
初
は
オ
ー
プ
ン
な
会
合
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
か
ら
始
め
る
。
時
々

は
特
別
な
専
門
団
体
、
例
え
ば
全
国
コ
ー
チ
ン
グ
財
団
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
、
イ
ギ
リ
ス
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
等
か
ら
の
ガ
イ
ダ
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ン
ス
も
受
け
る
。
こ
う
し
て
、
グ
ル
ー
プ
を
設
立
し
て
推
進
の
母
体
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
他
、
「
青
少
年
事
業
の
役
割
」
「
公
共
部
門
の
レ
ジ
ャ
ー
提
供
の
役
割
」
「
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
役
割
」
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
者
の

役
割
」
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
特
別
推
進
グ
ル
ー
プ
の
設
立
」
等
も
有
る
。

イギリスの地方自治体のスポーッ行政
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